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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何の警告も無しに、カラミィは男の背を撃うった。

「ぬはッ!?」

　男は悲鳴を上げた。身体からだが前のめって、顔から地面に激げき突とつする。

「ちょっと!?」

　思わず秋あき島しま令れいは声を上げた。

「いきなり何してるのカラミィ!?」

「彼に喋しやべらせるには、少し痛い目に遭あわせることが必要」

　対たい照しよう的てきに、カラミィの声は落ち着いたものだった。拳けん銃じゆう──カラミィはこれを「小型のマジカルステッキ」と称しようして止やまないが──を構える腕うでに、震ふるえはまったくない。

「問題ない。この程度で、死にはしない」

　カラミィの言う通り、男は案外元気そうだった。苦く悶もんのうなり声を上げつつ身をよじっているが、血はほとんど出ていない。そのうち、撃たれた当人が不ふ思し議ぎに思い始めた。

「……あんまり痛くない……？　なんなんだ、てめえのその銃……」

　とまで言ったところで、不意に口をつぐむ。

　背中に違い和わ感かん。

　撃たれたあたりが盛り上がる。服に開いた穴から、緑色のものが飛び出してきた。

「うっわ」

　それを見て、令は声を漏もらした。

　ジャガイモの新しん芽めだった。

　男の背から、ジャガイモが生えてきた。

「ちょ……何!?　何が起きてる!?」

　背中でとんでもないことが起きている、ということは男にもわかった。けれどもなにぶん背の側で起きていることなので、視し認にんできない。全力で首をねじって、やっと視界の隅すみにちらちらと緑色の何かがよぎるのみ。男は恐きよう怖ふにかられた。

「あなたの背中を、畑にしている」

　男の質問に対して、カラミィは正しく答えた。が、

「……はあ!?」

　その言葉は男をさらに困こん惑わくさせるだけだった。

　彼女の名はセンカ・ザ・カラミティ、コムサードという異世界から来た少女である。コムサードにおいては、奇き妙みような魔ま法ほうが使われている。マジカルステッキに魔力を込めて、そこから魔法の弾だん丸がんを発射するのだ。魔法の弾丸は植物の種た子ねであり、着弾するとそこに根を張り、茎くきを生長させ、花を咲さかせる。

　男の背のジャガイモの芽は、早回し映像でも見ているかのような勢いで生長していった。メリメリと茎が伸のび、つぼみをつけ、紫むらさき色いろの花を咲かせる。

　花が咲いた瞬しゆん間かん、カラミィは男の背に足をかけ、手で茎を握にぎった。

「ふぬんっ」

　そして、ジャガイモを全力で引き抜ぬいた。

「ぬぎゃあああああッ!?」

　男は絶ぜつ叫きようした。撃たれた時の十倍は大きい声で。

　ジャガイモの根は、男の皮ひ膚ふのすぐ下を這はっていた。それを一いつ瞬しゆんで引っこ抜いたのである。男の背に、ぱっと赤い花が咲いたように見えた。

「ふんぐううううッ」

　くぐもった声で、男は必死に痛みに耐たえる。両手両足を拘こう束そくされているので、地面を叩たたくことも蹴けることもかなわず、ただ身を左右にゆするしかできない。

　カラミィは男の肩かたに手をかけて引き起こすと、その眼前に引き抜いたジャガイモをつきつけた。

「これが、あなたの背中から収しゆう穫かくした物。たしか、パイロニアにもジャガイモはあったと思うけど」

　血を糧かてとして育ったせいか、紫色のジャガイモの花には心なしか朱しゆがさしているようにも見えた。根の部分には小さなこぶのようなジャガイモがある。生長しきる前に引っこ抜かれたため、まだ未成熟だ。

「…………!?」

　痛みと恐怖のあまり、男は声も出せなかった。

（根から血が滴したたるジャガイモなんて、どこの世界を探してもないと思うけど……）

　傍ぼう観かんしている令も、男同様に顔を青くしていた。

「もう一度聞く」

　男が完全に意気沮そ喪そうしているのを確認してから、カラミィは一枚の写真を取り出す。

「アミティウムという男の居場所を教えてもらう」

　その写真に写っているのは、スーツを着たやせ気味の中年男性である。

「さっきみたいに『ただでは喋れない』と言うのなら、僕はもう一度、あなたの背中にジャガイモを生やす。ただし次は、開花を確認し、ジャガイモが完全に成せい熟じゆくするのを待ってから収穫する。……どんなことになるか、想像つくでしょ」

　令は心の底から男に同情した。この男が、令達の身ぐるみを剝はがそうと襲おそいかかってきたのはたった十分前のことだ。不意をつかれたため、令は死の覚かく悟ごすらしたものだが──

（まさかあれから十分後に、襲しゆう撃げき者に同情することになるとはなあ）

　しかし、ここは花はな見み州じまではない。「法律？　それっておいしいの？」と言い切ってはばからない追いはぎどもの横行する荒こう野やである。己おのれの身を守るためには、暴力をもって暴力に対たい抗こうしなければならない。

「この近所で、場ば違ちがいな場所にジャガイモの花が咲いているの、見かけなかった？　それは、さきに僕達を襲った追いはぎ達のなれの果てだよ」

　荷か担たんして、令も男を怯おびえ上がらせる文句を吐はく。

「……ウィッテンだ」

　やっとのことで、男は声を漏らした。

「この先、半日くらい行くと、ウィッテンという街がある……」

　西方を、男は顎あごで示した。

「俺達が占せん拠きよしている街だ。そこで、こんなツラのオッサンを見た……」

「俺達？」令が聞き返した。「反乱軍が街を押さえてるってこと？」

　男は無言で頷うなずいた。

「やっぱり」カラミィは言った。「アミティウムは反乱軍に身み柄がらを拘こう束そくされている」

「面めん倒どうだね。予期していたことだけど」

　少し考え込んでから、令は男に尋たずねた。

「反乱軍って、メンバー募ぼ集しゆうしてる？」

　質問の意図を理解し損そこねたため、男の返答は少し遅おくれた。

「いつだって同志は大歓かん迎げいしているが……」

「だったら」令はカラミィに提案した。「反乱軍に参加するふりをしてウィッテンに潜せん入にゆうする、ってのはどうかな」

　カラミィは驚おどろきの表情を見せた。

「……君からそんな言葉を聞くなんて、意外」

「そうかな？」令は肩をすくめた。「でも、それ以外に方法、ある？」

「ないと思う。それで行く」

　カラミィは小さく頷いた。

「というわけで、あなたにもう少し協力してもらう」

　言いつつ、男にマジカルステッキを向ける。

「な……！」

　男が反応するより早く、カラミィは引き金を引いた。弾丸は男の背に着弾、表面に根を網あみのごとく張り、皮ひ膚ふの赤い部分を覆おおい隠かくす。

「てめえ、何をした!?」

　半泣きになりながら、男は言った。

「ジャガイモの芽を、あなたの心臓に植え付けた」

　ごく事務的な口調で、カラミィは説明した。

「あなたの心臓をわしづかみにしているようなもの。僕の一存で、いつでも生長させることができる。死にたくなかったら、僕達を反乱軍への参加者ってことで連れて行って」

「心臓をわしづかみだあ……!?」

　恐きよう怖ふと戸と惑まどいとが、男の口ぶりにはあった。

「信じられないのも無理はない」

　カラミィは理解を示した。

「でも、僕は噓うそをついていない。噓をついていると思うのなら、今すぐこの場から走って逃にげてみればいい。僕はあなたの心臓をジャガイモに変えて、しかるのち誰だれか別の協力者を捜さがす」

「…………」

　男はカラミィの手の内にあるジャガイモの茎くきをじっくりと見つめた。それはもう、じっくりと。

「……あんたらの言う通りにすれば、助けてくれるんだな？」

「僕達が目的を達成できたら、あなたの胸にもう一発撃うち込む。ジャガイモの芽を枯こ死しさせる弾だん丸がんを。それであなたは自由の身になれる。理解できたなら、あなたの名前を教えて。僕はカラミィ」

「……アイガーだ」

　渋しぶ々しぶといった体ていで、アイガーは名乗った。

「もうこんな時間だね」

　空を見上げる令。日は西の稜りよう線せんにかかり、今まさに没ぼつしようとしていた。

「急いで野営の準備をした方がいいかな」

　ひるがえって、周囲を見み渡わたす。そこは、うち捨てられた村だった。

　小さな村には、人っ子一人いない。しかし数少ない家々は朽くちておらず、比ひ較かく的てき最近まで人が住んでいたことがうかがえる。

（おそらく、反乱のせいで避ひ難なんせざるを得なくなったんだろうな）

　と令は思った。あるいは、反乱軍が村の住人達を天国に送り込んだか──

　慌あわてて令は頭かぶりを振ふり、恐おそろしい想像を追い出した。

「急ぐ必要はないと思う」カラミィは答えた。「幸い、火に困ることはないし。ほら……」

　村の奥に、カラミィは視線を投げる。

　その先には、イルルがいた。両手一いつ杯ぱいに乾かわいた薪まきを抱かかえ、令達目指して歩み寄ってくる。

「幸運でした」

　と言いつつ、イルルは薪の山を地面に置いた。

　薪の陰かげから現れたのは、カラミィとうり二つの顔。彼女の名はセンカ・イルル・ラヨシュ、カラミィの同一存在である。

「奥の家の地下に、薪が貯蔵されていました。家の方には悪いですけど、利用させてもらいましょう」

「いいのかな？」

　令は問うた。この世界、パイロニアにおいては燃料は貴重品である。

「構わないでしょう。あの家の住人は、もはや薪を必要としないでしょうから」

　やや暗い顔で、イルルは語った。

（天国では火をおこすのに汲きゆう々きゆうとする必要はない、ってことか……）

　イルルの言外の訴うつたえを、令は悟さとった。ここはパイロニア、人の命が燃料よりも安い情け無用の土地なのだ。

「火を付けますから、少し下がって下さい」

　手で指示して令達を遠ざけ、イルルは大きく息を吸い、吐はき出した。

　吐き出された息は、赤く輝かがやいている。炎ほのおのブレスが、イルルの口から勢いよく吹ふき出す。

　炎は薪をなめつくし、乾いた薪は簡単に燃え上がった。

「えーと」令は指し摘てきした。「いきなり全部燃やすんですか？」

「へ？」

　しばしの間、イルルは炎が広がっていくのを見つめていたが──

「いけない！　あとの分も取っておかなきゃ！」

　突とつ然ぜん声を裏返し、燃えさかる薪の山を蹴け飛とばした。燃えている薪を踏ふんづけて、消火しようと試みる。

「二人とも手伝って下さいーッ」

　要よう請せいを受けて、令とカラミィも同様の手段で消火にかかった。

　遠目からは、三人の人間が薄はく暮ぼをバックに踊おどり狂くるっているように見えた。







　異世界パイロニアへ赴おもむけ、との命令を令が受けたのは、つい昨日のことだった。

　大おお阪さか湾わんに浮うかぶ人工島群をその領域とする自治体、花見州市。その一角に、ペルセフォネ・アースという会社の本社ビルがある。高校の授業が終わった放課後、秋島令はカラミィの先導のもと、ペルセフォネ・アース本社ビルの応接室を訪おとずれていた。

「やあ、令君。よく来なさった」

　ほどなくして、父の秋島晃こう一いち朗ろうと、スーツ姿の中年男性が応接室にやって来て、令に笑え顔がおを向けた。

　中年男性は幅はばの細い眼鏡めがねをかけており、やせ気味。いかにも仕事ができそうな切れ者、という雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「顔は怖こわいが、愉ゆ快かいな人だからビビるなよ」

　晃一朗が声をかける。令をリラックスさせようという目的は伝わってきたが、社会経験の少ない令にとっては、こんな場所でビビるなと言われても無理というものだ。礼を失せぬよう、立ち上がって挨あい拶さつを返そうとしたが、

「そのままで」

　手を伸のばして男性は令を制し、名めい刺しを差し出した。




　ペルセフォネ・アース　河か川せん対策室

　室長　網あみ島しま鉄てつ治じ




「……河川対策室？」

　奇き妙みような文言を、令は思わず読み上げていた。

「河川というのは、つまり──」

「そう。スティクスのことだ」

　網島は先回りして答えた。

　令が「世界の構造」について知らされたのは、つい最近のことだった。

　世界というものは、一つではない。令が今生きている場所、地球という星を内包する宇宙だけではない。よその宇宙とでも呼ぶべき存在、並行世界が無数に存在しているというのだ。

　それらはいわば、大河に浮かぶゴムボールのようなものだ。ゴムボールの一つ一つがそれぞれに異なる並行世界群であって、令の住む宇宙もまた、それらのうちの一つに過ぎない。

　そして、その大河を人は──世界の構造を知る人々は──スティクスと呼ぶ。ギリシア神話に出てくる、生者の世界と死者の世界を分かつ河の名である。

「まるで、市役所の部局みたいな名前ですね」

　名刺を見つめながら、令は正直な感想を述べた。

「何も知らない人が見たら、目を疑うと思うんですけど」

「ま、そうだろうな」

　網島はすぐに認めた。

「だが君、ＳＡＳって知っているかな？　スペシャル・エア・サービス。イギリスの陸軍特とく殊しゆ部隊だ」

「陸軍？」令は問い返す。「エア・サービスなのに？」

「その通り。必ずしも名が実を表すとは限らない。対外的には、河川対策室は社内の雑用係ということになっている。昔からの名残なごりで部署名を引きずっているだけだ、とね」

「……そんなものでいいんでしょうか」

「少なくとも、私は別に構わない」網島は言い切った。「さて、本題に入ろうか。君のことは、秋島から聞いている。機関に参加し、ハデスと戦ってくれる、と」

「……ええ」

　静かな、しかしはっきりとした声で、令は頷うなずいた。

　スティクスという悠ゆう久きゆうの流れの中で争い続ける、二つの組織がある。一つはハデス、スティクスの完全制せい覇はを目指す集団である。目的のためには手段を選ばず、各世界を次々と支配下に収めようとしている。

　彼らに対たい抗こうしようというのがペルセフォネ機関、ハデスの侵しん攻こうに抗あらがう一大組織だ。ペルセフォネ・アースは機関が地球という世界に設置した出先機関である。

「ハデスと戦うことが、僕自身の身を守る最善の道だと判断しました。だから、機関に協力したいと思います」

　令ははっきりと言い切った。

「ありがたいね、そう言ってくれるのは」網島は言った。「拒きよ否ひされるんじゃないか、とも思っていたのでね」

「拒否？　なんでまた？」

「その……深ふか江え千せん夏か君のことがあるから」

　幼なじみの名を出されて、令はわずかに眉まゆをひそめた。

　深江千夏が亡なくなったのは、半年ほど前のことだ。表向きは転落による事故死、とされているが、それは噓うそだ。千夏はその以前から機関の天使として戦っており、戦い半ばにして無念の死を遂とげたのである。

　令がその事実を告げられたのは、つい最近のことだった。

「いえ……千夏の死の責任を負うべきは、ハデスです。機関ではないでしょう」

　千夏は、令の住む花見州を守るため、そして令がハデスの手に囚とらわれることを防ぐために戦い、死んでいった。残された自分にできることは、千夏の遺志を引き継つぐことだ──令はそう固く信じていた。

　千夏の件とともに、令はもう一つ重大な事実を知らされた──秋島令は秋島晃一朗の実の息むす子こではなく、その同一存在という事実である。

　令の本当の出身地は「原初世界」と呼ばれる、スティクスの中で最初に生まれた世界であるという。それがスティクスのどこにあるのかは誰だれも知らない──だが、その世界の出身者は、特殊な力を発現する。令もまた特殊な力を持ち合わせており、故ゆえにハデスに目を付けられることになったのである。

「僕には、千夏の願いを成じよう就じゆさせる義務がある。そう思っています」

　令の言葉を受けて、晃一朗が手で両目を覆おおい隠かくした。

「息子が立派な人間になってくれて、父はうれしいぞ。よよよよよ」

　明らかに噓泣きだった。

「全然感動してないでしょ」

　令がツッコミを入れると、晃一朗はすっと手を引っ込めて、

「いや、感動はした。ただ、『こんな立派なことを言うなんて、誰かが令に化けてるんじゃないだろうか』と思っている」

　無感動に言った。

「ま、たしかに、自分一人だったらこんなことは言えないけど……」

　令は隣となりに座るカラミィに視線を投げた。

「今は味方がいるからね」

　カラミィは深江千夏にうり二つだ。それもそのはず、カラミィはコムサードという異世界における千夏の同一存在なのだ。

　スティクス内の各世界は、それぞれに異なる。政治体制、自然環かん境きよう、物理法則でさえも。しかし、その中に住む人々の顔ぶれはほぼ同一だ。世界Ａには令Ａがいて、世界Ｂには令Ｂが、世界Ｃには令Ｃがいる、という具合に。各世界ごとに多少のブレは出てくる──いくつかの世界では、既すでに令の同一存在は死んでいたりするのだ──が、基本的には相そう似じ性を保とうとする。

　ハデスの手から令を守るにあたり、機関は千夏の同一存在を三人送り込んだ。

　一人はアイソートから来たセンカ、エラト・ジュリエル・センカ、通つう称しようセンジュ。

　一人は八はつ州しゆうから来たセンカ、真しん名みようの大だい塔とう千せん夏か、通称マナ。

　そしてもう一人がコムサードから来たセンカ・ザ・カラミティ、通称カラミィである。

　三人のセンカは、ハデスからやってきたもう一人のセンカ、セラフィーヌ・ンガイア・カークリノーラスの手から令を守り切った。以来、三人のセンカは深江家を住居とし、令のボディガードについている。

「ピッチャー一人で野球はできないし、クォーターバック一人でアメフトはできない。力を合わせる仲間がいて、はじめてことは成し遂げられる。期待しているよ」

　網島は笑え顔がおを見せた。

　令は引きつった笑みを返した。薄うすい唇くちびるがわずかにつり上がる網島の表情が、新たな拷ごう問もん手段を思いついた拷ごう問もん吏りのようにしか見えないからだ。酷こく薄はくという言葉がよく似合う。

「今日は挨あい拶さつ程度で済ますつもりでいた」と網島は続けた。「だが、どうやら早速君の力を頼たよる時が来たようだ」

「そうですか」

　覚かく悟ごはしていたことだった。自然と身が引き締しまるのを、令は感じた。

「簡単に言うと、人捜さがしをしてほしい。ただし、異世界でだ」

「異世界、ですか」

　令は言い返した。とうとう自分もスティクスを渡わたるのだ、と軽い恐きよう怖ふ感にかられる。

「捜す場所はパイロニア、機関に参加している国家によって支配されている世界だ。捜して欲しい相手はテイザ・アミティウムという人物。何を隠そう、私の同一存在でね」

　懐かい中ちゆうから一枚の写真を取りだし、令に手渡す。

「私と同じ顔をしているから、ポートレートとしてはそれで事足りると思う。必要に応じて使ってくれ」

　網嶋鉄治の写真だった。酷薄そうな笑みを浮うかべ、カメラのレンズをじっと見つめている。

（……凶きよう悪あく犯の指名手配写真のようだ）

　令はそう思ったが、口には出さなかった。黙だまったまま、財さい布ふの中に写真をしまう。

「彼は機関のエージェントで、パイロニアの要よう請せいで調査に赴おもむいていた。ところが、帰き還かん予定日になっても戻もどってくる気配がない。そこで、君の力で捜し出して欲しいんだ」

「僕の力……ですか」

　令は口元を引き締めた。

「そう。ハイロウの開閉を感知する、君の力で、だよ」

　スティクスを渡り、異世界を自在に行き来する力を持つ者を「天使カロン」と呼ぶ。

　天使はそれぞれに、自己の出身世界で得た特とく殊しゆな力を持っている。例えばカラミィは、マジカルステッキから種子の弾だん丸がんを発射するという力を持つ。これは出身世界コムサードの物理法則があって初めてなしうる芸当である。本来、コムサード以外の世界にいる場合、力は使えない。

　ところが、スティクスの流れはそれを可能とする。スティクスを満たすもの、スティクス粒りゆう子しと呼ばれるものが、異世界の物理法則をエミュレートするのだ。

　そのためには、世界とスティクスの間に通路を開く必要がある。その通路こそ、「ハイロウ」である。

　ハイロウはその名のごとく、天使の頭上に光輪の形で出現し、その輪の内側からスティクス粒子を引き込む。これが、天使の異能の発動の源となる。

　令は原初世界出身という事実に端たんを発する力、ハイロウの発現を感知するという特殊な力を持っている。同じ世界内であれば、どこでハイロウが開いたか感じ取ることができるのだ。これはすなわち、天使がどこに何人いるのか即そく時じ把は握あくが可能ということである。

「アミティウムも天使だ。ロイヤルタッチの力を持っている」

「ロイヤルタッチ？　手をかざすと傷が治る、とかいうやつですか？」

「まさにその通り。アミティウムが生きているのならば、ハイロウを開くことができるはずだ。君はそれを感知して彼を捜し出し、連れ帰って欲しい。できるならば」

「できるならば？」

　令は問い返した。

「もちろん、最悪の可能性もある。その場合は、アミティウムの死を確かく認にんして欲しい。一番面めん倒どうなのは、行方ゆくえ不明のまま宙ぶらりんになることでね」

「……なるほど。そうですね、わかりました」

　最初の仕事相応の荷の重さだろう、と令は判断し、承しよう諾だくした。いきなり「ハデスと交戦している最前線に行ってこい」とか言われたらどうしよう、などと心配していたのだが。

「……僕と令の二人で行け、と？」

　わずかな緊きん張ちようが、カラミィの声にこもった。

「いやいや、もちろん案内人はつけるよ。見知らぬ土地に放り込まれても困るだろう？」

「……それもそうね」

　カラミィは肩かたを落とした。少しだけ頭を動かして令の方に向けると、小さな声で呟つぶやく。

「せっかく、令と二人きりで旅ができると思ったのに」

　なんと答えたものか迷い、令は愛あい想そ笑いを浮かべるしかなかった。

「そろそろ来ると思うんだが……」

　網島が腕うで時ど計けいに視線を落としたちょうどその時、応接室のドアをノックする音がした。

「失礼します」

　すっと扉とびらが横に滑すべり、声の主が姿を現す。

　その姿を見て、令とカラミィはともに目を見開いた。

「センカ・イルル・ラヨシュ、ただいま到とう着ちやくしました」

　そこに立っていたのは、カラミィそっくりの少女だった。

「一いち目もく瞭りよう然ぜんだとは思うが」網島は笑え顔がおを見せた。「彼女はパイロニアにおける君の同一存在だ。便べん宜ぎ上、イルルと呼ぶといい」

（……軍人かなあ）

　それが令の第一印象だった。よく言えば礼れい儀ぎ正しく、悪く言えば堅かた苦くるしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。こういう人を相手にするのは得意じゃないんだけど……と思っていると、

「あうッ！」

　イルルは室内に入ろうとして、半身を思い切り扉にぶつけた。けたたましい音を立てながら転てん倒とう、床ゆかに倒たおれ込む。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　一同が見守る中、イルルは素す早ばやく立ち上がった。そそくさと網島の隣となりに立つと、

「失礼しました。どうぞよろしく」

　早口に挨あい拶さつする。無表情を保とうと努力はしていたが、顔は真っ赤だった。

「秋島令です。こちらこそよろしく」

　令は理性を総動員して、吹ふき出しそうになるのを必死にこらえつつ、挨拶を返した。

「僕はセンカ・ザ・カラミティ。カラミィと呼んで」

　カラミィが手を差し伸のべると、イルルは礼儀正しくその手を握にぎり返した。
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　至近距きよ離りから見比べても、二人はそっくりだった。ぱっと見に識別できるのは髪かみ型がたの違ちがいのみである。いずれもショートヘアに変わりはないので、同じ服を着せてやれば双ふた子ごにしか見えないだろう。

「パイロニアの状じよう況きようについては、彼女の口から語ってもらった方がいいだろう。頼たのめるね？」

「了りよう解かいしました」

　網島の要よう請せいを受けて、イルルは語り始めた。

「まず、私の力について説明しましょう」

　小さく息を吸って、鋭するどく吐はき出す。途と端たん、イルルの口から赤い炎ほのおの舌が漏もれ出た。

「うわっ」

　突とつ然ぜんのことに令は声を上げ、腰こしを浮うかしかけた。実際のところ、避さける必要すらない小さな炎だったのだが。

「これがパイロニア人の力、発火能力です。パイロニアの大気には燃フロギ素ストンと呼ばれるものが混じっていて、これに着火することで自在に火を操あやつることができます」

「それは便利だ」令は言った。「誰だれでも、何の道具も無しに火をつけられるってこと？」

「誰でも、ということではありません」イルルは首を横に振ふった。「より細かく言うと、大気中の燃素を操作する力と、その燃素に着火する力、その二つが揃そろって初めて発火能力を行使することができます。燃素操作の力は万ばん人にんが備えていますが、燃素着火の方は一ひと握にぎりの人間しか持ち合わせていないのです」

「パイロニアでは……」網島が補足した。「着火能力を持つ人間達が貴族層をなし、国を統治している。それでうまく治められていたんだよ、数ヶ月ほど前まではね」

「数ヶ月ほど前まで？　何かあったんですか」

「大規模な蜂ほう起きです」イルルが言う。「一部の反体制派貴族が平民を巻き込んで、反乱軍を組織したのです。王国領土の四分の一を制圧され、にわかには収拾がつかない状態となっています」

「先に言っておこう。我々は、パイロニアでの反乱軍蜂起の陰かげに、ハデスの暗あん躍やくがあると睨にらんでいる。その確認のため、アミティウムを送り込んだのだがね」

　網島の言葉に、令は質問を投げた。

「何な故ぜ、ハデスが関かかわっていると判断したんですか？」

「当初、国王軍は反乱をすぐに鎮ちん圧あつできると思っていました。反乱軍のほとんどは平民であって、数はあっても戦力としては烏う合ごうの衆しゆう、容易に蹴け散ちらせる……と」

「平民と貴族の戦せん闘とう力ってのは、そんなに違ちがうんですか」

「これを見て頂きましょう」

　腰のベルトに吊つるした鉄の棒のようなものを、イルルは差し出した。受け取って、令はそれをじっくり観察する。

「筒つつ……ですね。鉄の吹き矢？」

　なんとなくそう感じて、令は呟つぶやいた。

「ええ、吹き矢銃じゆうです」

　正解だった。だが、

「……銃？」

　スティクス粒りゆう子しが持つ言語翻ほん訳やく機能がおかしくなったのか、と思いつつ令は聞き返す。

「銃です」

　イルルはそう言って、同じく腰のポーチからパチンコ玉みたいなものを取り出した。

「これを詰つめて、吹き口部分に燃素を圧縮、着火して発射するのです。殺傷能力は十分にあります──技量にも依よりますが」

「ははあ。発火能力で発射するから、薬やつ莢きようがいらないってことか……？」

　令は吹き矢銃をイルルに返へん却きやくした。

「唇くちびる、焼けないんですか？」

「それは、マウスピースを使っているので大だい丈じよう夫ぶです」

　胸ポケットから、イルルはマウスピースを取り出して見せつけた。管楽器に取り付けるような代しろ物ものだった。

「そんな物を使ってるんですか。てっきり、口から火を噴き合うだけの戦闘をやっているのかと」

「それは原始的なやり方です。長い歴史のうちに、我々は戦闘技術を発展させてきたのですよ」

「平民の側は、どうやってそれに対たい抗こうするの」

　カラミィが質問を挟はさんだ。

「平民の戦い方は、それこそ原始的なものにならざるを得ません。大きな種火を担かついで持っていって、そこから火の玉を発射するのです。燃素操作能力で空中に燃素を束ねた道を作ってやって、ターゲットに直接ぶつける、という具合ですね。もちろん射程距離は吹き矢銃よりはるかに短いですし、種火を消されればおしまいです」

「だったら、反乱軍側に勝てる要素はないような気がするんですが」

　令の言葉に、イルルは首を横に振った。

「ところが、最初の鎮圧軍は、反乱軍の雨のような銃じゆう撃げきを浴びて、敗走しました。その者達によると、平民達が吹ふき矢銃で反はん撃げきしてきたとか」

「使えないはずなのに？」

「私達が目を付けたのは、そこだ」

　網島が割り込んできた。

「ハデスがパイロニアの不満分子に何らかの支し援えんをして、親機関の支配体制を覆くつがえそうとしているのではないか。そう考えられるのだ。野球で喩たとえるならば、ストレートしか投げられないピッチャーが一夜にして消える魔ま球きゆうを習得するような異常事態だ。そんなことあり得るか？」

「……なんでもかんでもスポーツに喩えるのは、誤解を招くような気がしますが」

　晃一朗がツッコミを入れた。

「とにかく、本来あり得ないということだ──パイロニアの平民が銃で撃うち返してくる、というのは」

　網島はあまり気にせず話を続けた。

「各世界の内部におけるゴタゴタ、政争、紛ふん争そうに対して機関は通常は関わらないが、ハデスが裏にいるとあれば別だ。ハデスは、機関への賛同者が統治する世界に対してさまざまな揺ゆさぶりをかけ、支配権を握にぎろうと常に画策している。それらのたくらみは、全すべて防がれなければならない」

「具体的に、ハデスは何をしたとお思いですか」

「強力な小型の発火兵器を、異世界から持ち込んだ──そう見ている」

「そんな便利なもの」イルルが口を挟んだ。「パイロニアには存在しないはずなのに。だから私達は、機関に助力を頼たのんだのです」

「現地の人間を手先として使うのは、ハデスの常じよう套とう手しゆ段だんだ。最小限の人員と投資で最大限の利益を、ってわけだ。アミティウムの捜そう索さくが最優先任務だが、できることなら、その発火兵器についても探さぐってほしい。正体がわからなければ、対策の立てようがないからな」







　というわけで、令は翌日にはスティクスを経由し、パイロニアの地を踏ふんでいた。花見州では金曜日、高校での授業が普ふ通つうにあったにも拘かかわらず、である。

（拘こう束そく時間はバイト並み、という条件だったと思うんだけど……）

　父はそう言って、機関に協力するよう令を誘さそった。バイトのために学校を休むというのは、明らかに条件外である。

（まあ、親公こう認にんで学校をサボれる、って考え方もあるけど）

　そのこと自体については、令は問題だとは思わなかった。同じクラスで授業を受けているカラミィと一いつ緒しよに学校を休んだ、という事実はクラスメイト達にいらない想像をさせるかもしれないが。

（でもどうせサボるなら、新作ゲームをプレイしたかった）

　令はペルセフォネ・アースからの帰り道に、木曜日発売のゲームソフト、「ファイナルデスブリンガーⅣ」を購こう入にゆうしたが、未開かい封ふうのまま家に置いてある。いわゆる剣けんと魔法の世界を冒ぼう険けんするＲＰＧで、ゲーマーならば知らぬ者はないというビッグタイトルだ。この週末はゲームプレイに費ついやすつもりだったのだが──

（まさか、リアルで冒険をする羽目になるとはなあ）

　ひたすらにパイロニアの荒こう野やを歩み続けた一日を思い返し、令は感かん慨がいにふけった。

　予想をはるかに超こえる、荒すさんだ土地だった。見み渡わたしうる光景のほぼ全てが、荒野だ。地面は乾かわいてひび割れ、岩いわ肌はだが露ろ出しゆつしているところも多数。時折見つかる植物といえば枯こ死ししかけている茶色の雑草のみ。はるか彼方かなたの山を見やれば自然の緑も認識できるのだが、どれだけ歩けばたどり着けるのか、想像もつかないほどに遠い。

　こんな土地でも、人々は家を建て、ところどころにコミュニティを作っていた。今、令達が一晩の野営地としている集落跡あとも、その一つである。しかしながら現在、集落跡に住人の気配はない。

「全て、反乱軍の蜂ほう起きのせいです」

　おこした火を見つめながら、イルルは苦々しげに言った。

「つい半年前までは、なんの憂うれいもない平和な土地だったというのに」

　恨うらめしげな視線を、アイガーに投げる。アイガーは少し離はなれた場所、廃はい墟きよの柱にロープでくくりつけられていた。

「一日に四度も命の危機を迎むかえるだなんて、想像してもいなかったよ」

　令はため息をついた。

　令達一行は四度、追いはぎからの襲しゆう撃げきを食くらった。うち一度はアイガー単身による襲撃、残り三回は団体客の襲来である。幸い、カラミィとイルルのおかげで、四度とも撃げき退たいすることに成功し、今ここに生きている。道を戻もどれば、どこで襲おそわれたか一目瞭りよう然ぜんのはずだ──その場にジャガイモの花が生えているので。

「四度で済んで幸運でしたね……と言うしかありません。残念ながら」

　申し訳なさそうに、イルルは言う。

「パイロニアの荒野での主産業は、追いはぎと殺人ですから」

「普通の力無き人間は、ただ搾さく取しゆされるだけですか」

　令は肩かたをすくめるしかなかった。

「力無き人々を守るのが、我々貴族の務めなのです。少なくとも私は、そう信じています」

　イルルは力説した。が、令の表情に違い和わ感かんを読み取る。

「何か、言いたいことがありそうですね」

「いや……」

　少し令は言い淀よどんだが、結局思っていることをぶちまけることにした。

「少し、違和感があるんだよね。僕の住んでいるところでは、貴族平民の別がないからさ。一部の人間が大多数の人間を支配するっていう考え方は、ちょっとね」

「……一いつ般ぱん的に、統治というものは、一部の人間が大多数の人間を支配することによって成り立つのではないのですか？」

　イルルが問い返す。

「まあね。ただ、僕の世界では、統治を行う一部の人間というものは、大多数の人間の中から、選挙という過程を経へて選び出される。でもここじゃ、先天的に燃素着火能力を持つ人間が統治の責任を負うんでしょ？　生まれながらに支配者と被ひ支配者が決まるってのは、どんなものかなあと思って」

「よその世界の流りゆう儀ぎには、あまり文句をつけない方がいい」

　黙だまって話を聞いていたカラミィが、不意に口を開いた。

「それぞれの世界に、歴史という積み重ねがある。現在のありよう、体制は、様々な経けい緯いがあった結果としてたどり着いたもの。よそ者が浅い知識でどうこう言うべきじゃない」

「……そうかもしれないけどさ」

　意外な方向からの反論に、令は顔をしかめた。

「千夏だったら、僕と同じことを感じたと思うけど」

　半年前に死んだ幼なじみの名を引き合いに出し、言い返す。

　すると、カラミィはやや悲しげな顔をした。

「僕は、君の知っている千夏じゃないもの」

「…………」

　令は言葉を失った。

「……ゴメン」

　視線を逸そらし、小さな声で謝る。

　間の悪い沈ちん黙もくが、その場を支配した。

「……えーと、ウィッテンってどういう所なのかな？」

　沈黙に耐たえきれず、令が話題を変える。

「鉱山の街です」イルルは言った。「街は山のふもとにあります。ここから先、もっと登り坂が増えるでしょう」

「登りか。今日以上に疲つかれそうだ」

　令はげんなりした。

「たしか、パイロニアは良質の地下資源の産地だと聞いているけど」

　カラミィが尋たずねると、イルルは首しゆ肯こうする。

「ええ。機関の方にかなり買い上げてもらってますよ。ところが反乱軍の連中と来たら、鉱山を重点的に攻せめてきて……。最近はまともに産出できていない状態ですね」

「それって、つまり」令が口を挟はさんだ。「ハデスの侵しん略りやく目的は、パイロニアの資源を奪うばうことなの？」

「そういうことだと思う。背後にハデスがいるとすれば」

　カラミィは所見を述べた。

「ただ、パイロニアがスティクスから比ひ較かく的自由に出入りできる世界であることを考えると、侵略の手はかなりゆるい。ハデスの総意としてここを押さえようというならば、もっと多くの天使を送り込んでいるはず」

「そうなんだろうね」

　令は納なつ得とくした。パイロニアに来て丸一日だが、ハイロウの開く感覚は散発的にしか現れなかった。片手の指でも足りる回数だ。多数の天使が来ているならば、これだけでは済まないはずである。

「そう考えると」カラミィが話を続ける。「ハデスの末まつ端たんの誰だれかが、少人数で作戦を行っている──という気がする。ハデスは、個人個人が己おのれの裁量で行動することを大おお幅はばに認めているらしいから。ハデスの勢力増大に寄き与よした者ほど、ハデスの中での発言権も増す」

「少人数」令は繰くり返した。「少人数で、よその世界を混こん沌とんに陥おとしいれているってのか。しかも、自分自身の功名のためだけに」

　令の声に怒いかりの色を感じ取って、カラミィはなだめるような口調で語った。

「そういうことになる。彼らにはそれだけの力があるし、現地の住人がどれだけ迷めい惑わくを被こうむるか考えるだけの良心があれば、そもそもハデスに参加していない」

「…………」

　思わず、令の顔が歪ゆがむ。

「止めなきゃならないね。こんなこと……」

　こんな時、令は己の無力さに歯がみする。ハイロウの開閉を感知する力は、極きわめて珍めずらしい、優すぐれた力だが、残念なことに何の戦せん闘とう力も持ち合わせてはいない。

「僕に何ができるんだろう」

「与あたえられた任務を不足なくこなすこと」カラミィが答えを提示した。「まず、目の前の仕事を片づける。それが大事」

「それが大事なのはわかるけど、パイロニアの現状を見過ごすわけにも──」

　令は反論しようとしたが、

「カラミィの意見に賛成です」

　イルルがカラミィの肩かたを持った。

「ここの現状について怒りを抱いだいてくれるのは、ありがたいことだと思います。でも、パイロニアの平和を守るのはパイロニアに住む人間の義務ですから」

「僕達だけの力でパイロニアをどうにかできると考えるのは、パイロニアの人間の矜きよう持じを踏ふみにじること。それでは、僕達もハデスと同類になってしまう」

　カラミィの言葉には、一理も二理もあった。反論の言葉を失って、令は黙だまり込む。

「……そうか。たしかに、僕らだけで世界を救おうだなんて、おこがましいにもほどがあるよな」

　そして、肩を落とした。

「あ、えーと……」

　令の様子にカラミィは何か言いかけて、口ごもった。

「何か？」

　水を向けられると、カラミィは面食らったような慌てたような顔をした。

「あー……うー……その……」

　さんざん口ごもった末、

「……気を悪くしたらゴメン、って思って」

　やっとのことで恥ずかしそうに言った。

（そのひと言を言うだけで、なんでそんなに動揺するんだ）

　令は不思議に思ったが、すぐにカラミィ自身が説明した。

「慣れないな、君の顔を見ながら謝るのは……」

　コムサードの令の同一存在、カラミィの幼なじみのレイは、カラミィの手下みたいな存在だったという。それで変にためらったのか、と令は得心した。

「さっき、千夏と一緒にするなって言ったばかりなのに。他人のことを言えない……」

　カラミィは顔を両りよう膝ひざに埋め、隠した。

「いや、いいんだ」

　心配ないよ、と令は笑えみを返す。

「カラミィの言葉は正しいよ。まず、与えられた任務をこなすことから始めなきゃね」

「…………」

　無言のまま、カラミィは安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

「問題は、発火兵器です」イルルが発言した。「反乱軍の力の源の正体、突つき止めねばなりません。ウィッテンに潜せん入にゆうするついでに、せめて一個でも現物を入手できれば良いのですが」

「異界の製造物であれば、ハデスの関かん与よは間ま違ちがいない」

「そうだねえ」

　カラミィの言葉に、令が相あい槌づちを打つ。少し考えた後、

「……あの人に尋ねてみるってのはどうかな」

　アイガーを指さした。

「いいアイデアです」

　すぐにイルルは立ち上がり、アイガーのもとへ向かった。令とカラミィもぶらぶらとその後を追う。

「話、聞いていただろう？」

　つい先ほどまでとは別人のような高圧的口調で、イルルはアイガーに問いかける。このあたり、いかにも軍人らしい。

「おまえ、発火兵器を持っているか？」

「……持ってたら、こんな簡単に捕つかまるかよ」

　投げやりにアイガーは言い捨てた。

「それは道理」

　カラミィは首肯した。

「俺だって欲しいんだぜ？　あれさえあれば、俺だって銃じゆうが撃うてるんだからよお。でも、あいつはドえらい高価なんだ。反乱軍に参加したからって、無料で配布されるわけじゃねえ。ちゃんと金を払はらわねえと、買えねえんだ」

「お布ふ施せを工面するために、僕らを襲おそったってわけか」

　令は嘆なげいた。

「ついでに聞いておきたいことがある。あなた達のお仲間に、こんな力を持つ人はいる？」

　カラミィがハイロウを静かに発現させた。輝かがやく光輪が、カラミィの頭上に現れる。

「そういや」アイガーは声を上げた。「てめえ、フロッカさんと同じ力を使えんのか」

「フロッカさん？」

「ああ、ウィッテンを押さえている軍団の参さん謀ぼうだよ。参謀っつっても、実質的なボスだがな。軍団長は別にいるが、実務的な部分はフロッカさんが仕切ってるんだ。発火兵器の仕入れと管理もあの人の仕事だよ」

「……随ずい分ぶん素す直なおに喋しやべるじゃないか」

　鉄の筒つつを取りだし、イルルはぐりぐりとアイガーの顔に押しつけた。

「なんでも喋るって！　アンタらの命令に従わなかったら、俺の心臓を潰つぶしてジャガイモの肥やしにするんだろ!?」

「そのフロッカという人、どんな力を使うの」

　カラミィがさらに問う。

「すげえんだぜ、フロッカさんはよ」

　アイガーは目を輝かせた。

「あの人が手をかざすと、バーッてすごい衝しよう撃げきが来て、何もかもぶっ飛ばすんだ。岩だって砕くだくんだぜ」

「……衝撃？」

　その単語に、令はセラフのことを思い出した。

　先日の誘ゆう拐かい事件には、ハデスの二人の天使が関与していた。そのうちの一人がセラフ──セラフィーヌ・ンガイア・カークリノーラス、千夏の同一存在だ。彼女は両手から衝撃波を放つという力を駆く使しし、カラミィ達をさんざん苦しめたものである。

「セラフの出身世界の人かな？　グリザードとか言ったっけ」

「可能性はある」カラミィは言った。「似た力を発揮する、別の世界出身という可能性もないではないけど。でもとにかく、フロッカという人物が天使なのは間違いない」

「反乱軍にハデスが関かかわっている、ということですか」

　イルルが確かく認にんし、令が頷うなずく。

「アミティウムさんの救出、難しいことになりそうだね」

「予備知識なしで乗り込むよりはマシ、と考えるべき」

　カラミィは口元を押さえ、あくびをした。

「明日に備えて、もう寝ねましょうか？」

　イルルが言うと、令とカラミィは即そく座ざに頷いた。

「そうしよう」令は背せを伸のばした。「前ぜん途と多難だね。そもそも、ウィッテンにたどり着くまでが一苦労だ。明日も山さん賊ぞくの襲撃に怯おびえながら道を行くのかと思うと、少し気が重い」

「山賊については、安心して」カラミィは令の肩かたを叩たたいた。「明日の晩ご飯の具に、ジャガイモが増えるだけ」

「……とっても心強い言葉だ」

　令は苦にが笑わらいを浮うかべた。







　翌日の昼下がり、令達一行はウィッテンにたどり着いた。

「ジャガイモを一個たりと見ずに済んだのは、かなり幸運だったと言うべきかな」

　令は呟つぶやいた。午前中、一度たりと賊ぞくの襲撃を受けなかったのである。

「俺がついていたからに決まってんだろうが。感謝しろよ」

　アイガーが大声で主張した。

「このまま、ウィッテンの中までトラブルがないよう連れて行ってもらおうか」

　イルルはアイガーの背を小こ突づき、前進を促うながした。

「令……」カラミィが尋たずねる。「気配、感じる？」

「今は感じない」令は答えた。「でも、ここに来る道中で、一度だけハイロウが開くのを感じた。間ま違ちがいなく、アミティウムさんはここにいる」

　そして、空を仰あおいだ。空はどこまでも青く、晴れ渡わたっている。しかし令は、そこに「天てん井じよう」があるのを感じ取っていた。

「一つ聞きたいことがあるんですが……」

　ペルセフォネ・アースの応接室で、令は網島に質問したものだ。

「アミティウムさんはハイロウを開けるんですよね？　だったら、自力でスティクスに逃にげ込むことができるんじゃないんですか？」

　ハイロウを開くことが可能ということは、スティクスを経由して世界から世界へ渡ることが可能、ということである。なのにアミティウムが戻もどってこられない、ということは、別に何らかの障害があるということだ。その点、確認しておく必要があった。

「ああ、それは説明しておいた方がいいかな」

　網島はすぐに答えた。

「その前に、スティクス・レビについては理解しているよね？」

「ええ、一応」

　令は頷き返す。

　スティクスからの無秩ちつ序じよな侵しん入にゆうを防ぐ堤てい防ぼう、それがスティクス・レビである。地球においては、星のほぼ全すべてを覆おおう格好で存在している。唯ゆい一いつ出入り可能な穴、スティクス・ゲートが開いているのは、花見州の上空のみだ。

「地球のレビは、人の手によって張られたものだ。こいつが壁かべになって、花見州以外への敵の侵入を防いでくれる。だが、世界によっては、天然の壁が浮いているところもあるんだ」

「天然の壁、ですか」

　令はオウム返しに言った。

　網島は自分の胸の前で、ボールを持つような仕草をした。

「サッカーボールを想像してみてくれ。白黒の模様が描えがいてある奴やつ。それが、パイロニアの縮図だと思ってほしい。で、黒い五角形が天然の壁だ。こいつは、スティクスからパイロニアに入ることも、パイロニアからスティクスに出ることも防ぐ。壁の下でスティクス粒子を取り込むこと自体は可能だ──地球のレビとは比べものにならない小ささだから、能力を行使するのに問題もないだろう。だが天井は天井、突き破ることはできない」

　そこまで言って、見えないボールを天井に投げ上げる。

「アミティウムが生きているとすれば、その壁の下のはずだ。壁の下で拘こう束そくされてしまったら、天使でもスティクスに逃げ込むことはできないんだよ」

　スティクスに逃げ込むことができない領域に、令達は今足を踏ふみ入れた。それはすなわち、令達がなんらかのアクシデントに巻き込まれ、任務の続行が不可能となったとしても、パイロニアの外へすぐに脱だつ出しゆつすることはできないということだ。

「ミイラ取りがミイラになる、なんてことにならなきゃいいんだけど……」

　二重遭そう難なんだけはなんとしても避さけなければならない。令は気を引き締しめた。

「大だい丈じよう夫ぶ」カラミィが呟く。「僕の身に代えても、令は守ってみせる。だから、一つだけ約束して欲しい」

「約束？」

　大おお仰ぎような物言いに、自然と令も緊きん張ちようする。

「うん。もし、僕がここから帰れなくなった時は……」

「帰れなくなった時は？」

「月曜提出の数学の宿題、代わりに出しておいて」

「あ……そう……」

　令は脱だつ力りよくした。

　ウィッテンの入口には真昼だというのに篝かがり火びが灯ともっていた。それを囲むように砂さ囊のうが積まれ、何層かの壁を作り上げている。不意に壁の陰かげで何かが動いたかと思うと、

「そこで止まれ！」

　鋭するどい警告の声が飛んできた。

（完全に、戦場だ）

　肝きもが冷えるのを、令は感じた。

　警告してきた反乱軍兵士は、手に鉄の筒つつを持ち、吹ふき矢のように構えていた。その狙ねらいは、令達に向いている。

「おいおい、大したお出で迎むかえじゃねえか……」

　気安い態度で、アイガーは一歩踏み出した。

　途と端たん、兵士は筒に息を吹き込んだ。

　パン、と乾かわいた炸さく裂れつ音がして、直後アイガーの足あし下もとで土つち煙けむりが立ち上った。

「ヒッ！」

　アイガーは飛びすさった。ただの一歩で二メートルは後退している。

「いきなり撃うつんじゃねえ！　殺す気か！」

　アイガーは叫さけんだが、兵士はさらに大きな声で叫び返した。

「いきなり近づいてくるな！　名を名乗れ！」

　言いながら、兵士は素す早ばやい手つきで鉄の筒に弾丸を込め直した。

「アイガーだ！　フロッカさんの懐ふところ刀がたなだよ！」

「懐刀……？」

　少ししてから、兵士はわずかに銃じゆう口こうを下げた。

「ああ、懐にしまわれたきり一度も使われたことがないって噂うわさの……」

「うるせー！」

　アイガーは見張りの兵士を睨にらんだ。が、兵士はまったく意に介かいさない。

「おまえはいいとして、後ろの三人はなんだ？」

「反乱軍への参加志望者だ。どうしてもこの俺の部下になりてえっつうから、連れてきたのよ」

「そうか」

　兵士は完全に吹き矢銃じゆうを下ろした。

「さっさと入れ」

「ありがとよ」

　言い捨てて、アイガーは砂囊の壁の奥へと歩き出す。令達も何食わぬ顔をしてあとに続いた。

「……さて、と」

　前方に顔を向けたまま、アイガーは令達に声をかける。

「義務は果たしたぜ。あとは、それらしいツラさえしてりゃあ、誰だれにも疑われずに中を歩けるぜ。とっととおれの心臓を元に戻もどしてもらおうか」

「まだだ」イルルが嚙かみついた。「我々が無事にここを去るまで、協力してもらう」

「そいつは約束とは違ちがうんじゃねえか」

　文句を垂れるアイガーの眼前に、カラミィが進み出た。片手を掲かかげると、見えない何かを握にぎり潰つぶすようなジェスチャーをする。

「わかったよ！　協力するって」

　アイガーが嘆なげくと、カラミィは手を引っ込めた。

「なあ、あんたらが無事に目的を達成したら、ちゃんと俺の心臓を解放してくれるんだろうな？」

「もちろん。あなたを殺すことに興味はない」

「ただ、もう少し協力してもらうよ」令が言った。「僕らが捜している人がどこにいるのか、心当たりは？」

　少し考えてから、アイガーは言った。

「捕ほ虜りよ収容所じゃねえか？　礼拝堂の中に捕虜を閉じこめているんだ」

「じゃあ、そこに案内してほしい」

「そんなことまで俺にやらせんのかよ」

　アイガーは不満を漏もらしたが、

「協力してくれないのなら、僕はあなたの心臓をジャガイモに変える。冥めい府ふの裁判官をジャガイモで買収できるかどうか、試ためしてみるといい」

　カラミィにそう脅おどされては、言うことを聞くしかなかった。







　三十分後、令達は大おお鍋なべを運うん搬ぱんしながら、捕虜収容所を訪おとずれていた。

　大鍋の中身は、淀よどんだ色をしたスープである。令達は捕虜への食糧を与あたえる係に志願して、堂々と収容所にやってきたのだ。

　木の扉とびらをくぐると、石造りの礼拝堂の中に、数十人もの男達が座り込んでいるのが見えた。人口密度は高く、環かん境きようは劣れつ悪あくだ。

「メシの時間だ！」

　門番が一声かけると、男達は目の色を変え、一いつ斉せいに押し寄せてきた。

「あわわわ」

　あまりの勢いに気け圧おされながら、令はおたまを取り、ボウルにスープをよそう作業を開始した。満たされたボウルをカラミィとイルルが受け取り、捕虜達に手て渡わたしていく。捕虜達は自分のいた場所に戻ることすら待たず、その場でスープをかき込み始める。

（とんでもない場所に来てしまった……）

　外見上は無表情を装いつつ、令は内心でかなり動どう揺ようしていた。欠食児童達ががっつくのは、まだわかる。だがこの場所では、大人達が恥はじも外聞もなく食事を求めているのだ。

「メシをもらった奴やつはさっさと下がれ！」

　見張りの兵士が、手に持つ六尺棒でスープを受け取った男達を押し返していく。つつかれると、男達は不快そうな表情を見せながら、おとなしく引き下がっていった。

　捕虜は皆みな発火能力者のはずなのに、随ずい分ぶんと従順な態度だ。何らかの対策がなされているのだろうか、と令は周囲を見み渡わたす。そして、すぐに答えを見つけ出した。

　見張りは二階席にもいた。室内側に張り出したバルコニーから、五人ほどの兵士が鉄の筒つつ片手に地上の食糧配給を見下ろしている。なにか不ふ穏おんな動きがあれば、速そつ攻こうで吹き矢銃を撃つという構えなのだろう。

（食糧配給という危険な仕事は、僕らみたいな新入りにやらせるってわけか）

　スープを配る仕事を志願した時、何な故ぜ担当の人間が妙みような顔をしたのか、令はやっと理解した。

　気になるのは、彼らが吹き矢銃とは反対の手に持つ、何かだ。五人が五人とも、手の内に隠かくれるサイズの何かを握っている。

（……あれが噂の発火兵器か？）

　見張りという任務にあって、無関係なものを携けい帯たいしているとは思えない。それが「発火兵器」である可能性は極きわめて高い、と令は判断した。

　現在の立ち位置から、その形状を見み極きわめることは難しい。わかることはただ一つ、それは令が想像していたよりはるかに小さいということだ。ランタンのようなものだろうか、と令は勝手に考えていたのだが。これほどのサイズならば、鎮ちん圧あつ軍がその正体を見極め損そこねたというのも納なつ得とくがいく。

「……失礼ですが」

　イルルが見張りに語りかけた。

「捕虜はこれで全部なのですか？」

　その言葉に、令ははっとした。この部屋の中に、アミティウムの姿はない。

「どういう意味だ？」

　見張りは不ふ審しんそうな目で問い返す。

「いえ、私達は新入りなもので」イルルは答えた。「他ほかにも捕虜を押し込んでいる場所があるのか、と思ったのですが」

「いや、ここだけだぜ……」

　と見張りは答えたが、すぐに「あっ」と声を漏らした。

「だったら、さっさと上に一食持って行け」

「上？」

「ああ。ここの三階に、一人特別扱あつかいの捕虜がいるんだよ」

「特別扱い……」

（アミティウムか？）

　令がそう思うが早いか、

「僕が行ってきます」

　カラミィがボウルを持ち、動いた。

「階段は外だ。そっちから回り込め」

　見張りの言う通りに、カラミィは礼拝堂の外へ出て行った。

「……どうだろね？」

　小声で、令はイルルに問いかけた。

「当たりであることを祈いのりましょう」

　イルルは判断を下さず、ただ希望を述べた。

　答えは約三分後、銃じゆう声せいを伴ともなって下された。

「……何事だ!?」

　見張りの兵士が、音の正体を探さぐろうと窓から礼拝堂の外に身を乗り出す。直後、

「……ぐっ!?」

　またもや銃声。見えない足に踏ふみ潰つぶされたかのように、見張りの兵士は地面に打ち倒たおされた。肩かた口ぐちから蔦つたが生えてきて、男の手足を拘こう束そくするように伸のびていく。

　カラミィの仕し業わざであることは、一目瞭りよう然ぜんだった。

「スパイか!?」

　わずかに遅おくれてバルコニーの見張り達も気づき、窓の外に敵の姿を探す。

「援えん護ごします……！」

　イルルが礼拝堂の中に踏み込んだ。と同時に、隠し持っていた吹き矢銃を取り出す。

　ただの吹き矢銃ではない。六本の筒が正六角形に束ねられた、六連装の吹き矢銃だった。専用のマウスピースをはめて構え、階上を狙ねらって炎ほのおの息を吹き込む。

「はあッ!?」

　無防備な背中を、見張りの一人が撃たれた。何が起きたのかも理解できないまま、その場に崩くずれ落ちる。

　残る二人も、にわかには事態を把は握あくできなかった。程なくイルルの存在に気づいたが、わずかな遅れが致ち命めい的だ。

「ふんッ!?」

「ぐううッ」

　リボルバーの要領で銃じゆう身しんをねじりながら、イルルは吹き矢銃を連射する。狙いは完かん璧ぺきで、弾丸は腕うで、肩かたを貫つらぬいた。彼らの手の内から鉄の筒がこぼれ、階下に落ちてくる。

　一いつ瞬しゆんのことに、捕ほ虜りよ達は呆ぼう然ぜんとしていた──が、鉄の筒が落ちてきた途と端たん、全員が先を競きそって飛びついた。

「逃にげて下さい！」

　叫さけびつつ、イルルは扉とびらを蹴け立たてて開放した。

　それまで、死者の群れのようだった一同に、一挙に生気が戻もどった。雄お叫たけびを上げて、出口に殺さつ到とうする。

　わずかに早く令とイルルは脱だつ出しゆつして、人の群れにまかれるのを避さけた。

「……こっち！」

　見やれば、ハイロウを発現させたカラミィが、ライフルを構えて立っていた──すぐそばに、アミティウムを引き連れて。

「ビンゴか！」

　喜びながら、令は駆かけ寄る。

「急いでここを脱出しましょう！」

　イルルはアミティウムの手を取った。アミティウムは手を握にぎり返した──が、すぐには動かなかった。

「待ってくれ！　寄る場所がある」

　ウィッテンの出口とは反対側に視線を投げる。その先に、すすけた色をした小さな建物があった。

「あの黒い倉庫に、発火装置が隠かくされている。帰る前に、あれを奪うばい取りたい」

　監かん禁きんされていたとは思えない張りのある声で、アミティウムは提案する。

　カラミィとイルルは、ともに判断に迷った。が、

「……彼らが反乱軍の目を引きつけている間に、済ませましょうか」

　すごい勢いで集団脱だつ走そうを開始した捕虜達を見ながら、イルルは言った。

「同感。だったら、迷っている暇ひまはない」

　カラミィは答えるが早いか、走り出す。令以下もそれに続いた。




「……これだ」

　とある取っ手つきケースの中身を確かく認にんして、アミティウムは言った。

「本当ですか!?」

「ああ、間ま違ちがいない」

　令の言葉に、アミティウムは手早くケースを閉とざした。

「こいつを持ってくれ」

　そのケースと、すぐ隣となりのケース、二つを令に手て渡わたす。ケースの手て応ごたえは、予期していたよりは軽かった。

「急ぎましょう。騒さわぎが収まらないうちに──」

　イルルが先頭を切って倉庫から飛び出る。

　だが、すぐにその足は止まった。

「おいコラ……」

　十人ほどの男達が、倉庫を囲むように壁かべをなしていた。

「フロッカ……！」

　その中心に立つ男を認めて、アミティウムが焦しよう燥そうの声を漏もらす。

　背の高い、偉い丈じよう夫ふだった。髪かみは金きん髪ぱつで目は野犬のように鋭するどく、「三時のおやつより拷ごう問もんが好きです」とでも言いたげな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。間違っても友達にはなりたくないタイプである。

「そいつは、俺が大枚はたいて購こう入にゆうした大事な物資だ。盗ぬすまれちゃあ困るんだよなあ……！」

　フロッカは、令が持つスーツケースを指さした。

　あまりの迫はく力りよくに、令は思わず無条件でスーツケースを返へん却きやくしたいという衝しよう動どうにかられたが、

（無条件で返却したからって、無事に帰してくれるとは思えないよな）

　代わりに退き、カラミィとイルルの陰かげに隠れた。
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「大だい丈じよう夫ぶ、殺しはしねえぜ」

　ニィ、とフロッカは笑えみを浮うかべた。

「発火兵器を購入するのに、いくら金があっても足りねえんだ。人ひと質じちになってもらうぜ……身みの代しろ金は、俺達の立派な資金源なんでなあ。……ただし！」

　フロッカの足あし下もとで、光が輝かがやいた。

「あれは……!?」

　令は目を剝むいた。

「少し痛い目に遭あってもらうぜ！」

　それは、光輪だった。まごうことなき、ハイロウである。ハイロウは徐じよ々じよにせり上がり、フロッカの頭上へと向かっている。

「フロッカさんが本気を出すぞ！」

「下がれ、下がれ！」

　それを見て、取り巻きの連中は逃げ始めた。竜たつ巻まきに巻き込まれるのを回かい避ひするかのように。

　やはり、セラフの同郷人なのか──令は脳内で思し索さくをフル回転させた。セラフにはひどく苦労させられた。カラミィはこいつに勝てるのか？

　ともあれ、自分にできるのは、極力足手まといにならないよう努めることだ。

　アミティウムの手を取り、倉庫の陰に隠れようと令は踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん──

「ふッ」

　手早く六連装吹き矢銃を構え、イルルが同時に六発撃った。

「むぐッ!?」

　弾丸はフロッカの腹部に命中し──フロッカは昏こん倒とうした。

　大の字になってフロッカは倒たおれた。せり上がっていたハイロウは、途と中ちゆうで霧む消しようする。

「あ。死んだ？」

　令はぽつりと言った。

「強敵っぽく見えたので、六連斉せい射しや用マウスピースを使ってみました」

　イルルは何な故ぜかひどく冷静だった。

「ちょ……あれ？　フロッカさん!?」

　取り巻き達は、異状に気づいて足を止め、フロッカのもとに集まり出す。

「集まってくれるとは、都合がいい」

　カラミィはライフルを構え、手早く連射した。

　魔法の弾丸は反乱軍兵士達ではなく、その周辺の地面に着弾する。

「のあっ」

　発はつ砲ぽう音に取り巻き達はビビッたが、それだけだった。地面に立った土つち煙けむりを見て、弾たまは外れたと判断する。

「……ハ！　こんな至近距きよ離りで外すたあ大した腕うで前まえだな！」

　それぞれに鉄の筒を取りだし、反はん撃げきを試みようとする。

　が、筒を構えるより早く、地面から蔦つたが勢いよく飛び出した。

　蔦は緑色の縄なわとなり、男達を巻き込んでいく。フロッカのそばに集まろうとしていたことが災わざわいし、全員が見事に蔦に搦からめ捕とられてしまった。

「うおお!?」

　初めて目まの当たりにする奇き怪かいな現象に、男達はあっさりと捕つかまった。力ずくで脱だつ出しゆつしようとするものの、蔦は伸しん縮しゆく性に富み、そう簡単に断たつことはできない。

「動きを止めてから、確実に殺やる」

　しかるのち、カラミィは男達目がけて直接に弾を撃ち込んだ。

　弾丸自体の殺傷能力は乏とぼしい。だが、対象の身体からだに潜もぐり込んだ弾丸は体内に根を張り、体外に芽を出す。とりついた肉体の生気を吸って、高速で生長していった。

　ほどなくして地ち下か茎けいの部分がふくれて、ジャガイモとしての形をなす。それは、奇怪な盛り上がりを対象の皮ひ膚ふの下に現した。

「ひぃぃ！　なんだこりゃッ!?」

　男達は大混乱に陥おちいり、凄すさまじい悲鳴を上げた。その声に気づいてか、遠くにいた兵士達も様子を見に駆かけ寄ってくる。

「逃にげよう！」

　令の号令に応じて、一同は逃とう走そうを開始した。







「……ここまでくれば、もう大だい丈じよう夫ぶかな？」

　十五分くらい走り続けた後、令達四人は岩場の陰かげに身を潜ひそめた。

　追っ手が来る気配は、まったくない。逃げ切ることに成功した、と令は判断し、その場にへたり込んだ。

「はあ……やれやれ、疲つかれたよ」

　荷物を手に走り続けたこともあって、疲ひ労ろうはひとしおだった。

「すまないな、君」

　アミティウムがねぎらいの言葉をかける。

「いや、いいんですよ……」

　荒あらい息を必死に押さえながら、令は言う。

「しかし、身み柄がらを拘こう束そくされていた割には、元気そうで、安心しましたよ……」

「ハハ」アミティウムは笑った。「私の力は、ロイヤルタッチだから」

　手を掲かかげる。と、その手が光を放った。見ているだけで癒いやされるような、柔やわらかな光だった。

「連中にどれだけボコボコにされても、すぐに全快さ。しまいには連中、私の力の有用性に気づいて、怪け我がを治してもらいに列を作るありさまだ。それで特別待たい遇ぐうを受けていたんだよ」

「なるほど、そうでしたか……」

　時折ハイロウが開いては閉じる、その感覚の理由を令は理解した。アミティウムはたびたび能力を使用していたのだ。

「思ったよりお元気そうで、安心しました」

　イルルが声をかけ、アミティウムは照れ笑いを浮うかべる。

「申し訳ない。敵に捕まるだなんて、私としたことがとんだ大失態だった」

「連中の発火兵器を奪うばうことができたのです。結果オーライとしましょう」

「しかし……」

　令はケースを地面に積み、表面を軽く叩たたいた。

「噂うわさの発火兵器って、意外と小さいんですね」

「そうだな」アミティウムは頷うなずいた。「そのケースの中身、見てみるといい」

　言われるままに、令はケースを開く。その中身を視し認にんして──

「…………あれ!?」

　思わず、声を上げた。

　かなり長い距離を走り、ケースを振ふり回し続けたため、中身は乱雑になっていた。それでも、それらの形状を認識するのは難しいことではなかった。

　百円ライターだった。

　ケースの中には、様々な色をしたライター、コンビニで山と売っていそうな安価なライターが、所狭せましとばかり詰つまっていた。
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「なあ」

　恐おそる恐る、平ひら岡おか弘ひろ毅きは質問した。

「なんでそんなに不ふ機き嫌げんそうなツラをしてるんだよ」

　一いつ旦たん弁当をつつく手を止めると、秋島令れい名なは自分のすぐ左手に殺人的な視線を投げた。

「その席に、令君じゃない誰だれかが座っているからに決まってるでしょ」

　逢おう藍らん大だい学がく付ふ属ぞく花見州高校の昼休み、秋島令が座っているべき席には、別の人物がいた。三年の「加か島じま徹とおる」である。

　憎にく々にくしげに加島を睨にらみつけつつ、令名は弘毅に答えた。

「生ゴミと同席して食事して、機き嫌げん良くいられるわけないじゃないの」

「ははッ。生ゴミ呼ばわりとは手厳しい」

　肩かたをすくめて、「加島徹」は令名の暴言を軽く受け流した。

　正確には、彼の名はトール・カジマー。異界からやって来た、加島徹の同一存在である。本来ここにいるべき加島徹は、ハデスの手によってさらわれ、行方ゆくえ不明となっている。その空くう隙げきを埋うめるため、機関がカジマーを派は遣けんし、加島徹のふりをさせているのである。

「だがまあ、我が慢まんしてくれ。あんたはまだ、ハデスに狙ねらわれる立場なんだからな」

　現在カジマーに与あたえられている任務は、秋島令、令名の警護である。

　つい先さき頃ごろ、ハデスは秋島令の誘ゆう拐かい作戦を実行した。加島徹をハデスのエージェントのカジマにすりかえて同じ高校に潜せん入にゆうさせ、令をハデスの支配領域に連れ去ろうとしたのだ。

　ハデスのカジマは、セラフと協力して二段構えの策を講じていた。一段目は直接令をさらうことだったが、これは機関が三人のセンカを送り込んだことによって難しくなった。そこで彼はもう二段目の策を実行した。まずは令名をさらい、人ひと質じち交こう換かんによって令を捕つかまえる、という手段である。

　幸い、三人のセンカ達は令名の奪だつ還かんに成功し、敵のたくらみを未み然ぜんに防ぐことができた。とはいえ、一度の失敗でハデスが令をあきらめたとは言い切れない。となれば、また令名が狙われる可能性だって低くはないのだ。

「カラミィもセンジュもマナも、よその世界に出で払はらっていていないんだ。そんな時にあんたにもしものことがあったら、令に申し訳が立たないんだよ」

　カジマーはそう言い、令名の容よう赦しやを求めた。

　令を引き合いに出されては、令名としてもそれ以上のことは言えない。カジマーの存在を受け入れるしかなかった。

「私が最大限の譲じよう歩ほをしているってことは、わかってもらいたいですね」

　それでも不満は絶えない。令名は思うところを存分にカジマーにぶつけた。

「だいたい、こんな風にいちいちくっつかれてたら、学校内で噂になるじゃないですか。私と加島徹がつきあい始めたのか、って」

「ああ、そう言えば」弘毅が言った。「ハデスのカジマが、令名をラブレターで誘おびき出そうとかしてたもんな」

「ははッ」カジマーは笑った。「噂の的になるのは恥はずかしいかい、お嬢じようさん」

「恥ずかしい？　冗じよう談だんを」

　ハッ、と令名は吐はき捨てた。

「不本意なだけです。噂になるべきは私と令君の禁断の愛ですよ。『あの双ふた子ご、姉弟で愛しあっているんじゃないか』なんて噂なら、私は喜んで受け入れますけど」

「そっちは恥ずかしいどころの問題じゃないと思うが……」

　弘毅が口を挟はさむ。

　令名はその声を無視し、夢見るような表情を浮かべた。

「学校中から指し弾だんされるとしても、私は負けないわ。令君を愛する気持ちは本物だもの。たとえ学校を退学するハメになっても、うちから勘かん当どうされるとしても、令君さえいれば生きていける。むしろ、そんなことになったら令君といつまでも二人だけでいられる世界に行って……うふふふふふ」

　しまいには妙みような笑い声を上げ始める。

　カジマーは頭を左右に振ふった。

「真っ昼間から妄もう想そうでよだれを垂らすような娘むすめと噂うわさになるってのは、俺も願い下げだな」

「……はっ」

　正気に戻もどって、令名は慌あわててあごをぬぐった。が、ぬぐっても手は濡ぬれなかった。

「よだれは冗談」

　カジマーは言い添そえた。

「ぬぐうううう……」

　恥ずかしさで、令名は顔を赤くする。

「もう、なんなのよ！　今いま頃ごろカラミィは令君と一いつ緒しよに旅しているっていうのに、私はカジマーにからかわれ続けるだけだなんて、冗談じゃないわ！　なんで私も令君と一緒に連れて行ってくれないの!?」

「そりゃ、危険な任務だからだろ」

　ごく当たり前のことを、弘毅は言う。しかし令名は納なつ得とくできない。

「私だって天使なのよ？　令君を守るためなら、どんな危険な仕事だって引き受けるのに」

　ぬるり、と令名の背後から二本の触しよく手しゆが頭を出した。

「うわっ」弘毅は声を上げた。「こんなところで出すな。引っ込めろ」

　その触手は、令名が天使である証明、異世界エンサクルスの出身である証あかしだった。

　表向き、令と令名は秋島晃一朗の双子の子供、ということになっている。だが実際のところ、この三名に血のつながりはない。令も令名も、機関が異界から連れてきた、本当の「秋島令」の同一存在だった。本当の「秋島令」は幼い頃ころに晃一朗の妻秋島瀬せ名なとともにスティクスの乱流に吞のみ込まれたきり、行方知れずとなっている。

　そのことを長い間伏ふせて、晃一朗は令と令名を育ててきた。ハデスの誘拐計画が持ち上がらなければ、事実は今も伏せられたままだったろう。

「…………」

　不満たっぷりな顔をしつつも、令名は触手を引っ込めた。

「元気なお嬢さんだ」カジマーが言った。「その勢いが、ハデスの天使と相対した時にも続いていればいいんだがな」

「……それを証明すればいいんでしょ」

　令名はカジマーを見返した。

「私が独力で十分に戦える、ハデスの天使に襲おそわれても撃げき退たいできるってことを証明できれば、いちいちカジマーにつきまとわれなくても済むんでしょ？」

「ま、そういうことになるがね」

　面おも白しろいことを言う、とカジマーは鼻で笑う。令名にはその態度がますます気に入らない。

「見てなさいよ。ハデスの天使を華か麗れいにぶっ倒たおして、機関に私の力を見せつけてやるんだから」

「令名の言いたいことはわかるが……」

　弘毅が冷静に指し摘てきした。

「倒すべき敵はどこにいるんだよ」

　令名はわずかに考え込んだのち、答えた。

「今から探すに決まってるでしょ」

「あてがあるのか」

「あるわけないじゃん」

　令名は胸を張った。

「……おとなしく加島さんの警護を受けてた方がいいんじゃねえの」

　弘毅は呆あきれた。

「カラミィ達もすぐ帰ってくるんだしよ」

「これはもう、誰だれが私を守ってくれるのかって話じゃないの」令名は反論した。「私の身は、私で守る。カラミィと対等な立場に立たない限り、私はカラミィには勝てないって話なのよ」

「カラミィに勝たなきゃならない理由なんて、別に……」

「令君をカラミィに横取りされたらどうするのよッ」

　怒いかりのあまり、令名は弘毅の襟えり首くびをつかんで前後に揺ゆさぶり始めた。

「ちょっと！　やめろ……って……！」

　異常な力で締しめ上げられて、喉のどが詰つまる。

「落ち着くんだ、お嬢じようさん」

　カジマーが割り込んだので、どうにか弘毅は窒ちつ息そくせずに済んだ。

「令君は、千夏のことが好きだった。覚えてるでしょ？」

　故人の名前を、令名は持ちだした。

「そりゃたしかに千夏とカラミィは別人だけど……令君が千夏の面おも影かげにころっといっちゃうとか、あり得ない話じゃないわ。もしそうなったら私は、私は……」

　両手で頭を抱かかえて、無言のままに悶もん絶ぜつする。

（……令名が令に異常に入れ込むようになったのは、千夏が死んでからだったな……）

　そんなことを、弘毅は思い出した。

　かつては、令名と令はごく普ふ通つうに仲のいい姉弟だった。家族愛と呼ぶには少々強すぎるものが混じって来たのは、千夏の死がきっかけだった。塞ふさぎ込む令を慰なぐさめようと令名は様々な努力をした。努力の結果、令は以前の明るさを取り戻もどしたが──令名自身を、「禁断の愛」に目覚めさせることにもなった。

「気持ちはわからんでもないが」弘毅は令名に言った。「鬼おにの形相で目を血走らせるってのは、恋こいする乙女おとめの悩なやむ顔じゃないぜ」

「……はっ」

　指摘されて、令名は我に返った。それでも気は晴れず、ため息をついてうつむく。

「敵捜さがし、協力しようじゃないか」

　突とつ然ぜん、カジマーが提言した。

「……本当ですか？」

　疑わしげな眼まな差ざしを、令名は向けた。

「ああ。ハデスのエージェントが花見州に潜ひそんでいるかどうか調べる、ってのは機関の利益にかなう。やってみても悪くない。そこで令名が自立できることを証明できれば、俺にとっても悪くない。自分の時間は自分のために使いたいからな」

「つまり、令名みたいな奴やつのおもりはもうゴメンだ、っていうことですか」

　弘毅が聞くと、カジマーは深く頷うなずいた。

「身辺警護をしているというのに、かけられる言葉が『生ゴミ』『毛虫』『下水の汚お泥でい』ってんじゃあ、やりがいを見み出いだすのは難しいよ」

「毛虫とか汚泥なんて言った覚えはありませんよ！」

　令名は即そく時じに訂てい正せいを求めたが、しかしすぐに恐きよう縮しゆくした態度を見せた。

「ただ、生ゴミ呼ばわりはすいませんでした。謝ります」

「別に気にしちゃいないけどな」カジマーは雅が量りようを見せた。「俺が任務で赴おもむいたよその世界じゃ、もっとひどい言葉を一日中投げつけられたもんさ。生ゴミ呼ばわりはかなり上等な扱あつかいだよ」

「……いつも思うんですけど、加島さんってどれだけひどい世界を渡わたり歩あるいてきたんですか？」

　弘毅は問いかけたが、

「そいつは企き業ぎよう秘密さ」

　カジマーは答えなかった。教室の時計を見て、立ち上がる。

「そろそろ昼休みも終わりだな。放課後にまた来るよ。人を紹しよう介かいする」

「……紹介？」

　令名が言うと、カジマーはウィンクを返した。

「ハデスの天使捜しを手伝ってくれる人がいるんだよ」







　放課後、令名と弘毅はカジマーに連れられ、部室棟とうを訪おとずれていた。

「……超ちよう常じよう現象研究会……？」

　隅すみの部室の扉とびらに掲かかげられた表札を読み上げ、令名は首を傾かしげた。

「略りやく称しようＰＰＢ。パラノーマル・フェノメナ・バスターズの略だ」

　カジマーが説明する。表札の下部に、英語のスペルが綴つづられていた。

「バスターズ？」

　その単語に、弘毅は興味を引かれた。

「日本語で言うと、超常現象バスターズか」

「バスターズは英語でしょ」

　令名はツッコミを入れた。

「ってことは、オカルトとかにむしろ懐かい疑ぎ的な団体なのか？」

「その辺は、会長から説明を受けるといい」

　カジマーは扉をノックし、返事を待たずに部屋に滑すべり込んだ。

「待ってたよ、諸君」

　室内では、眼鏡めがねをかけた一人の女子学生が着席して雑誌を読んでいた。カジマーの姿を見つけると雑誌を机に放り投げ、歓かん迎げいの姿勢を取る。

「紹介しよう」カジマーは女子学生に手を差し伸のべた。「日ひ名な子こ美み奈な子こ、ＰＰＢの会長だ。俺と同じ、三年だ」

「ヒナコミナコ？　どっちが名前ですか」

　弘毅が問いかけると、日名子は長いため息を吐はき出した。

「その質問を言うのは、君で三百八人目だ」

「ああ……すいません」

　弘毅は謝った。

　日名子は手を振ふり、謝る必要はないと示した。

「いや、いいんだ。初対面の人間からその質問を受けるのは、生まれながらの宿命だとあきらめはついている。……日名子が姓せいで、美奈子が名前。納なつ得とく？」

「納得」

　令名が言い返した。

「話は聞いている。花見州に潜せん伏ぷくしているハデスの天使をあぶり出したいって言うんだろ？」

　突然出てきたハデスという単語に、令名と弘毅ははっと息を吞のむ。

「彼女の父親も、ペルセフォネ・アースに勤めている」カジマーが説明した。「日名子は天使カロンじゃないが、機関とハデスの戦いについてはよく知っているのさ」

「大学を出たら、ペルセフォネ・アースに就職したいと思っているんだ」

　日名子の眼鏡が、夕刻の光を反射してキラリと輝かがやいた。

「異世界を股またにかけて活かつ躍やくするなんて、想像するだけでワクワクするだろ？」

「それは認めます」令名が答えた。「でも、危険も伴ともなうと思いますが……」

「父親もそう言う」日名子は眉まゆをひそめる。「私の希望について、困っているみたいなんだ。親の仕事にあこがれるのは嬉うれしいが、伴う危険を考えるとあまり機関に入って欲しくはない、って感じで」

「気持ちはわかる。俺達みたいな無力な人間には、ちょっとなあ」

　先の誘ゆう拐かい作戦の際、ハデスの加島にいいように操あやつられたことを思い出して、弘毅は嘆なげいた。運が悪ければあの時殺されていたかもしれないのだ。記き憶おくが蘇よみがえるたび、いまだに弘毅はすくみ上がる。

「でも、希望を叶かなえるには、父に認めてもらわなきゃならない。私が機関にとって有用な人材となりうることを。そのために、私はＰＰＢ会長として活動しているんだ」

「活動理念について、聞かせてくださいな」

　令名が言うと、日名子は得意げに笑い、語り始めた。

「簡単なことだ。活動区域は花見州の中。人工島の上で起きている、科学では説明しにくい現象を拾い集めては、その一つ一つについて精査を加える。たいていの事象は、観測者の勘かん違ちがいや自然現象として説明がつく。そういった現象を収集して発表することにより、一いつ般ぱん大衆の科学への啓けい蒙もうを促うながす──というのが、表向きの活動理念だな」

「表向き、ということは、裏向きの理念もあるんですか」

「もちろん。一部、科学的には説明しきれない現象を捕ほ捉そくすることもある。それらに関しては、ハデスの仕し業わざである可能性が高い。だから事実関係を整理して、ペルセフォネ・アースに報告する、ってのが裏の活動。納得？」

「納得」

　令名は頷うなずいた。

　日名子は令名を見つめ返した。

「君は、花見州に潜伏しているかもしれないハデスのエージェントを撃げき退たいすることで、天使としての力を機関に認めさせたいんだろ」

「そして会長は、ペルセフォネ・アースに入るために、自分の有用性を機関に認めさせたい」

　令名が言い返す。

　共犯者が相通じ合うような笑えみを、日名子は浮うかべた。

「……ってことは、私達はお互たがい協力できるんじゃないかな」

「ああ」令名は感かん嘆たんの声を漏もらした。「ウィンウィンの関係を構築しよう、ってことですか」

　握あく手しゆを求め、手を差し出す。

　が、日名子はすぐには握手に応じなかった。

「ただ、一つだけ条件を吞んでもらいたい」

「条件」令名は片眉を吊つり上げた。「令君を人ひと身み御ご供くうに差し出せ、って言うんなら断りますよ」

「それは自意識過か剰じようって奴やつだぜ……」

　弘毅がさりげなく言葉を挟はさむ。

「大したことじゃない」日名子は言った。「研究会に入って欲しいんだ」

「……それだけですか？」

「そう、それだけ。現在、部員が三人しかいないんでね。うち二人は三年なんで──」

　日名子は自分とカジマーを交こう互ごに指さした。

「──来年になったら一人になる。会員が一人になっちゃうと、部室を取り上げられる可能性が出てくる」

　令名は室内をぐるりと見み渡わたした。壁かべの両サイドに本ほん棚だなが所ところ狭せましと並べられ、書しよ籍せきやら雑誌やらがみっちりと押し込まれている。これらを退去させるとなると、かなりの重労働になりそうだ。

「加島さん、部活動してたんですか」

　弘毅が問うと、カジマーは頷いた。

「つい最近の話だがな。元の加島が別の部に入っていたんで、手続きやらで色々と大変だったよ」

「ま、そのくらいなら構わないです」

　令名は日名子にそう言い、しかる後弘毅に顔を向けた。

「弘毅も構わないわよね？」

「え？　俺も？」

「いいでしょ、名前くらい。どうせ帰宅部なんだし」

「待ってくれよ。俺には、まっすぐ家に帰ってファイナルデスブリンガーⅣをプレイするという義務がある」

「ファイナル……ああ、最近出たテレビゲームね。私とゲームとどっちが大事なの！」

「ゲーム」

　弘毅は即そく答とうした。しかし令名は引き下がらない。

「なによ！　令君はそのゲーム買ったけど未開かい封ふうのままでパイロニアに行ったってのに！」

「別に、拘こう束そくするつもりはないよ」日名子が助け船を出した。「名前さえ貸してくれれば、当方としては問題ない」

「まあ、それなら構いませんけど」

「うん、ありがとう」日名子は礼を述べた。「ついでに、令君と深江カラミティ君も入れられないかな？」

　その提案に、令名はわずかに考え込んだ。

「悪いことじゃないと思うがね」カジマーが意見を述べた。「学校にハデス対策室を置いておくってのは」

「ああ……いいんじゃねえの？」

　やや投げやり気味ながら、弘毅も賛意を示す。

「はあ。だったら、そういうことにしましょうか」

　令名も認めた。

　それを受けて、日名子は部室奥のロッカーから入部届用のプリントを取り出した。

「はい、これに記名よろしく。これで取引成立だな。納なつ得とく？」

「納得」

　令名は即答した。

「部員は三人、って言いましたよね」弘毅が言った。「じゃ、もう一人は……？」

　ちょうどその時、部室の扉とびらが勢いよく開き、一人の男子生徒が滑すべり込んできた。

「すいません、遅おくれましたー」

　少年は、部室内に予想外の大人数がいることに戸と惑まどいを見せた。

「どうしたんですか？　こんなにたくさん客人が来るなんて、珍めずらしいですね」

「紹しよう介かいするよ」日名子は少年に手を伸のばした。「相そう馬ま天てん慶ぎよう、三人目のＰＰＢメンバーだ」

「テンギョウ？」令名はその名を繰くり返した。「随ずい分ぶん珍めずらしい名前ね。なんて書くの？」

「天国の天に、慶けい応おうの慶と書きます。昔の年号から取ったそうです」

　天慶は素す直なおに答えた。

「この人達は、新入部員だよ」

　日名子は天慶に、令名と弘毅を紹介した。

「そうですか。だったら、これからよろしくお願いしますね」

　友好的な笑え顔がおを浮うかべ、天慶は軽く頭を下げた。

（いかつい名前の割に、かわいい子ね）

　それが令名の第一印象だった。背も低く、身体からだの線も細い。女子用の制服を着せた方がむしろ似合うのではないか、と思えるような容姿を、天慶はしていた。

「一つだけ」

　弘毅が日名子に小声で尋たずねた。

「彼は、機関の話とか、知ってるのか？」

「あ、知ってますよ、その辺は」

　天慶が先回りして答えた。

「話を伏ふせておくと、色々不都合があるんでね」

　くい、と日名子は眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫。もし他ほかの誰かにバラしたら、ウチに連れ込んで一生監かん禁きんしてやると言い含ふくめてあるから」

「それは、どうなんですかね」

　令名は首をひねったが、当の天慶はアハハと笑った。

「喋しやべりませんよ。まあ、そうなったらそうなったで、一生働かずに食べていけるという考え方もありますけど」

「さて、顔合わせも済んだし、本題に入ろうか」

　日名子は部屋の隅すみに立てかけられていた模造紙の筒つつを取りだし、部室奥のホワイトボードにマグネットで貼はり付けた。

「都合良く、あたりをつけている事件があるんだ」

　模造紙には、花見州の地図が描えがかれていた。日名子の手によるものらしく、正確性には欠けるが、花見州市を構成する五つの島全すべてが収まっている。

「ハデスの手によって行われているのではないか、と思える事件がね」

「えっ？」

　常識では説明のつかないような事件が最近花見州であっただろうか、と令名は思い出してみたが、心当たりはまったくなかった。

「表向きは、ただの強ごう盗とう事件だがね」

「強盗……」令名の声に軽い失望の色がこもる。「随ずい分ぶん、普ふ通つうですね」

「ま、窃せつ盗とう、ひったくりの類たぐいはよく起きているからな。ただ、ここに記した場所で起きた強盗事件については、ちょっとした問題点がある」

　日名子は地図を叩たたいた。地図には十三のバツ印がつけられ、それぞれに番号が振ふられている。

「……北花見州に集中しているな」

　目についた特とく徴ちようを、弘毅が口にした。北花見州は、主に商業施し設せつが集まる区域である。

「うん。ここ一ヶ月ほどの強盗事件のうちから、ある共通点を持つ事件のみを抜ぬき出している」

　日名子の説明に、令名は身を乗り出す。

「共通点って、なんですか？」

「犯人の容姿だよ」

　デスクの中から、日名子はスケッチブックを取りだした。

「実は、被ひ害がい者しやに直接当たって、それぞれ似顔絵を描いてもらっているんだ」

「手回しがいい」弘毅は感心した。「しかし、被害者の人達がよく応じてくれましたね」

「みんな、警察に正直に話したのに、信じてもらえなかったらしいからな」

「信じてもらえない？」

　言いつつ、令名はスケッチブックを受け取り、その内容を確かく認にんした。

　一枚一枚、令名はじっくりとイラストを鑑かん賞しようする。三枚目に至って、恐おそる恐る日名子に問いかけた。

「……すいません。スケッチブック、間ま違ちがえてません？」

「いや、それでいい」日名子は答えた。「な？　すぐには信じられないだろ？」

　興味を引かれ、弘毅もスケッチブックをのぞき込む。

「なんだよ、この……ピカソのパチモンは」

　令名はさらにスケッチブックをめくる。十三の肖しよう像ぞう全てが、素人しろうとがピカソのキュビズムの絵を真ま似ねたような代しろ物ものだった。

「それが真実。つまり被害者達は皆みな、キュビズムみたいなツラをした強盗犯に襲おそわれた。それが共通点なんだ」

「単に、最近やってるピカソ展の影えい響きようなんじゃないんですか？」

　中花見州の市立花見州美術館で、ちょうどピカソ展が開かい催さいされていることを令名は思い出した。

「無影響とは言わないけど」日名子は反論した。「人の顔を見て『ピカソ作品に似ている』と表現するのは、よほどのこととは思わないかね」

「でも、これは……」弘毅は首を傾かしげる。「こんな奴やつが実在するなら、俺はすぐに整形手術をお勧すすめするな」

「ああ、不自然に感じる気持ちはよくわかる。だから、これにはハデスが関かかわっているんじゃないか、と思えるのさ」

　カジマーが言った。

「何か心当たりでも？」令名が問う。「この種の事件を起こしうる能力について、知っているとか」

「いや、知らない」

　カジマーはあっさり答えた。

「つまり、こういうことですか」弘毅が言った。「加島さんらは、何か妙みようなことがあったら、とりあえず『ハデスの仕し業わざか』と考えることにしている、と」

「そういうこと」日名子が言った。「少なくとも、花見州で非常識的な事象が発生したら、ハデスのせいだと思って間違いない。本当の意味での超ちよう常じよう現象なんて、ありはしないよ」

「超常現象研究会会長とも思えないセリフですね」

　令名は言ったが、日名子は意に介かいする様子もなかった。

「だから、研究会の英語名にバスターズって単語を織り込んでいる」

　席から立ち上がり、眼鏡めがねを押し上げる。

「もう一つ、普通とは思えない事実がある。別々の場所で同時に襲われたという事件が二組四件あるんだ。これとこれ、これとこれ」

　バツ印を、日名子は示した。

「これらは、三分以内の誤差で発生している。車を使っても、三分では行き来できない距きよ離りだろう？　でも両者とも、キュビズムめいた顔の強ごう盗とうにやられたと証言している」

「それは……ピカソ強盗は複数存在する、ということですか」

「そう考えるのが、一番妥だ当とうだと思う。現時点においては」

　令名の問いに、日名子は答えた。

「このピカソ強盗の件、単にペルセフォネ・アースに報告するだけで済ませようと思っていた。でも、君達が協力してくれるなら、私達の手で敵の正体を明らかにできるかもしれない。確実な情報を上げた方が、上の印象もいいだろうし。……やってくれるよな」

　そして、令名の肩かたを叩いた。

　令名には、断る理由はなかった。

「もちろんです。私の力を見せつけてやるんだから。ふふふふふ」

　日名子の手を取り、固く握にぎりしめた。

「今いま更さら言うのもなんだけど、いいんですか」

　弘毅が小声で問いかける。

「ハデスとの抗こう争そうの実態を知ってもらうのは、いいことさ」

　答えて、カジマーは薄うすく笑った。







　北花見州の商業区画の一角に、大型家電量りよう販はん店てん「イージス」は建っている。

　開店から閉店まで客足の絶えることがない、花見州でもっとも活気にあふれる場所の一つだ。日本でも有数の売り場面積を誇ほこり、ここに来さえすればたいていの電化製品、ＰＣパーツ、各種ソフトウェアが手に入る。ビルの前面には携けい帯たい電話、海外ＴＶドラマのＤＶＤ、ファイナルデスブリンガーⅣなどの広告垂れ幕が下がり、店の前を行く人々を見下ろしていた。

　垂れ幕の足あし下もとには、レンガ敷じきの広場がある。市民の憩いこいの場所としても機能するスペースとなっており、特に用事もなく、ただここの活気を味わわんがためにぶらついている人も多い。隅すみの方では露ろ店てんなども開かれている。

　その露店群のはじっこの方で、似顔絵屋を営んでいる者がいる。

「はい、そのまま動かないでね～」

　若い女性が若い女性をモデルにして、羽ペンを握っていた。

　片目を閉じてじーっとモデルを睨にらみつけた後、ペン先をインクに浸ひたし、ものすごい勢いで描えがき始める。筆を動かす早さは異常に早く、モデルになっている女子高生の方が不安になるほどだった。

「あの……そんな殴なぐり書きで大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「文句は受け付けない！」

　鞭むち打つような声を、絵え描かきは投げつけた。予想外の大きな声に、女子高生は思わず背をぴんと伸のばす。

「そうそう、背筋を伸ばしていた方がかっこいいね～」

　が、次の瞬しゆん間かんには元の声こわ音ねに戻もどり、おだてるような言葉を語る。女子高生は黙だまり込み、絵の完成を待つことにした。

　やがて絵描きは羽ペンを髪かみに挿さし、パステルで彩さい色しきを始めた。これも勢い凄すさまじく、傍はたからは適当に色をなすりつけているようにしか見えなかった。が、描びよう写しや開始から三分後に完成した似顔絵を見ると、

「……おおおお」

　女子高生は、感かん嘆たんの声を漏もらした。

　似顔絵は、ある意味あまり似ていなかった。美化百八十パーセント程度の補正がかかっており、実物よりはるかに美人になっている。とはいえ、美しく描かれて嘆なげく女性はあまりいない。

「すごいですねこれ！　これで四百円ですか？」

　感極きわまった声で、女子高生は言った。

「うん、四百円でいい。学生料金だ。我ながら、才能を安売りしているとは思うがね」

　自信にあふれる笑え顔がおを、絵描きは返した。

　女子高生は財さい布ふから千円札を取りだし、差し出した。絵描きは紙し幣へいを受け取った後、脇わきに置いてある袋ふくろの中から百円玉を六枚取りだし、女子高生に返す。

「……全部百円玉ですか？」

　女子高生は受け取った硬こう貨かを見つめながら言った。

「悪いけど、五百円玉の持ち合わせがないんだ」

　絵描きは似顔絵を描いた画用紙を厚紙に挟はさみ、女子高生に手て渡わたした。

「ありがとうございます」女子高生は礼を言う。「あの……いつもここで似顔絵を描いているんですか？」

「え？　うん、まあね。たいていは、ここに陣じん取どっている。お友達を連れてきてくれるなら大歓かん迎げいさ」

　絵描きは頭に被かぶった緑色の帽ぼう子しをつついた。何年も前に消しよう滅めつした野球チームの野球帽である。

「はい、友達連れてまた会いに来ます！　あの、お名前は……？」

「俺の名前はディオーラさ」

　俺、という一いち人にん称しように女子高生は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、すぐに深々と礼をした。

「ありがとうございました、ディオーラさん！」

　似顔絵を胸に大事そうに抱だきしめながら、去っていく。

「……ふう」

　女子高生を見送った後、ディオーラは疲ひ労ろうのため息を吐はき出した。

「綺き麗れいなだけで実体を写していない似顔絵をもらって、何が嬉うれしいんだか」

　吐き捨てるが、すぐに自じ嘲ちようの笑みを浮うかべる。

「だったら最初から描くなって話だが。金を稼かせぐのは難しいねえ」

　空を見上げた。日は没ぼつし、空は闇やみに包まれつつあった。頭上に輝かがやく街灯が、ディオーラの足下に短い影かげを浮かび上がらせている。

「今日はここらで切り上げるか。もう疲つかれた……」

　硬貨を収めた袋を持ち上げ、下から撫なでるようにして内容量を確かめる。その後仕事道具とともに、一つの大きなバッグに収めた。

「さて、買い物に行こう……最も寄よりのコンビニはどっちだったかな」

　呟つぶやきながら、ディオーラは足早に広場から離はなれていった。







　北花見州の裏通りを、令名は単身で闊かつ歩ぽしていた。

「…………」

　カバンのひもを肩かたに浅くかけているのは、すぐにでもひったくってくれと不特定多数にアピールするためである。ピカソ強ごう盗とうを誘おびき出すための作戦の一いつ環かんだった。

　令名の十数メートル後方では、ＰＰＢメンバー残り四名が、令名の後ろ姿を見はりつつ跡あとをつけている。

「……うまく行くんでしょうか？」

　不意に、天慶が疑問を口にした。

「さあ。我らが共通の敵が、すぐに出てくるとは限らない」

　慎しん重ちような態度を、日名子は示した。

「襲おそわれるとは限らないし、襲われるとしても、まったく無関係なひったくりだっていう可能性もある。ま、期待しないでおいた方が、後でがっかりしないで済むかもよ」

「パトロールと割り切るべきだな」

　カジマーは自分の腕うで時ど計けいをのぞき込んだ。

「とはいえ、ピカソ強盗の出しゆつ没ぼつは、晴れた日の午後六時から八時の時間帯に多い。襲われる確率は、決して低いとは言えない」

「ま、雨の日に好んで外を出歩く人間はいねえからな」

　弘毅は空を仰あおいだ。街の明かりがまぶしいせいで暗い空に星は一つも見えないが、雲はかかっていないはずだった。

「……なので、八時まで調査活動を続けるつもりなんだが、門限は大だい丈じよう夫ぶかね」

　日名子は弘毅に問うた。

「時間は問題ねえ。今すぐ家に帰ってゲームがしたいってだけで。むしろ、あんたらこそ大丈夫なのかよ」

　弘毅は日名子と天慶を見返した。

「私は大丈夫。親からは呆あきれられているから」

　日名子はさらりと答えた。

「それは大丈夫と言えるのか……？」

「身の安全という意味で言えば、カジマー君がいる。親からは『何かあったら、学校にいる天使に頼たよるように』って言われているから、これはむしろ親の言いつけを守る行動だよ」

「そうかよ」弘毅は天慶を見た。「天慶は？」

「僕は実質一人暮らしですんで」

　天慶は笑えみを返した。

「実家住まいですけど、両親がともに海外出張しているんですよ。たまにしか戻もどってこないんです」

「なんなんだ」弘毅は軽く驚おどろいた。「そのギャルゲー主人公の設定のような身の上は」

「よく言われます。でも実際にそういう環かん境きようなんですから、仕方ないでしょ」

「ふ～ん。実際にあるのか、そういう家って……」

「シッ」

　突とつ然ぜん、日名子が黙だまるように指示した。

「令名が誰だれかに捕つかまった」

　全員の目が前方に集まる。言う通り、令名は足を止め、二人の男と言い争いを始めていた。

「……ピカソ強盗でしょうか？」

　天慶の問いに、日名子は首を傾かしげた。

「いや、そうじゃなさそうだな……見る限り、二人ともごく普ふ通つうの顔をしている。キュビズムにはほど遠い。とにかく、急ぐか」

「ですね。令名さんを助けなきゃ……」

　天慶の呟きに、カジマーは顔を横に振ふった。

「いや、あの二人の顔がキュビズム的になるのを防ぎにいくのさ」




（私がこんな風にしている間にも……）

　考え事をしながら、令名は道を歩き続けていた。

（カラミィは令君と一いつ緒しよに旅を続けている……）

　自分を差し置き、令とカラミィは異世界にいる。どれだけ頭から振り払はらおうとしても、そのことがすぐに浮うかんでしまう。

（私がいない隙すきに、カラミィがあんな手やこんな手で令君を誘ゆう惑わくするんじゃ……！）

　令名の嫉しつ妬と心はセルフバーニングでガンガン燃えさかっていく。故ゆえに、前方から歩いてくる二人組と衝しよう突とつコースに入っていることに気づかなかった。

「あつっ」

　衝しよう撃げきに、令名は我に返った。

「すいませ……」

「なんだコラてめえ！」

　令名が謝るより早く、相手は文句を付けてきた。

「どこに目ェつけてんだ……！」

　素す早ばやく手を伸のばし、令名の肩をどつく。令名の軽い身体からだは簡単に押し込まれ、ふらふらと後退した。

　どうにか転てん倒とうはまぬがれ、令名は相手をにらみ返す。二人とも花見州の公立高校の生徒のようだが、制服の着こなし方から察するに、優等生の類たぐいであるとは思えない。歩ほ道どうで出くわしたら道を譲ゆずるのが賢けん明めい、といった手合いだ。

　普通の人間ならば、怒ど鳴なりつけられた時点で退散する。が、令名は普通の人間ではなかった。

「謝ったでしょ。第一、悪いのは、道のド真ん中を歩いているあなたでしょ!?　他ほかの人が迷めい惑わくしてるのもわからないんですか!?」

　むしろ、逆に嚙かみついた。

「なんだと、この……」

　生徒は踏ふみ出そうとした。が、連れの生徒が肩かたを押さえ、制する。

「古ふる岡おかさん、よしましょうよ……」

「その手をどけろ、相あい賀が」

　古岡と呼ばれた生徒は、連れにガンを飛ばした。

　相賀と呼ばれた生徒は、おとなしく手を引っ込める。

　古岡は令名に向き直り、

「ちょっと待ってろ。すぐに済ませるからよ……！」

　言うと同時に殴なぐりかかる。

　令名は動かない。古岡は、自分のパンチが令名の顔に突つき刺ささることを確信した──が。

「…………ぬはあッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、古岡は道の脇わき、ビルの壁へき面めんに叩たたきつけられていた。

「すぐに済む、というのは同感です」

　顔色一つ変えず、令名は髪かみを軽くかき上げた。

　令名は素早く背から二本の触しよく手しゆを伸ばし、古岡の腕うでと足に巻き付けて、古岡の勢いを利用しつつ投げ飛ばしたのである。予想外の力に引きずられ、古岡は抵てい抗こうもできなかった。

「なんだ……てめえ……」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。何をされたのかもよくわからず、古岡はがくりと壁かべのそばに崩くずれて落ちた。

「ちょ……古岡さん！」

　相賀はすぐさま古岡のもとに駆かけつけた。揺ゆさぶってみるが、古岡は気絶したきり、目を覚まそうとしない。

　古岡の腕を肩越ごしに巻き付け、相賀は古岡を担かつぎ上げた。

「クソッ。覚えとけ！」

　わかりやすい捨てぜりふを残すと、相賀は古岡を引っ張りながら、路地裏へと消えていった。

「……令名！」

　弘毅達、尾び行こうしていた面々が令名に追いつく。

　はあ、と令名は息を吐はき出してから、一同と相対した。

「私は怪け我が一つしてないわ。大だい丈じよう夫ぶ、心配ないです」

「令名の心配はしていない」カジマーが言った。「心配だったのは、むしろあっちの二人の方さ。令名がやりすぎないかと思って、止めに来たんだ」

「……そこは、噓うそでも私が心配だったと言って欲しいところですが」

　令名は恨うらめしげな目でカジマーを見たが、

「あの程度の手合いにやりこめられるようじゃ、俺は君のボディガードを離はなれるわけにはいかないさ」

　カジマーは静かに反論した。

「……ムグ」

　言い返すことができず、令名は黙だまり込む。

「いらない邪じや魔まが入ってしまったな」日名子が言った。「どうする？　休きゆう憩けいでも入れようか？」

「私としては、このまま続行を──」

　令名が言いかけた時。

「──ギャワァァ──ッ」

　相賀達が消えていったその奥で、男の悲鳴が上がった。

「今の声、今の人達？」

　天慶が言うと、令名は頷うなずいた。

「そんな気が、すごいしますね」

「行ってみよう」日名子が笑った。「ひょっとすると、ひょっとするかもよ」







　百円ライターはコンビニの奥、棚たなの低い所に、ひっそりと置かれていた。

　近年の禁きん煙えんブームのためか、商品としてのはけ方はそれほど良くないようだ。紙で組まれたスタンドに四列十二行の穴が空けられ、その一つ一つにライターが立てられている。空あきっぱなしになっている穴は少ない。

「あったあった」

　ディオーラはスタンドごと持ち上げると、そのままレジに持っていった。

「全部下さい」

　店員は、一瞬自分の目を疑った。だが、店に置いてある商品である以上、欲しいと言われれば売らなければならない。一体何に使うつもりか、という好こう奇き心を抑おさえ、ライターの数を数えにかかった。

　ライターは全部でちょうど四十個だった。店員は一個だけバーコードを読み、しかる後個数を入力する。

「四千二百円になります」

　ディオーラはカバンの中から袋ふくろを取りだし、四枚の千円札と百円玉二つを受け皿に置いた。

　四千二百円をレジに入金しながら、店員はディオーラに尋たずねた。

「どうやってお持ち帰りになります？」

「あー、ビニール袋ぶくろに無造作に突つっ込んじゃって」

　ディオーラの返答を受けて、店員は大きめの袋を用意し、ライターを全部放り込んだ。

　百円ライター一個一個は軽いが、四十個も集まると結構な重量になる。重くなった袋を、店員はディオーラに手て渡わたした。ディオーラはそれを受け取ると、カバンの中にしまい込んだ。

「…………」

　カバンの中身が偶ぐう然ぜん、店員の目にちらりと映る。店員は上げかけた声をどうにか押さえ込んだ。

　カバンの中に、同じくライターをみっちり詰つめた袋が、もう一つあったからだ。

　袋は近きん隣りんにあるコンビニの物だ。つまりこの客は、近所のライターを金にあかせてかき集めているらしい。

　最近、百円ライターを異常な勢いで買い込んでいく人がいる、との噂うわさは聞いていた。だがこうして実際に目まの当たりにするとは思ってもいなかった。

　だがともかく客は客である。別に犯罪行こう為いではないし、近所で放火が繰くり返されているという話も聞かない。仮にこの客が連続放ほう火か魔まとしても、これだけの量のライターを買い込む必要はないはずだ。きっと色々な種類のライターを集める好こう事ず家かか何かなんだろう、と店員は自己完結し、

「ありがとうございましたー」

　普ふ通つうに声をかけて、店から出て行くのを見送った。

「さてと、これだけあれば十分かな……」

　何度かカバンを持ち上げて、ディオーラは中身の重さを確かく認にんした。しかる後、腕うで時計で時間を見る。

「そろそろ向こうも来てるか？　急ぐか」

　そう呟つぶやいて、ディオーラは歩き始めた。







「待て……なんだこの野や郎ろう……！」

　さらに相賀は何か言おうとしたが、口元を殴なぐられたため、中断させられた。

　襲しゆう撃げき者は素す早ばやく相賀の頭を捕つかまえると、壁かべに打ち付けた。速すみやかに相賀の意識は途と絶ぜつ、ずるりと滑すべってその場に倒たおれ込む。

　気絶したのを確認してから、襲撃者は相賀と、すぐそばに倒れている古岡のポケットを探さぐり始めた。

「……そこの人！　何をしているの!?」

　令名達が追いついた時、襲撃者は二人の財さい布ふを抜ぬき出していた。かけられた声には反応せず、紙し幣へいと硬こう貨かを取り出して、腰こしにぶら下げた袋に収めていく。しかしカード類には興味ないらしく、残したまま財布ごとその場に捨てる。

「無視するつもり!?」

　令名は素早く触しよく手しゆを走らせた。

　触手は襲撃者の首にからみつく──と思いきや、襲撃者はするりと身をよじり、触手を避さけつつ横へ飛び退のく。

　そして、初めて令名達を見返した。

「…………！」

　その姿に、令名は息を吞のんだ。

　なるほど、たしかにピカソの絵から抜け出してきたような人間だった。いや、そもそも人間と呼んで良いのかどうか。人間のように二本の腕うでがあり、二本の足があり、一個の頭がある。しかしながら、原色を塗ぬったくったような体色をしていた。服を着ているという風ではない。

「なるほど、こいつは噂通りの御ご仁じんだ」カジマーが言った。「俺ならさしずめ、ペンキ缶かんを四個くらいかぶったマネキン、とでも表現するところだが」

「僕なら、人体標本の失敗作と名付けますけど」天慶も言う。

「とにかく、ただの人形じゃないようだ」

　期待していたターゲットを捕まえたことに笑えみを浮うかべつつ、日名子は言った。

　襲撃者は、令名を敵と認識したようだ。無言のまま、格かく闘とうに持ち込もうという構えを取る。

「やる気ですか。あなた、何者？」

　令名は問いかけた。が、答える気配はなかった。そもそも、襲撃者には口らしきものが見あたらない。

「勝手に名前を付けようぜ」弘毅が提案した。「ゲル山ニカ太郎、ってどう？」

「暫ざん定てい的に、そうしよう。……だが、冗じよう談だん言っている場合じゃ無さそうだ」

　カジマーが腕を伸のばし、日名子以下三名を押し下げた。

「…………！」

　何の前まえ触ぶれもなく、ゲル山は地を蹴けった。

　令名は触手で迎げい撃げきする。二本の触手を同時に伸ばし、首と足を搦からめ捕とろうと試みる。いずれかを避けようとすれば、いずれかに捕まるだろう、と令名は予期したが──

　ゲル山はジャンプすると同時に首を後方に折り曲げ、触手を華か麗れいにスルーした。

「な……!?」

　令名は目を剝むいた。人間であれば間ま違ちがいなく首の骨が折れる動作だった。けれども、ゲル山は痛くもかゆくもないようだ。驚おどろく令名にゲル山は一挙に接近、パンチを繰り出す。

「……くう……ッ！」

　空を切った触手をさらに伸ばし、横手の街路樹に絡める。そして一気に縮めた。令名の身体からだは斜ななめ前四十五度に高速移動し、すんでのところでパンチを回かい避ひする。

　標的を失ったゲル山は、しかしバランスを崩くずすことなくきびすを返した。特に動どう揺ようした風もなく、再度構え直す。

「ハッ」令名は息を吐はき出した。「どうやら、さっきの不良と同じ気分でやりあったら、痛い目を見るみたいね……！」

　そして、光輪を発現させた。

　光輪はまず足あし下もとに現れ、それから頭上へと徐じよ々じよにせり上がっていく。その間に、令名は制服のタイに手をかけた。

「本気でやるわよ……！」

　しゅるり、とタイをほどき、さらに上うわ衣ぎを勢いよく脱ぬぎ捨てる。光輪が頭上まで上のぼり詰つめた時、令名はタンクトップ姿になっていた。あらわになったうなじには、背骨にそって左右三本ずつ、計六本の触手が生えている。

「おおお」日名子が声を上げた。「これが彼女の本気か」

　光輪を開き、直接スティクス粒りゆう子しを浴びることによって、令名はエンサクルスの人間としての真の力を発揮する。同時に操あやつれる触手の数が六本になるのである。

「はああっ」

　触手のうち上四本を伸ばし、令名はゲル山を捕つかまえようとする。

「…………」

　ゲル山は敏びん捷しような身のこなしで、触手を次々と避けていく。しかし手数の多さに防戦一方となり、逆ぎやく襲しゆうに転じることはできない。

　やがて、触手の一本がゲル山の右手首を捕まえた。

「逃にがさないわよ……！」

　その触手を手でつかみ、令名は引っ張る。ゲル山は大きく姿勢を崩した。
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「あー、いたいた。おーい」

　橋の下の人ひと影かげに向かって、ディオーラは手を振ふった。

　北花見州と中花見州をつなぐ橋の真下、車の行き交かう幹線道路の直下の空き地に、目的の人物はいた。

「やっと来ましたか……」

　ディオーラの声に応じて、ケースを抱かかえた人影が動いた。

　陰かげから出てきた人物は、顔がディオーラにうり二つだった。

「遅おそいではありませんか。毎度毎度、私を待たせなければ気が済まないのですか」

　怒いかりの言葉を、セラフ──セラフィーヌ・ンガイア・カークリノーラスは吐いた。

「時間に五分ほど遅おくれただけじゃないか、我が姉妹」

　ディオーラは敢あえて笑顔で応じた。

「…………」

　何かしら言い返したいところだったが、セラフは結局黙だまり込んだ。現在はディオーラの下について働いている身である。先の秋島令誘ゆう拐かい作戦の主導者だった彼女は、失敗の引責として、ディオーラの作戦行動の構成員Ａを務めるハメになっていた。ハデスに厳密な人事制度はないが、これは立派な降格人事だった。

「だったら、早々に仕事を済ませてしまおうか」

　その場にカバンを下ろして、ディオーラは二つのビニール袋ぶくろを取り出した。そのそれぞれに、百円ライターがみっしりと詰まっている。

　セラフは抱えていたケースを開けた。袋を受け取り、ケース内部に無造作にライターを流し込む。

「これでよし」

　ケースの蓋ふたを閉めて抱え直し、セラフは立ち上がった。作業には三分もかからなかった。

「預かりました。責任をもって、パイロニアに送り込みます」

「任せた」

　ビニール袋をたたみ込みながら、ディオーラは答える。

「そちらは大型取引が進んでいるようで、なによりだ」

　その表現に、セラフは引っかかりを覚える。

「……そちらは……まだ、ギアテクトから物が届いてないのですか」

「もうすぐ、という話なんだけどな。予定通りにはいっていない。セラフ、次にシフリに会う時は、急せかしてやってくれよ」

「……私、完全に使いっ走り扱あつかいですのね」

　セラフは嘆なげきながら、光輪を足下に発現させた。スティクスの岸辺を介かいして、異世界に跳とぼうという構えである。

　それと同じタイミングで、ディオーラが妙みような顔をした。

「ん？」セラフは跳ぶのを一いつ旦たん止める。「どうかしましたか」

「いや……。セラフには関係ない」

　自分の後方に視線を投げながら、ディオーラは答えた。

「どうも、俺の作品に何か問題が発生したようだ」







「それッ」

　令名はもう一本触しよく手しゆを伸のばして、さらにゲル山の肘ひじを捕まえた。

　背の右上の触手がゲル山の右手首を、左上の触手が肘を拘こう束そくしている。令名は下か腕わん部を利用して触手を左右に押し広げつつ、身体からだをひねった。ゲル山の肘は極きわまり、小手投げの要領で身体を押し出され、壁かべに激げき突とつするはず──だったのだが、

「…………」

　ゲル山の肘は、あり得ない方向にふにゃりと折れた。

「……あら？」

　予想外の事態に戸と惑まどう令名。

　逆にゲル山は触手を引っ張り返した。令名は体勢を崩くずして、前方にたたらを踏ふむ。

　瞬しゆん間かん、ゲル山は一挙に間合いを詰つめてきた。

「……う……!?」

　令名の反応は遅れた。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが、致ち命めい的だった。ゲル山の腕に絡からむ触手を外しつつ、逃げる手段を探す──が、触手を巻き付けるのに適した場所が見つからない。

　ゲル山のあまりの速さに、令名は思わず顔を背そむけた。両腕を抱え上げて衝しよう撃げきに備え──

「そりゃああ──ッ」

　奔ほん流りゆうが、ゲル山を襲おそった。

　真横からの攻こう撃げきに、ゲル山は文字通り流された。拳こぶしは令名に届く寸前で逸それ、身体は奔流に巻き込まれる。

　令名は奔流の源を見やった。

「……カジマー!?」

　光輪を発現させたカジマーが、両手を鉄てつ砲ぽうの形に組んで立っていた。その指先をゲル山に向けたまま、令名のそばまで駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　ゲル山への注意を外さぬまま、カジマーは令名に問う。

「大丈夫ですけど……こんな風にも使えるんですか、あなたの力」

　カジマーの天使としての力は、指先から水を放出すること。とはいえ、これほどに強力な水流を撃うち出すところを見るのは初めてだった──少なくとも、令名にとっては。

「てっきり、締しまりの悪い蛇じや口ぐち程度の水量しか出せないと思っていたのに」

「俺の本気をなめてもらっちゃ困る。いざとなったらドバドバ出るさ……と、まだ戦せん闘とう中だぜ」

　そうだった、と令名はゲル山に改めて向き直る。

（こいつ、一体何者なの？）

　そんな疑問が、令名の脳のう裏りをよぎる。

　少なくとも、常人ではない。だが、天使とも思えない。ゲル山の頭上に、光輪はない。天使と戦うのに光輪を出さないとは、よほど相手をなめているのか、それとも単に出せないのか。

「誰だれか、別の天使の力による産物かもしれんな」

　カジマーが推測を述べる。

「産物？」

「ああ。自律的に行動するが、複雑な真ま似ねはできない。『人気のない場所で人を襲って、金を奪うばえ』ってな感じの命令を、律りち儀ぎに守るロボット──って具合かな」

　ロボット、と言われて令名は納なつ得とくした。ゲル山の動きにはどこか、無機質なところがあった。

（となると、相手を降参させることは不可能？）

　その可能性に思い至る。ロボットみたいなものならば、痛みに耐たえかねて降こう伏ふくするということもないだろう。ならば、物理的に相手を動けなくしてやる必要がある。

　改めて覚かく悟ごを決め、令名はゲル山の動きを注視する。

　ところがゲル山は、壁にもたれるような格好で座り込んだきりだった。

「…………ん？」

　異常に気づいて、カジマーはじりじりとにじり寄る。

　ゲル山はもがいていた。だが、立ち上がれずにいる。

「これは……？」

　様子を見るべく、令名もゆっくりと触手を近づける。ゲル山は触手に気づいているようだが、避さけたくても避けられないという風だ。

　思い切って、令名は触手を伸ばす。すると、触手はあっさりゲル山の首に巻き付いた。

　触手に力を込め、令名はゲル山を立たせようとする。すると──

　ゲル山の胴どうがもげ、上半身だけが持ち上がった。

「あれ!?」

　思わず令名は声を上げた。

　胴を千切られたゲル山は、がくりと脱だつ力りよくした。身体がしぼんでいき、自然に触手の拘束から滑すべり落ちる。そして、濡ぬれたティッシュのように地面にべちゃりと落ちた。

「……何が起きたんだ？」

　警けい戒かいは解かないまま、しかし先ほどまでよりは足早に、カジマーは距きよ離りを詰める。

　ゲル山の下半身の方もしぼみ、濡れた紙の山のようなものになっていた。もはや生気はなく、動き出す気配もない。

　ざっと蹴け飛とばすと、紙の山はべちゃべちゃと散らばった。

　ここに至って、カジマーは両手を下ろした。

「もう危険はないようだ」

「……そうですね」

　ほっと一息ついて、令名は光輪と触しよく手しゆを引っ込めた。

　令名もゲル山の残ざん骸がいに近づいた。接近してみても、それは濡れた紙切れの山にしか見えなかった。模造紙っぽい、という印象を、令名は受けた。

　そのすぐ横に、大きめの巾きん着ちやく袋ぶくろが落ちている。ゲル山が腰こしからぶら下げていたものだ。少々濡れてはいるものの、こればかりは原形を留とどめている。

　カジマーはその内容を確かく認にんした。

「結構な量だな」

　上下に振ふると、ザクザクと音がした。

「警察に持っていくべきかな？」

「私達が勝手に召めし上げるわけにはいかないものな」

　遠巻きに戦闘を眺ながめていた日名子が進み出てきた。

「警察に持っていったところで、元の持ち主に金が返るわけでもないだろうが……」

「でも、この人が誰からこの金を奪ったのか、調べることはできませんよ」

　天慶が指し摘てきし、弘毅も同意する。

「道で拾ったことにして、警察に預ける。それが一番だろ。落とし主が出てくるはずもないけどよ」

「それがいい。たしか、何ヶ月だか落とし主が現れなかった場合は、拾得者のものになるんだものな」

　キラーン、と日名子は眼鏡めがねを輝かがやかせた。

「ネコババするようで心苦しいですけどね」

　令名の呟つぶやきに、日名子はニッと笑ってみせる。

「個人で横領などするものか。返ってきた暁あかつきには、我らＰＰＢの活動資金としようじゃないか。納得？」

「納得」

　答えた後、令名は一つくしゃみをした。

「服を着た方がいい」

　カジマーが指摘する。

「そうですね。誰だれかのせいでびしょ濡れになってしまいましたから……ううう」

　肌はだに張り付いたタンクトップの上から、令名は自分を抱だきしめた。

「……あんな勢いよく脱ぬぎ捨てなきゃ良かったのに」

　弘毅が、うち捨てられていた制服の上着とリボンタイを令名に差し出す。幸い、それらは放水の被ひ害がいから免まぬかれていたようだ。令名はバサバサと振って埃ほこりを落とした後、着直した。

「ううう、気持ち悪い」

　令名は身み震ぶるいした。

「今日はここまでにしよう」日名子が言った。「令名君に風邪かぜを引かせるわけにもいかない。今日あったことについては、後日改めて検討しよう」

「それがいい。俺は帰ってファイナルデスブリンガーⅣをプレイする」

「またそれですか……」

　令名は弘毅にツッコミを入れようとしたが、先にくしゃみが出た。

「こいつらは、どうするよ」

　カジマーが古岡と相賀を手で示す。

「ほっとくわけにはいかないわ」

　令名は意見を述べた。

「カジマー、こいつらに水をぶっかけておいて下さい」

「とどめを刺さすのかよ」

　弘毅がツッコミを返した。







「……俺の作品が狙ねらわれたようだ」

　呟いて、ディオーラは舌打ちした。

「……機関のセンカ達は、今みんな出で払はらっているんじゃないの？」

　セラフの質問に、ディオーラは首を振る。

「我らが姉妹達がいなくとも、天使はいる。君と仲良く二晩過ごしたあの子も、天使だろ？」

　その言葉に、セラフはむっとした。先の誘ゆう拐かい作戦の際、さらった令名の身み柄がらを押さえていた二晩は、ろくでもない体験だった。そのことを思い出すたび、いまだに怒いかりが蘇よみがえる。

「あの作品は、天使に狙われることなんて想定していなかった。やられるのも当然だぜ。だが、これが偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうなのか、それとも機関の連中が俺の活動に気づき始めているのか──」

「偶然だとしても、機関側はこれをハデスの活動と考えるでしょうね」

　刺とげ々とげしい口調でセラフが指摘する。

「ごもっとも」ディオーラはすぐに認めた。「だったら、護身用の作品を仕立てなきゃな」

　言うが早いか、光輪を発現させる──と同時に、カバンの中から折りたたんだ模造紙を取りだした。手早く広げて、すぐ脇わきの金かな網あみにテープで貼はり付ける。

「斜ななめに使うのですか？」

　セラフが言う。模造紙は、角の部分が上下左右となるように固定されていた。

「キャンバスを無む駄だなく使うには、この方がいいのさ」

　ディオーラは羽ペンを髪かみから取ると、下書きも無しに絵を描えがき始めた。

　一分もしないうちに、それは大まかな容姿を現し始めた。

「虎とら人間……ですか」

　セラフが印象を述べる。

「まあ、そんなところ。虎人間キュビズム風味ってところかな！」

「……キュビズム？　キュビズムとは、なんですか」

「暇ひまがあったら、この島の美術館に行ってみるといいさ」

　セラフの質問に、ディオーラは手を休めぬまま答えた。

「ピカソ展なるイベントが行われている。キュビズムとは、ピカソなる画家が先導した絵画技法の一だ。いやいや、感動したね」

「はあ……」

　気のない返事をセラフは返す。

「感動したんで、そのタッチを真ま似ねてみている。ま、所しよ詮せん猿さる真ま似ねに過ぎないが……色々と試ためしてみることで、可能性は広がっていくんだよ、芸術ってのはさあ……！」

　やがて、それは奇き怪かいな面つら構えをした虎人間としてキャンバスに浮うかび上がった。筋肉の盛り上がった太い手足に鋭するどい爪つめ、口には長い牙きばが生えている。それでいて全体的な印象はキュビズム風、という不気味な絵になっていた。

　羽ペンを引っ込めて、ディオーラはパステルを取り出す。虎人間の絵に、ディオーラはガンガン原色を塗ぬりまくった。

「素人しろうと目には、ヤケクソに色を塗ったくっているようにしか見えないのですが……」

　セラフは控ひかえめに意見を述べたが、

「文句は受け付けない！　こいつはこのディオーラなりのやりかただ」

　鋭い声でディオーラは言い返した。

「別に文句ではありませんよ」

　そう言って、セラフは黙だまり込んだ。

「はい、これでだいたい完成」

　描き始めて三分もかからないうちに、ディオーラは宣言した。

「こいつで仕上げだ」

　ナイフを取り出して、自らの親指の腹に傷を付ける。赤い血が玉になってぷっくりと盛り上がった。

「この世界には、ちょうどいい言葉があるらしい。『画が竜りよう点てん睛せい』ってね！」

　虎人間の目には、瞳ひとみが書き込まれていなかった。ディオーラは瞳の部分に親指を押しつけて、血の刻印を施ほどこす。すると──

　ず、と絵の中の虎が動く。

　予備知識のない人間であれば、幻げん覚かくを見たと思ったことだろう。だが虎人間は身をよじり、キャンバスから滑すべり出た。描かれた姿をそのままに維い持じして、地に足をつける。

「よおし、いい子だ……」

　ディオーラは虎人間の頭を撫なでながら、教おしえ諭さとすように言った。

「俺のそばに天使がやってきたら、襲おそいかかるんだ。ただ、普ふ段だんは陰かげに隠かくれていてくれよ、目立つといけないから。あと、──」

　詳しよう細さい事じ項こうをいくつか言い含ふくめた後、

「さ、行け……！」

　背中を軽く叩たたく。

　グルル……と虎人間は低いうなりを上げた。理解した、とでも言わんばかりに。

　くるりと身を翻ひるがえすと、虎人間はセラフを見つめ、

「ウガアアアアアッ」

　咆ほう哮こうを上げて襲いかかった。

「なああ──ッ!?」

　予想外の事態に、セラフは絶ぜつ叫きようした。即そく座ざに光輪を発現させると、虎人間の一いち撃げきを食くらう前に跳ちよう躍やくした。スティクスへと飛び込んでいったのである。

「あひゃひゃひゃひゃ」

　ディオーラは腹を抱かかえて大笑いした。

「悪い悪い！　今の条件だったら、まずセラフを狙ねらうよな！　考えが足りなかったよ、いやーすまん」

　頭上の空に消えていったセラフに謝罪の言葉を投げる。届くはずもないのだが。

「……次に会った時に、なんかうまいものでも食わせてやるか。……さ、今度こそ行けよ」

　ディオーラは虎人間の背を叩いた。

　虎人間は重く力強い足取りで、花見州の闇やみの中へと歩いていった。
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「何しやがるこの野や郎ろう！」

　閑かん散さんとした広い食堂に、場ば違ちがいな怒ど声せいが轟とどろいた。と同時に、テーブル類のひっくり返る音。

「……何スか？」

　背面側で起きた騒そう音おんに、センジュは慌あわてて振ふり返る。

「つまらん喧けん嘩かよ」

　センジュの肩かた越ごしに成り行きを眺ながめていたマナは、心底つまらなそうに言って水を啜すすった。

　一方は二人、一方は三人。青い作業服に身を包んだ五人の男達が二陣じん営えいに分かれて、取っ組み合いの喧嘩をやらかしていた。運悪く近所に居合わせた食事中の作業員は、食器の載のったトレイを抱えて逃にげ出す。

「ロボを呼んでこい！　ピアサーが暴れてるって！」

　誰だれかが叫さけんで、誰かが食堂から飛び出していく。残った作業員は、とばっちりを食らわないように距きよ離りを置いて、喧嘩の成り行きを眺め続けていた。

「ちょっと」

　その人の壁かべを通り抜ぬけ、センジュは喧嘩を止めようと進み出る。

「誰も止めないんスか。だったらあたしが──」

「やめとけ！」

　が、壁になっている一人がセンジュの腕うでをつかんで、止めた。

「あんたがピアサーにかなうわけねえだろ。怪け我がするって」

　センジュの着用している灰色の作業服を見ながら、警告する。

　ギア・クラウドの作業員は、業務種別ごとに異なる作業服を着用する。青い作業服は部品加工に従事する作業員、通つう称しようピアサーを示す。一方、センジュの着る灰色の作業服は清せい掃そう員用のものだ。

「やめとけやめとけ」

　マナはセンジュの肩かたをつかまえて引き寄せ、耳打ちした。

「目立つわけにはいかんだろうが」

「……それも、そースね」

　納なつ得とくして、センジュは肩を落とした。ここではセンジュはあくまでも清掃員Ａであって、アイソート出身の改造人間ではない。

　男達の喧嘩の仕方は、独特だった。互たがいが互いの手を捕つかまえようとしている。パンチやキックの応おう酬しゆうはあるにせよ、それは牽けん制せいに過ぎない。

「まさか」センジュは言った。「穴開けを狙ってるんスか。人間相手に」

「そうみたいだな」

　隣となりに立つ男が眉まゆをひそめる。

　二人組の方はよく戦っていた──が、所しよ詮せんは多勢に無勢だった。うち一人がとうとう右腕、肘ひじに近いあたりを両手で摑まれる。

「ふぬうううッ」

　途と端たんに悲鳴を上げて、男は昏こん倒とうした。

　みるみるうちに、摑まれたあたりに黒いアザが広がっていった。皮ひ膚ふの下で内出血が起こっているのである。

　悶もん絶ぜつしている男に、三人組は追い打ちをかける。男が苦しんでいるところを蹴け飛とばし、殴なぐり、ボコボコにする。二人組の片割れは相方を救おうとするが、はばまれてうまくいかない。

　自分を抑おさえ続けていたセンジュも、そろそろ忍にん耐たいの限界だった。

「いくらなんでもこれは、見てられないでしょ……」

　ためらいながら、ついに一歩を踏ふみ出しかけた、その瞬しゆん間かん。

「……何をしている！」

　黒服の男が、風のように飛び込んできた。

　黒服の姿を見て、三人組は一様にびくりと震ふるえ上がった。足あし下もとでうずくまる男を放置して、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出そうとする。

「逃がさんッ」

　黒服は、袖そでをまくると両拳こぶしを固め、それぞれを逃とう走そうする男達のうち二人に向けた。

「……ナックルランチャァァ──ッ！」

　次の瞬間、肘が火を噴ふいて、両腕がロケットのように飛び出した。

「ぬげッ」

「ごふッ」

　瞬またたく間に両拳はそれぞれに逃走者の身体からだに突つき刺ささる。高速飛来物に激げき突とつされて、二人はその場に昏倒した。

「……くそぉぉぉッ！」

　三人目の男は、両腕を失った黒服の姿を見て、チャンスと取った。反転し、逆に黒服に襲おそいかかる。両手を伸のばして、黒服を捕まえようとするが──

「ふんッ」

　黒服は身体を丸め、回し蹴げりを放った。

「のがッ!?」

　男は見事に迎げい撃げきされた。脇わき腹ばらに一撃を食らって、足が止まる。

「はああッ」

　逆の足で黒服は男の顎あごを蹴り上げ、流れるように踵かかと落としを放つ。

「もがッ」

　踵は脳天を直ちよく撃げき、男は不気味な悲鳴を上げた。床ゆかに叩たたき潰つぶされ、そのまま動かなくなる。

　黒服は肘から下のない腕を掲かかげた。と、飛んだ両腕が自律的に戻もどってきて、肘に収まった。両腕とも常態に復する。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

　まくっていた袖を戻しながら、黒服はタコ殴りにされていた男のそばに歩み寄り、怪我の具合をうかがった。

　男は苦しんではいたが、重傷ではなかった。黒服の顔を見上げると、すがりつくように言う。

「あいつらが、喧けん嘩かをふっかけてきたんです。おまえの食い方は汚きたない、って……」

「話は別室で聞く」

　奇妙に響ひびく低い声で、黒服は言った。

「だがまずは、医務室だな」

　その時、二足歩行型警備ロボットが列をなして食堂に入ってきた。暴れた男達を一人ずつ抱かかえ上げ、室外へと連れ出していく。

　全員運び出されていくのを見送った後、黒服は散らかったテーブル類を片づけ始めた。

「……君達も、手伝ってくれないか？」

　その途と中ちゆう、黒服はギャラリー達に声をかけた。機械めいた響きのこもる、少し奇妙な声だった。

「あ……はい」

　センジュ以下一同、その言葉に弾はじかれたように動き出した。協同で場の整理にかかる。

　作業の間、センジュはさりげなく黒服の様子を観察していた。

（これだけ至近距きよ離りに寄れるとは、思ってなかったッスね）

　騒さわぎを起こした面々に内心で感謝しつつ、黒服の所作を記き憶おくに留とどめていく。

　黒服は、二つの点で非常に目立つなりをしていた。

　まず第一に、着用しているのが作業服ではないということ。黒を基調とした私服をまとい、工場内を堂々と闊かつ歩ぽしている。ギア・クラウド工場内においては、工場長ですら作業服を着用しているというのに。

　第二に、黒服の男は仮面を付けていた。額から鼻あたりまでを覆おおう仮面だが、表情と視線を隠かくすのには十分だ。

「……そんなに俺の仮面が気になるか」

　不意に、黒服がセンジュに声をかけた。

「え？　あ、いや……すいません」

　じろじろ見つめて相手の気分を害してしまった、という風をセンジュは装った。

「いいんだ。これを見て何も感じない奴やつはいない」

　黒服は理解を示した。

「あはは……」

　センジュは愛あい想そ笑いを浮うかべつつ、思い切って質問を投げてみた。

「その仮面、何のためにしてるんスか？」

　返ってきた答えは意外なものだった。

「自分の顔に自信がないんだよ」

　さりげない口調だったので、それが冗じよう談だんなのか本気なのか、センジュは理解しかねた。

「昔、ひどい事故に遭あった時の傷が残っている」黒服は続けた。「周りの人間を気味悪がらせるのも、どうかと思うんでね」

「……そうなんスか」

　センジュはしおらしく答えたが、

「その仮面のツラも十分不気味だと思うがな」

　マナが皮肉っぽい言葉を差し挟はさんだ。

「フッ」

　皮肉に怒おこるどころか、黒服は笑えみを見せた。

「仮面の下はもっと不気味だぞ。見せてやろうか？」

「……いや、結構」

　負けを認めて、マナはあさっての方向を向いた。

　複数人で作業したおかげで、片づけにさほど時間はかからなかった。

「あまり騒ぎは起こさないでくれよ、諸君」

　始末を着けると、黒服はそう言い残して食堂から去っていった。

　黒服の姿が消えると、食堂を覆っていた奇妙な緊きん張ちよう感かんも消えた。それぞれ、もといた席に戻っていく。

　センジュとマナも着席し、食事を再開した。

「間ま違ちがいないな、あの男……シフリと言ったか」

　小さな声で、マナが言う。

「そースね。どうやら、同郷の人間らしいッスけど……」

　センジュも小声で言い返す。肘ひじから先が飛び出すという機能を見てしまった以上、疑いようがない。あの黒服、シフリは間違いなくアイソートの改造人間だ。

「儂わしらの目的を果たすためには、奴を倒たおさねばならんであろうな。勝てると思うか？」

　マナの問いかけに、センジュは首をひねるしかなかった。

「やってみなけりゃ、わかんないッスね」

　しかし、すぐに自分を奮い立たせるように、ぶるぶると首を何度も横に振ふる。

「でも、勝ってみせるッスよ。ヴェルダーの野望を打ち砕くだくためッスからね……」







「よく来てくれた」

　センジュとマナが異世界ギアテクトの一都市、ギア・クラウドを訪おとずれたのは二日前のことだった。

　出で迎むかえは、ギア・クラウドの商業区画、一番大きな広場の噴ふん水すい前で待っていた。

「俺はサーカシア」

　紙かみ袋ぶくろを抱かかえた金きん髪ぱつの男が、挨あい拶さつをする。

「おお。本当にそっくりッスね」

　挨拶代わりに、センジュは驚おどろいてみせた。

「そっくり？」

「ああ、すいません」センジュは謝った。「知っている人にそっくりだったもので。あたしの身体からだのメンテナンスを担当している人が、あなたの同一存在なんスよ」

「なるほど、そういうことか」

　サーカシアは理解の色を浮かべた。それからマナに目を向け、問いかける。

「こっちもあんたと同じ、改造人間か？」

「違ちがうぞ」マナは速そつ攻こうで否定した。「儂の身体は隅すみから隅まで生身だ」

「そいつは悪かった」サーカシアは非礼を詫わびた。「外見上、見分けがつかねえからな」

　そして、再びセンジュの全身を眺ながめる。すらりとした長身は、自然の造形美を一身に集めたかのような均整を保っている。しかし実際のところ、センジュの身体は創造主ならぬ者の手によって作られた「生産物」だ。センジュは改造人間なのである。

　ハデスの傘さん下かに秘密結社ヴェルダーという組織がある。スティクス内の一世界、アイソートを本ほん拠きよ地ちとし、ハデスのスティクス制せい覇はに力を貸している。センジュはそこで改造手術を受けた──正確には、勝手に改造された。

　ヴェルダーの先兵としていずこかの世界へと派は遣けんされるはずだったセンジュを救ったのは、アイソートの秋島令の同一存在、リックス・フェルミ・レイだった。強制的にヴェルダーで働かされていた天才科学者レイは、センジュの改造手術を行った。だが、センジュに最後の仕上げ、洗脳を施ほどこす前に、秘密基地から脱だつ走そうさせてやったのである。

　センジュは必死に逃にげて、ペルセフォネ機関の助けを得ることに成功した。だが、レイを連れてくることはできなかった。おそらくレイはヴェルダーの掟おきてに沿って処しよ刑けいされてしまったことだろう。センジュにとって、ヴェルダーはレイの仇かたき、憎にくき敵なのだ。

　今回センジュに与あたえられているミッションは、そのヴェルダーの弱体化を図はかる破は壊かい工作だった。

「あたしはセンジュ、こっちはマナ。よろしくッス」

　自己紹しよう介かいしてセンジュは手を差し伸のべたが、

「ここじゃ、握あく手しゆは不作法なんだ」

　サーカシアは握手を拒こばんだ。

「あ、そうなんスか」

　センジュはおとなしく手を引っ込める。

「それは都合がよい」マナが呟つぶやいた。「一いつ瞬しゆんとはいえ、他者に自分の利きき手を預ける習慣はいかがなものか、と常々思っておった」

「理由があるんだよ。相手の手を取っちゃいけねえ、っていう」

　言いつつ、サーカシアは身を翻ひるがえした。

「ついてこいよ。話は家に落ち着いてからにしようぜ」

　商業区画を離はなれ、サーカシアは居住区画に二人を連れて行く。

　居住区画は、極きわめて画一的な住居が整然と建ち並ぶ場所だった。無機質な印象を与える家ばかり、個性というものがまったくない。

「なんか、不気味なプレッシャーがあるところッスね」

　センジュは率そつ直ちよくに感想を述べた。ギア・クラウドは天てん井じように覆おおわれたドーム都市だ。天井から降ってくるぼんやりとした光が、不気味さを倍加させている。

「ギアテクト全体がこんなんなんじゃねえぜ。ギア・クラウドが特とく殊しゆなんだ。アミス工場長のせいさ」

「工場長？」

「ああ。ギアテクトじゃ、国家主席の称しよう号ごうは『工場長』なんだ。そのくらいは聞いているよな。……このオッサンが、効率しか考えない人間でね。管理のしやすさを最優先に、この居住区画を開発したのよ。快適さなんてこれっぽっちも考こう慮りよされていねえ」

「国家主席をオッサン呼ばわりとは、大した尊敬ぶりさな」

　マナが鼻で笑う。

「ああ。だから、あんたらには期待しているぜ」

　やがて、サーカシアはある一いつ軒けんの玄げん関かん先さきに立ち止まった。

「あんた方には、ここに住んでもらう」

　周囲に立ち並んでいるのと同じ、無機質な感じの家だった。二人で生活するには十分、という程度の大きさに見える。

「注意点が一つ。家の中で、重要な話はしねえように。盗とう聴ちよう器きが設置されている可能性がすごい高い。話をする時は、街角なり庭先なり、盗聴器じゃ音を拾えねえ場所を選んでくれよ」

「了りよう解かいッス」センジュが答える。

「二人とも、明日から清せい掃そう員として工場に入ってもらう。工場の内部構造を把は握あくしてくれ。ターゲットの視し認にんも忘れねえように。……何か質問は？」

「今のところはない」マナが首を振ふった。「工場に入ったら、色々と聞くことが出てくるかもしれんが」

「それは、定期会合の時でいいだろ。……最後に一つだけ言っておく」

「何スか」

　サーカシアの真しん剣けんな口ぶりに、センジュは軽く身構えた。

　予想に反し、サーカシアは抱えていた紙袋を差し出した。

「ようこそ、ギアテクトへ」

「……はあ」

　拍ひよう子し抜ぬけしながら、センジュは紙かみ袋ぶくろを受け取った。中にはリンゴが詰つまっていた。

「よその都市で生産されている高級品だ。食べてくれ」

「食える物はもらっておく。あんまん以外であればな」

　マナは早さつ速そくリンゴを一個取りだし、嚙かみついた。

「あ、そうだ」咀そ嚼しやくしながら喋しやべる。「聞きたいことがあった。さっき言ってた、相手の手を取ってはいけないとはどういう意味か」

「そいつは、実演するのが早いな」

　サーカシアはリンゴを取り、両手で包み込むように持った。じーっと見つめながら、なにやら集中する。数秒間その姿勢で固まった後、

「ほれよ」サーカシアはリンゴをセンジュに手て渡わたした。「ここからナイフを入れてみな」

「ここからスか？」

　センジュの指先から、カッターが飛び出す。

「おぬしの身体からだは便利さな」

「こう見えても改造人間ッスから」

　マナの褒ほめ言葉を受けつつ、センジュは言われた通りにリンゴを両断した。

「……おお」

　その断面を見て、思わず声を上げる。

　果肉の部分に溝みぞが彫ほり込まれていた。ハートマークを形作る溝が。

「ぬう」マナも目を丸くする。「これはどうやった。手品か」

「ギアテクトの人間が備えている力、ピアシングだ」

　サーカシアは得意そうに言った。

「両手の手の平の内側で、サイコキネシスを操あやつれる。サイコキネシスつっても、干かん渉しようできるのは直径二ミリ以下のピンポイントっていうちんまい力だがな。けど、やろうと思えばダイアモンドだって削けずれるんだぜ」

「手の内側に穴を空けるなど、朝飯前というわけか。なるほど、握あく手しゆはよしたが吉きちのようさな」

　マナはわざとらしく身を震ふるわせた。

「ははあ。ギアテクトはこれで食ってるんスか。なるほどね」

　センジュは納なつ得とくの声を上げた。ギアテクト人の力を目まの当たりにするのは、これが初めてだった。

　工業製品、主にパーツの生産と輸出が、ギアテクトの主たる産業である。輸出はギアテクト内のみならず、スティクスを経由して、他世界とも行われている。

　ギアテクトの工場国家群の中でも、近年著いちじるしい成長を遂とげているのがここ、ギア・クラウドである。その原因は、工場長アミスが新たなる取引相手を見つけたことに依よる。

　その相手の名は、秘密結社ヴェルダー。

「多分、あたしの身体の中にも、ここで生産されたパーツが色々詰まってるんだろうね……」

　自分の身体を、センジュは軽く撫なでた。

　ヴェルダーは、改造人間用のパーツを四割ほどギア・クラウド製品に依い存ぞんしているのだという。つい最近その事実を突つき止めたペルセフォネ機関はギア・クラウドを内ない偵ていし、内部でアミス工場長打だ倒とうの気運が高まっていること、反工場長組織「秘密労働組合」が活動していることを確認した。

　機関は秘密労働組合と手を組み、クーデターのための援えん助じよを開始した。ヴェルダーとつながるアミスを排はい除じよした後、ギア・クラウドを機関の支配下に置く。ヴェルダーに打だ撃げきを与あたえつつ、機関の勢力を拡大するという目的のもと、クーデター作戦は静かに計画されていった。

　クーデター決行前の最終段階になって、機関から送り込まれたのがセンジュとマナである。二人に課せられた任務は、クーデターの中でももっとも重要な部分──アミスの暗殺だった。







　清掃員にとって、ギア・クラウドという工場はあまりに広大だった。

　ギア・クラウドは鉱物資源を精製するところから最終製品を作り上げるところまで一いつ貫かんして行う、いわば各種工場の集積体である。一いち隅ぐうには複数の高こう炉ろが配置され、別の一隅には鋳ちゆう造ぞうのためのラインがあり、また別の一隅には製品加工を行う作業場がある。これら、大きな場所を取る設備群を、ギア・クラウドは全すべて内包しているのだ。

　もっとも、大多数のギア・クラウド住人にとっては、この広さもさしたる問題にはならない。工場がいかに広くとも、勤務先はただ一カ所だからだ。

　だが、清せい掃そう員はギア・クラウドの工場を文字通り隅すみから隅まで掃そう除じしなければならない。

「何な故ぜだ」

　清掃作業中、マナは何度も同じ疑問を繰くり返し口にし続けた。

「何故儂わしはこのような異界で、モップを担かついで延々と歩き続けなければならんのだ。『天空要よう塞さいグリーンアーク』の続きが気になって仕方がないというのに……」

「天空要塞グリーンアーク」とは現在花見州で放映中のアニメタイトルである。花見州に居着いてから、マナは必死に鑑かん賞しようを続けていた。

「あんな、『天空要塞』なんて銘めい打っているくせに、ずっと海の底を這はい進み続けているアニメなんて、どうでもいいじゃないッスか」

「何を言うか！　グリーンアークが空に出られないのには立派な理由があるのだぞ。宇宙からの侵しん略りやく軍に制空権を完全に握にぎられていて、──」

　マナは反論しようとしたが、センジュは口に人差し指を当てる。

「お静かに」

「……すまん」

　謝って、マナは黙だまりこくった。

　工場の内部構造をおおっぴらに見て回れる、という点において清掃員という立場は極きわめて有益だった。また、様々な部署を回ることにより、工場内に漂ただよう空気というものを肌はだで感じ取ることもできる。

（暗い怨おん念ねんが渦うずを巻いてるッスね……）

　ほとんどの人間が、未来への希望を失いかけている。センジュの目には、そう見えた。

　その主たる原因は、ギア・クラウドの労働環かん境きようの悪さにある。簡単に言えば、ギア・クラウドの作業員達は安い賃金で重労働を課せられているのだ。

　会社の方針が気に入らなければ、転職すべきである。だが、ギアテクトにおいて転職とは、すなわち他ほかの都市に移住するということを意味する。アミスはギア・クラウドの出入りを完全に管理することによって、住人がよそへ流出するのを禁じていた。ゲートを守るのはヴェルダー産の警備ロボットであり、これを振ふり切って脱だつ走そうするのは極めて難しい。家族を抱かかえていればなおさらである。

　会社を辞やめられない以上、社員達の憎にくしみは会社上層部に向けられる。ギア・クラウドの場合、それはアミス工場長に集中していた。ギア・クラウド内の九十五パーセントの人間がアミスを憎んでいる、ということは、潜せん入にゆうして数日のセンジュにもよくわかった。アミスの味方になっているのは残り五パーセント、アミス直属のスタッフだけだろう。

　しかし、五パーセントの味方だけで、アミスはギア・クラウドという都市を掌しよう握あくしていた。その権力の源は結局の所、ヴェルダーを後ろ盾だてにしているという点にある。ヴェルダー産の警備ロボットを使し役えきして、アミスは恐きよう怖ふ政治ならぬ恐怖経営を強しいているのだ。

　このような状じよう況きようで一発逆転を狙ねらうには、直接アミスを排除するしかない。ギア・クラウドの人間であれば、少なくとも一度は暗殺を考えたことがあるはずだ。だがそれもまた、事実上不可能だった。

　アミスは、魂たましいのみならず身体からだまでも、ヴェルダーに売ってしまっているからである。




「何をしているのですか？　あなた方」

　作業場へと続く通路の隅で、アミス工場長は二人の労働者に話しかけた。

「！　しまっ……！　アイガス、逃にげるぞ！」

「あ、待って下さいよフローカスさん！」

　工場長の姿を見た途と端たん、二人は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。こっそりと仕事をさぼっている最さ中なかだったからである。廊ろう下かの奥へと走り去っていく。

「すぐに捕つかまる……」

　アミスに付き従っていたシフリが、二人を追いかけようとする。が、アミス自身がそれを制した。

「いや、ここは私に任せてもらいます。たまには運動もしなければなりませんからね」

　呟つぶやいて、腰こしを落とし身構える。

　次の瞬しゆん間かん、アミスの背中が火を噴ふいた。

　ジェット噴ふん射しやでアミスは突とつ進しんする。二人の逃とう走そう者にあっという間に追いつき、無造作に体当たりした。

「ぎゃッ」

「ムグッ」

　車にはねられたようなものだった。二人は床ゆか、壁かべに無様に叩たたきつけられ、その場にうずくまった。

「仕事中の休きゆう憩けいは、所定の休憩室で行うこと。それがギア・クラウドの就業規則ですよ」

　アミスはジェット噴射を停止した。背から飛び出たジェットノズルをしまって、二本の足で二人のもとに歩み寄る。

「就業規則を破った方々は、その罪の重さに応じた罰ばつを受けて頂きます……」

　と、作業員のうち一人が素す早ばやく両手を伸のばし、アミスの足をつかんだ。

「死ねッ」

　即そく座ざに作業員はピアシングを発動させた。足首の中に穴が空き、アミスは悲鳴を上げて昏こん倒とうする──はずだったが、

「この私に効くとでも？」

　アミスは平然としていた。足を振り上げて作業員の手を振り払はらい、踏ふみつける。

「ぬがああッ」

　逆に作業員が悲鳴を上げる羽目になった。

「そんなところに穴を空けられても、なんともないですよ」

　作業用ズボンを軽くたくし上げ、アミスはすねを見せつけた。金属の光こう沢たくが輝かがやくすねを。

　手を押さえて悶もん絶ぜつする作業員の首に手をかけ、アミスは軽々と持ち上げた。

「私に逆らった以上、痛い目にあってもらわなければなりませんね」

　そして、作業員を力一いつ杯ぱい壁かべに叩きつけた。

「ごあッ。ぐううッ」

　叩きつけられるたび、作業員はくぐもった悲鳴を上げる。三度ほどで、ぐったりとなった。

「もろいものです、生身の人間というものは」

　ぽい、とアミスは作業員を投げ捨てた。

「シフリさん」ボディガードに声をかける。「二人とも、地下の懲ちよう罰ばつ労働室に送り込んで下さいね」

「わかった」シフリは短く答えた。

「後始末はお任せしましたよ。私は第三作業部の視察に行っていますので」

　そう言い置いて、アミスは行ってしまった。

「……あの男、ボディガードをつける必要があるのか？」

　物もの陰かげで一部始終を観察していたマナが、感想を述べた。

　アミスは元々はギアテクトの人間だが、ヴェルダーのもとで改造手術を受けている。その情報を、センジュ達はサーカシアから聞いていた。

　スティクスの中には、ヴェルダーに自分から改造されに行く人々も存在する。アミスもその口なのだろう。

「ないと思うッスよ。ま、シフリよりは一段落ちると思うんスけど……」

　センジュはそう分ぶん析せきした。

「特に、あの側頭部のアレはなんなのだ」

　マナが指し摘てきしたのは、常時ぱたぱたと風に煽あおられているように見える、アミスの側頭部の髪かみの毛けだった。

「両方のこめかみに、ファンが埋うめ込まれているんスよ」

「ファン？」

「排はい熱ねつ器って言った方がいいッスかね。脳みそを直接冷やしてるんスよ」

　脳改造は、ヴェルダーが新技術開発に力を入れている分野の一つだ。脳機能をより活性化させるために、彼らは様々な手段を講じていたが、たいていの場合問題になるのが、脳内にこもる熱である。脳機能を活性化させればさせるほど脳自身が熱を持ち、脳組織をダメにするのだ。機能強化と排熱の両立は、大きなテーマとなっている。

　問題解決のために、ヴェルダーは人体実験を行っている。実験の実行に同意すれば、格安で人体改造を行う、という条件で被ひ検けん体を集めているのだ。おそらく、アミスはそれを選んだのだろう。

　やがて警備ロボットがやってきて、二人の作業員を回収していった。

　しばらくの間シフリは立ち尽つくしていたが、不意に首だけを横にひねると、

「悪かったな。気にせず仕事を続けてくれ……」

　センジュ達に声をかけた。

（……気づかれてた）

　あきらめて、センジュとマナは物陰から出た。いかにも申し訳なさそうな風を装って。

　センジュ達の姿を確かく認にんすると、シフリは身を翻ひるがえし、去っていった。

　その後ろ姿を、センジュは深刻な顔つきで見送った。

　その表情を見て、マナが尋たずねる。

「どうかしたか」

「いや……ね。あいつ……以前どこかで見たことがあるような気がするんスよ」

「なんだと？　それは……アイソートで、という意味か？」

「そんな気もするし、そうじゃない気もするッス」

「どっちだ」

「どっちかはっきりわかるんなら、こんなに迷ったりしないッスよ」

　何かが、センジュの心の中で引っかかっている。特に気になるのは、その立ち振ふる舞まいだ。見るたびに既き視し感かんにかられるのだが、どこで見たのかどうしても思い出せない。

「あー、あとあと」

　つっかえを振ふり払うべく、センジュは頭を振った。

「これ以上立ち話してたら、あたしらも工場長にボコられるッスよ」

「それは遠えん慮りよさな」

　二人は清せい掃そう業務に戻もどった。







「そいつらには、二度と会えねえだろうな」

　定期会合の席上、センジュが昼間のことを語ると、サーカシアは苦い表情を見せた。

「工場長の怒いかりに触ふれた人間は、地下に連れて行かれるんだ」

「懲ちよう罰ばつ労働室とやらで、何が行われておるのだ」

　マナが問うと、サーカシアは首をひねる。

「わからねえ。なんつっても、そこから帰ってきた人間が誰だれ一人としていねえからな」

「マジッスか」

　驚おどろくセンジュ。

「結構な人数が連れ去られている。噂うわさだけなら色々あるが、実態はわからん。ただ……そこに送られたら、死を覚かく悟ごしなきゃならねえだろうぜ」

「死者が出ているようであれば、儂わしとしてはことがやりやすくなるんだがな」

　マナは怨おん霊りよう師である。その地に眠ねむる怨霊を呼び覚まし、手足のように使し役えきすることができるのである。無念を抱かかえて死んでいった者達の霊れいを好きに暴れさせ、その怨念を解放するのだ。

「それを見込んで、網島部長はあたしにマナをつけてくれたんだろうけどね」

　言って、センジュはサーカシアを見た。

「あたしらの任務決行に際して、大きな障害は三つッスね。一つ目は警備ロボット、二つ目はシフリ、三つ目はアミス自身」

「一つ目に関しては、ぬかりはない」

　マナはポケットから一枚のデータディスクを取り出した。

「警備ロボットは、サーバマシンによって集中管理されている。つまりサーバマシンさえ押さえてしまえば、警備ロボットを無力化するのは容易ということ」

　ディスクの中身は、ペルセフォネ機関の研究班が作ったプログラムだ。これをサーバ上で実行することによって、警備ロボットの電源は自動的に落ち、ただのでくの坊ぼうと化す。

「意外に、適当なセキュリティなんだな」

　サーカシアが所感を述べる。

「あたしも驚いたッスよ。ギア・クラウドが、こんな旧式のシステムを使ってるだなんて」

　警備ロボットもまた、ヴェルダーの製品だった。センジュにとっては、かつてアイソートで見慣れたものばかりである。

「おおかた、安さに目がくらんで、旧式のものを購こう入にゆうしたんじゃないッスかね」

「そうなんだろうな。アミスは自分の利益しか考えない守しゆ銭せん奴どだから」

「そこがつけいりどころよ」マナはニッと笑った。「安全性を軽視したツケを払はらって頂こうではないか」

「決行は、明後日だ」重い口調でサーカシアは言った。「明後日は、鉄鉱類が倉庫に運び込まれる予定になっている。物資の運うん搬ぱんにかなりの人間がかり出されるから、工場内がかなり慌あわただしくなる。その隙すきを狙ねらうぞ」

「ふむ。まずは儂がサーバ室に潜もぐり込んで警備ロボットを全停止させる」

　まずマナが言い、サーカシアが続く。

「そうしたら、俺達が一いつ斉せい蜂ほう起きして、管理職の連中を拘こう束そくする」

「そして、あたしがアミスを叩たたく。アミスはどうにかなるとして、問題はシフリッスね……」

　最後にセンジュが腕うで組ぐみをする。

　シフリと正面から戦って倒たおせるかどうか。センジュには自信がなかった。

　だが、やるしかない。センジュを逃にがすために命を賭かけてくれたレイに酬むくいるためにも、ヴェルダーは潰つぶさなければならない。だが、シフリ一人にすら勝てないようでは、ヴェルダー潰かい滅めつなど夢のまた夢だ。

「……ま、どうにかしてみせるッスよ」

　自分を励はげますように、センジュは両手で自分の頰ほおを叩いた。







　その日、工場の搬はん入にゆう口が開いて、作業員達は久しぶりに快晴の空とまみえることができた。

　運ばれてきたのは、二、三百はあると思われる木箱の山だった。サイズは一辺約一メートルの立方体、大きさ自体はさほどでもないが、中身がみっしりと詰つまっているため、運搬には複数人の手を要する。

　工場側の作業員が一箱だけ蓋ふたを開け、内容を確かく認にんした。

「問題ない」

　そう呟つぶやくと、後方に待機する運搬要員に声をかける。

「これらを全部二番倉庫に運び込め！　日にち没ぼつ前に終わらせるぞ！」

　運搬要員達は力のない返事を返して、列をなした。

「さ……いよいよッスね」

　その列の中に、センジュとマナは紛まぎれ込んでいた。とりあえずは作業に従事し、適当なタイミングで離はなれようという算段である。

「しかし、なんでこの儂がこんなところで力仕事などやらねばならんのだ……」

「我が慢まんするッスよ」

　会話を交かわすうちに列はどんどん進み、センジュ達が箱を受け取る段となる。

　木箱の山のサイドには、工場側の責任者と、搬入側の責任者とが立ち、作業を見守っている。

（おそらく、搬入側の責任者も拘束しないといけないッスね）

　そう気づいて、センジュはその人物に内心で同情した。たまたまこの日にここに来たが故ゆえにトラブルに巻き込まれる羽目になるとは、不運な話である。

　とはいえ、やるべきことはやらねばならない。センジュは搬入責任者の姿を見つめる。

　意外なことに、責任者は女性だった。

（こんな仕事に女性が？　珍めずらしいような……）

　興味を引かれて、ついセンジュは身を乗り出した。

　次の瞬しゆん間かん、

「……あっ」

　センジュは気がついた──その女性が、顔見知りであることに。

　動どう揺ようを隠かくし切ることができなかった。思わずその場でセンジュは硬こう直ちよくしてしまう。

「ん？」

　おかしな気配に、責任者が気づいた。

「どうかなさいましたか……？」

「いいえ！　別になんでもないッスよ!?」

　声こわ音ねをつくろって、センジュは答えた。

　これに、マナが妙みようだと気づく。

「なんだその声は？　おい、センジュ──」

「センジュ!?」

　責任者が、唐とう突とつに色めき立つ。

「おまえ……！」

　慌ててセンジュは腕うでを伸のばし、マナの口を塞ふさいだが、もう遅おそい。

　責任者は、ひょいと何かを投げるような仕草をした。

　小さな突とつ風ぷうが生まれ、センジュの頭部を襲おそう。センジュは身をよじって逃のがれようとしたが、帽ぼう子しを吹ふき飛ばされてしまう。

　結果、センジュの顔があらわになった。

「おやおや……」

　センジュの顔を確認して、責任者は笑えみを浮うかべた。

　と同時に、彼女の足あし下もとに光輪が浮かび上がる。

「どうしてこんな所にいるのですか！　センジュ！」

　光輪を頭上に鎮ちん座ざさせると、一声叫さけび、責任者──セラフは、センジュにいきなり衝しよう撃げき波はをぶっ放した。

　咄とつ嗟さにセンジュはマナを抱だきかかえた。背のジェットノズルを露あらわにし、噴ふん射しやして真横に逃げる。

　衝撃波は標的を失い、その後背にいた運うん搬ぱん作業員に迫せまった。

「へ……!?」

　木箱を抱かかえていた作業員は、逃げ出すことができなかった。まごつくうちに、衝撃波は木箱を直ちよく撃げきする。

　直後、粉ふん砕さいされた木の破は片へんと、中身の鉄鉱石とが、四方八方に飛散した。

「のわあああッ」

　大混乱になった。

　至近にいた人間は飛散物の直撃を受け、その場に崩くずれる。運良く被ひ害がいを免まぬがれた者達も、堰せきを切ったようにその場から逃にげ出した。

「爆ばく弾だんだ！　爆弾が爆発したぞぉぉッ」

　誰だれかの叫び声が、逃とう走そうをますます加速させる。爆発の中心から遠くにいて、何が起きたかわからない者達も、身の安全を図はかるために走り出す。

　こうなると、もう誰にも止められなかった。警備ロボットが押さえ込もうとするが、絶対数が足りない。人の波に押されて転てん倒とうするロボットも出る始末。

「……もうこうなったら、始めるしかないッスね」

　咄嗟の決断を、センジュは下した。

「マナ、作戦決行ッスよ」

「心得た！」

　逃走者の波に紛れ、マナは移動を開始した。

「ちょっと！　一体何のつもりだ!?」

　ギア・クラウド側の荷物積み込み責任者は、セラフを詰きつ問もんしていた。

「あの女！」セラフはセンジュを指さした。「あの女、ペルセフォネ機関のスパイでしてよ！」

「なに!?」

　責任者は驚おどろいてセンジュを見つめる。

「ま、バレたらしょーがないッスねーッ」

　開き直って、センジュはセラフと正面から相対した。光輪を発現させ、戦せん闘とう態勢を取る。

「なるほどね……」

　セラフは、わずかに首を曲げた。

「あなた自ら、ヴェルダーの下した請うけ工場を叩たたきに来たというわけですか」

「ま、そういうことッスよ」

　二体の警備ロボットが、人の波を抜ぬけて姿を現した。銃じゆうを構え、センジュに狙ねらいをつける。

「……っと！」

　センジュはジェット噴射で真横に滑すべった。大きく迂う回かいしながら警備ロボットに接近する。

　ロボットはゴム弾だんを放つが、センジュの速度が速すぎて狙いを定めることができない。センジュは一気に間合いを詰つめ──

「はああッ」

　右手を振ふりかざし、セラフは衝撃波を打ち放った。狙うはセンジュの足下だ。

　センジュは素す早ばやく腕を伸ばして警備ロボットをつかみ、引きずり倒たおした。直後、衝撃波が警備ロボットに命中する。

　耳を聾ろうする音とともに、警備ロボットの四し肢しが千切れて吹き飛んだ。

「そらッ」

　センジュは警備ロボットの頭をボレーし、もう一体のロボット目がけて蹴けりこんだ。頭は警備ロボットの胴どう体たいに命中し、めり込んだ。警備ロボットは銃を手放し、昏こん倒とうする。

　さらにセンジュはロボットの千切れた腕うでを抱え込み、全力でセラフ目がけて投げつけた。

「その程度ッ！」

　セラフは背の黒い翼つばさを大きく広げ、衝撃波を放って上じよう昇しようした。飛んできた腕をスルーして、逆ぎやく襲しゆうに転ずべく左手を伸のばす。

「はあああ──ッ」

　センジュも飛ひ翔しようし、セラフの眼前に迫った。警備ロボットをバットのように両手で抱え、叩きつける。

「ぐッ!?」

　かわしきれなかった。打だ撃げきに、セラフはバランスを崩す。

　センジュはさらに第二撃を加えようとし──

「フンッ」

　いきなり真横から足が飛び出して、警備ロボットの胴どうを貫つらぬいた。

　シフリだった。

　頭上にハイロウを顕あらわし、背から炎ほのおを噴ふく黒衣の男が、センジュとセラフの間に割り込んでいた。

　センジュの腕わん力りよくとシフリの脚きやく力りよく、二つの力に引き裂さかれ、警備ロボットの胴体はバラバラに崩ほう壊かいする。

　破片越ごしに、センジュのパンチとシフリのキックが交こう錯さくした。

「…………!!」

　一いつ瞬しゆんの均きん衡こうの後、お互たがいに相手を押し出し、離はなれる。

「来たッスね……！」

　大きく間合いを開けて、センジュは着地した。

　一方、シフリは空中でセラフを抱だきかかえ、床に下ろしてやった。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「あ……ありがとうございます」

　気き遣づかいの声をかけられて、セラフは戸と惑まどいの表情を見せる。

　頷うなずき返し、シフリはセンジュに向き直った。

「おまえ……最近入った清せい掃そう員だな？　意外だな……」

「こんな場所で同郷の人間に会ったことが？」

「いや。そんな美人だったとはな」

　感情のない声でシフリは言う。

「……そいつはどうも」

　褒ほめ言葉として受け取ることにした。シフリにとっては、ちゃんとセンジュの顔を見るのは実質初めてのようなものだろう。清掃作業中は常に帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっていたし、シフリの方が単なる一清掃員を記き憶おくに焼き付けるほどじっくり観察していたとは思えない。

「名前を聞かせてもらおうか」

　シフリは質問を投げてきた。

　答えていいものか、センジュは少し迷った。しかしよく考えてみれば、セラフがいる以上隠かくしても意味がない。

「エラト・ジュリエル・センカ。通つう称しようセンジュで通ってる」

「エラト・ジュリエル・センカ」シフリは繰くり返した。「そうか。やはりな」

「やはり？」センジュは引っかかりを覚えた。「どういう意味スか」

「こいつは大した偶ぐう然ぜんだ。こんな所で出会えるとはな……」

　センジュの問いにシフリは答えず、左手を右手にかけた。力を込めてねじると、右手の手首から先がパカッと取れる。

　腕を一ひと振ふりすると、手首の内側からソードが飛び出した。

「お嬢じようさん、手伝ってくれよ……彼女のエンジンを回収する」

　右手をポケットにしまいながら、シフリはセラフに声をかけた。

「え、ええ」

　セラフは少々慌あわてたが、すぐに翼を大きく広げた。

「……って、回収とは？」

「ヴェルダーの改造人間は、皆みな身体からだにアイソート産のエンジンを埋うめ込まれている」

　シフリは自分の胸を指さした。

　アイソートエンジンは、アイソートの大気を吸い込んで動力を得るという特とく殊しゆな原動機だ。スティクス粒りゆう子しがその代用になるため、汎はん用よう性は高い。

「エンジンは再利用可能だ。だから、それだけは壊こわさないでくれよ」

　セラフに対し、シフリはそう指示する。
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「ちょっと！」センジュは叫さけんだ。「こっちの質問に答えて欲しいッスね！　さっきはそっちの質問に答えたんだから！」

「……それもそうだな……」

　と言いつつ、シフリは駆かけ出した。まっすぐにセンジュへと迫せまり、

「……おまえは、俺が捜さがしていた相手だ……！」

　噴ふん射しやの勢いを利用しつつ、跳とび蹴げりを仕し掛かけた。

「くううッ」

　センジュは胸の前で腕をクロスさせ、跳び蹴りを受け止めた。こちらも背面のジェット噴射を全開にし、衝しよう撃げきに対たい抗こうする。

「はああ──ッ！」

　セラフが衝撃波で割り込んだ。

　衝撃波が届く前に、センジュはシフリを跳はね返した。即そく時じにその場から後退し、衝撃波をスルーする。衝撃波は鉄板の床ゆかに激げき突とつ、大きな擦さつ過かの跡あとを残した。

「捜してたァ？」逃にげながら、センジュが言う。「ひょっとしてあたし、ヴェルダーから賞金でもかかってるんスか？」

　跳ね返されたシフリは、空中で一回転し、綺き麗れいに着地した。

「そんなところだ」着地してから、問いに答える。「ただし、かかっているのは賞金じゃなくて、俺にとって大事な物だ……！」

　そして再び地面を蹴けり、センジュに襲おそいかかった。




　ほぼ無人の廊ろう下かを、マナは一気に走り抜ぬけた。

　搬はん入にゆう口での騒そう動どうが幸いした。騒さわぎを抑おさえるべく、警備ロボットはあらかた搬入口方面に向かって移動している。故ゆえに、何の障害もなくマナはサーバ室にたどり着くことができた。

　サーバ室には鍵かぎがかけられ、本来一いつ般ぱん作業員が入ることはできない。だが鍵そのものはきわめてシンプルなものだ──室内側からならば、サムターンを一ひねりするだけで開けられる。

「さて。……霧きり夏か！」

　マナはハイロウを発現し、頭上に乗せた。光輪の内側に手を突つっ込んで木目調の仮面を取り出し、装着する。

　と同時に、室内の側に炎ほのおのような人型が現れた。かつてマナの朋ほう友ゆうであった険けん谷こくの芳ほう道どう霧夏の怨おん霊りようが、マナの力によって喚よび出されたのである。

　霧夏の怨霊はサムターンを回した。すぐさまマナは室内に侵しん入にゆうする。

　待ち受けていたのは、全高二メートルほど、人一人を収める棺かん桶おけにちょうど良さそうなサイズのマシンだった。一体これがどういう仕組みで動くのか、マナはまったく知らない。だが──

（ペルセフォネ・アースで受けた事前講習通りさな）

　怯ひるむことなく、持参したディスクをドライブに放り込む。ほどなくして、オペレーション画面が動き、一定の文字列を表示する。

「これが出たら、これを押す、と……」

　コンソールパネルの実行キーを、マナは押した。途と端たん、画面内の文字列がすごい勢いでスクロールを始めた。

「あとは放置、と……」

　これで警備ロボットは停止し、無力化するはずだった。

「センジュの加勢に行かねばならんな」

　ドライブからディスクを回収し、部屋を飛び出す。霧夏の怨霊を引き連れつつ、駆け出そうとして──

「……何をしていたのですか？」

　男の声が、飛んできた。

　足を止め、マナは背後を振ふり返る。

　そこに、アミス工場長が立っていた。

「……うぬ」

　マナは声を漏もらす。これは想定外の事態だった。

「掃そう除じしていたところですけど……」

　とりあえず、マナは言い抜けを試みた。

「サーバ室内の掃除は、月に一回。今日はその日ではなかったと思いますがね……！」

　返答代わりに、アミスは背のジェットノズルに火を灯ともした。

（……ただでは逃がしてくれないようさな）

　覚かく悟ごを決めて、マナはハイロウを発現した。

「細かい規則まで、よく覚えておいででいらっしゃる……！」

　ハイロウの上じよう昇しようとともに、マナの着衣は変化する。地味な清せい掃そう員の制服は、和漢折せつ衷ちゆうの衣装へと変かわっていった。マナの出身地、八州の正装である。

「……ほお！」アミスは驚おどろきの声を上げた。「あなた、天使でしたか。となれば、何をしていたのか、ますます気になりますね！」

「知りたくば、儂わしを捕つかまえることだな」

　木目の仮面を外して頭上の光輪の中に押し込み、代わりにマナは別の仮面を取り出して装着した。

　白と緑の二色に染め上げられたこの仮面は、過労死者の怨霊を呼ぶためのものである。

「だがその前に、おぬしの無む茶ちやな命令によって命を落とした者達の洗礼を受けるが良いわ！」

　次の瞬しゆん間かん、霧夏の姿は消えて、代わりに大きな炎が立ち上った。

「ム……！」

　アミスは目を見はる。

　それは、正確には炎ではない。炎のようにゆらゆらと揺ゆれてはいるが、熱を持たず、完全な不定形でもない。人の形をした輝かがやきが何人分も集まって、一つの炎のごとく盛さかっている。

　マナの力によって呼び出された、ギア・クラウドでの作業中に亡なくなった人々の、怨霊の群れだった。

　不気味なうめき声を上げながら、怨霊達はアミスのもとに殺さつ到とうしていく。

「こんなもの……！」

　至近にまで寄られて、アミスは腕うでを一ひと振ふりした。鋼の腕に薙なぎ払はらわれると、怨霊の炎は飛び散ったが──

「んんん？　これは……」

　その腕に違い和わ感かんを覚えて、アミスは顔を歪ゆがめる。

「フフフ」マナは笑い声を立てた。「怨霊は、触ふれた相手の生気を奪うばっていく。一体一体はあっさりかき消せるかもしれぬが、塵ちりも積もれば何とやらと言うぞ？」

　胸を張り、ことさら余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を装う。というのも、マナは違和感を覚えていたからだった。

（怨霊の数が少ない……？）

　工場内で過労死した人々の怨霊はかなり多い、とマナは踏ふんでいた。アミスの暴君的恐きよう怖ふ経営はたくさんの死者を生んでいるはず、と。

　ところが実際に怨霊を呼び出してみると、その数はそれほど多くはなかった。それはつまり、ギア・クラウド内の過労死者の数は多くない、という事実につながる。

　かなりの数の人間が地下に連れていかれたきり二度と戻もどってこない、とサーカシアは言っていた。その人々は何か別の死因で亡くなっているのか、あるいはまだ生かされているのか？

（確かく認にんする必要がありそうさな……）

　そう心に決めて、マナはアミスと対する。

「触れたものの生気を奪い、死に至らしめる……というわけですか」

　警けい戒かいして、アミスはじりじりと後退した。

「殺しはせぬぞ」マナは言った。「自力で立てなくなるまで生気を抜ぬいてやろう」

「大した自信でいらっしゃる。ですが、それは私に触さわることができれば、の話ですよ……」

　アミスの足あし下もとに、光輪が現れた。

「…………！」

　本気を出すつもりか、とマナは身構える。

　光輪が頭上に輝くと同時に、アミスは上うわ衣ぎを脱ぬぎ捨てた。

　あらわになったのは、金属むき出しのボディだった。表面が皮ひ膚ふに覆おおわれているのは首まで、そこから下は無骨で鈍にぶい鋼の色に包まれている。

　自分の手で、アミスはぱかっと胸部を左右に開いた。その下から姿を現したのは、蜂はちの巣のごとき構造。

　ただし、巣に収まっているのは蜂ではなく、小型のミサイル群だった。

「跡あと形かたなく消し飛びなさい！」

　アミスはミサイルを一いつ斉せい発射した。

「……冗じよう談だんであろ!?」

　それを見た途と端たん、マナはきびすを返して逃にげ出した。

　怨おん霊りよう達が壁かべとなってミサイルを叩たたき落とそうとする。が、その場で止められたのはただの二、三発。誤ご爆ばくによる爆ばく風ふうは、怨霊達を巻き込んで吹ふき飛ばした。

　ほとんどのミサイルは怨霊の壁を突つき抜け、マナを追いかけていった。

　マナは通路の分かれ道に飛び込んだ。が、ミサイルは九十度進路を曲げ、マナを追つい尾びする。三発ほど曲がりきれずに角に激げき突とつ、爆ばく発はつを起こしたが、ほとんどのミサイルはさらにマナを追いかけた。

「ぬうう……！」

　突き当たりは、ドアだった。部屋に飛び込んでやり過ごそうと試みるが──

「開かぬ!?」

　鍵かぎがかかっていた。

　背後を振ふり返れば、迫せまり来るミサイル群。先ほどのように、室内に怨霊を喚よんで鍵を開けるような暇ひまはない。

「…………!!」

　数秒後、ミサイル群は次々に爆発、通路を爆風で満たした。




　搬はん入にゆう口から逃げ出す作業員達を、警備ロボットは制圧しようとしていた。

　平時ならば、警備ロボットはとうてい抗あらがえない相手だ。だが、作業員達は群集心理に操あやつられ、警備ロボットに集団で怒ど濤とうのように襲おそいかかった。

　警備ロボットはゴム弾だんを連射し、二人三人と撃うち倒たおす。しかし作業員達は四人五人と押し寄よせて、力ずくで警備ロボットを引きずり倒す。そんな事態が、工場内のあちこちで発生していた。

　変化が起きたのは、突とつ然ぜんだった。ブゥゥ……ンと低い音を発して、警備ロボット達が同時多発的に停止する。

　顔面に灯ともる、稼か働どう中を示す光が消えた。ロボット達を管理するサーバから停止命令が飛んできて、彼らはそれに従ったのだ。

「……ロボットが死んだぞ！」

　サーカシアはときの声を上げた。

　本来の手はずとはまったく異なる展開になっていた。本来ならば、ロボットがダウンしてから騒そう動どうを起こす予定だったのだが。とはいえこうなった以上、状況を利用していくよりない。

「アミス工場長を引っ張り出せ！　あいつをギア・クラウドから追い出すぞ！」

　秘密労働組合のメンバーが扇せん動どうの声を張り上げると、次々とそれに応じる叫さけびが続く。サーカシアの目もく論ろ見み通り、暴動は巨きよ大だい化していった。

（あとは、アミスとシフリを押さえることだ……）

　センジュとマナがうまくやってくれることを、サーカシアは祈いのった。




「……やれやれ……」

　狭せまい通気孔の中を、マナは頭を押さえながらずりずりと這はっていた。

「ミサイルから逃のがれられたはいいが、こんな埃ほこりくさいところを這う羽目になるとは……」

　文句を垂れながら、ひたすらに前進を続ける。

　ミサイルの直ちよく撃げきを受ける直前、マナは怨霊を呼び、自らの身体からだを天てん井じように放り投げさせた。マナは通気孔の蓋ふたを押し上げて内部に侵しん入にゆう、爆風を免まぬかれたのだった。通気孔を塞ふさぐ格こう子しにしたたかに頭を打ち付けたが、ミサイルの直撃を考えれば、得な取引だと言える。

（サーバ室周辺を重点的に掃そう除じしていたのが幸いした……）

　入念な下調べをしておいた自分の抜かりなさに感動しつつ、マナは出口を探す。できるだけアミスから離はなれたいところだが、さすがに通気孔がどこからどこへ通じているのかまでは調べていない。方向感覚を頼たよりに、「多分こっちなら大だい丈じよう夫ぶだろう」と思われる方位へ進むしかなかった。

（……ここで降りるか）

　ある程度這い進んだ後、マナは脱だつ出しゆつ口を決定した。蓋を外して、床ゆかへと飛び降りる。

「……ぬわッ！　とおッ」

　飛び降りた足あし下もとには、ソファがあった。スプリングの反発を受けて、ボヨンとマナははね飛ばされる。飛んだ先のデスクに激突しそうになるが、なんとかバランスをとって身を守る。

「……また頭を打つところだった」

　怪け我がなく降りられたことに胸をなで下ろしつつ、マナは周囲を見み渡わたした。

　広い部屋だった。ソファは部屋の中央に設置され、脇わきの方には執しつ務む用と思われるデスクがある。

「工場長用の執務室か……？」

　清せい掃そう員として入ったことがない場所なので、断言はしにくい。だが、その可能性が一番高そうだった。

　デスクの後背に大窓がある。マナは外をのぞき込んだ。

「……中庭か」

　工場長室から眺ながめるためだけに作られた、緑の庭園がそこに広がっていた。直接目の当たりにするのは初めてだが、その存在は地図などで知っていた。

「だいたいわかった。南の方に行けばいいな」

　センジュに合流しなければ、と身体を翻ひるがえした時。

「……おや」

　ふと、デスクの上に視線が吸い寄せられる。

　そこには、数枚の書類と数枚の硬こう貨からしきものが無造作に置かれていた。

「フン。さすが工場長、はした金には無む頓とん着ちやくと見える……」

　と皮肉を口にしてから、マナははっと息を吞のんだ。

「いや、ちょっと待て……」

　もう一度、じっくりとマナは硬貨を観察する。

　銀色に輝かがやく硬貨の表面には、花とおぼしき図ず柄がらが彫ほり込まれている。

　裏返してみると──

「……百、だな」

　百という数字が刻まれていた。

　ただし、アラビア数字で。

「どういうことだ、これは」マナは驚おどろきに目を見開いた。「何な故ぜこんな所にこんなものが……？」

　それはどう見ても、花見州で流通している硬貨、いわゆる百円玉だった。




「そこぉぉ──ッ！」

　センジュ目がけて、セラフは衝しよう撃げき波はを放った。

　センジュは上じよう昇しようし、衝撃波をかわす──が、そこにはシフリが先回りして待っている。

「のらァッ！」

　鋭するどい蹴けりを、センジュの側頭部目がけて放つ。

「くうッ」

　センジュは両りよう腕うでで側頭部を守り、蹴りを受け止める。衝撃を防ぎつつそのまま半回転、オーバーヘッドキックを返した。

　シフリは身体を反らして反撃を回かい避ひしつつ、センジュを踏ふみつけた。もっとも勢いはなく、大したダメージにはならない。反動で後方に飛び、間合いを取る。

　センジュも踏まれた勢いのままに後ろに逃れ、着地した。

「……こいつは、メチャ大変ッスねえ──ッ」

　乱れた前まえ髪がみを直すため、センジュは頭を一ひと振ふりした。

　もとより、戦せん闘とう能力においてはセラフの方がセンジュを上回っているのである。そのセラフにシフリが加勢している以上、センジュの不利は動かしようがない。ひたすら防戦に徹てつすることでどうにか渡わたり合うことができているが、勝ち手がない以上は、敗北が約束されたつまらない消しよう耗もう戦だ。セラフの登場が誤算だった、としか言いようがない。

（せめてマナが助けに来てくれれば、どうにかなりそうなんだけど……）

　警備ロボットが動きを止めた以上、マナはミッションを達成できたようだ。ならばいずれ戻もどってきてくれるはずだが──それまでは、独力で堪たえ忍しのばなければならない。

「なかなか、やる」

　一方で、シフリは無表情を保ち続けていた。有利な戦せん況きように奢おごっても、それでいてなかなか決定打を奪うばえないことに焦あせってもいない。その所作、判断、発言の全すべてが冷静だった。

「……私とあなたの因いん縁ねんも、ここで終わりかしらね？」

　対照的に、セラフは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を見せていた。

「そういうわけにはいかねえんスよ、このあたしは……！」

　逃にげてばかりでも埒らちが明かない。センジュは自ら仕し掛かけた。

　一番近い木箱に飛び寄り、蹴け飛とばす。狙ねらうはセラフである。

「ハッ！」

　セラフは衝撃波を撃うち、木箱を迎げい撃げきした。木箱は爆ばく発はつしたかのように飛び散り、木もく片へんと鉄鉱石とを周囲に飛び散らせる。

「はあああ──ッ」

　飛散物を盾たてにして、センジュは一気にセラフに駆かけ寄った。手を伸のばして捕つかまえ、電でん撃げきを流し込もうと試みるが──

「フンッ」

　シフリが割り込みにかかる。体当たりをかけてセンジュの身体からだを浮うかし、続けざまに右手のソードで突つきを放つ。

　センジュはくるりと反転してソードに空を切らせつつ、裏拳けんでシフリの頭部を狙った。

「むぐッ」

　シフリは裏拳をまともに食くらった──が、怯ひるまずに突っ込み、センジュの身体を捕まえた。

「なッ!?」

　予想外の反応に、センジュは驚きの声を上げる。

「ぬうううんッ」

　センジュの胸を抉えぐるべく、シフリは大きく右手を振ふりかぶる。

　シフリを振り払はらおうとセンジュはもがくが、わずかに遅おそかった。

「はくぅッ」

　ソードは、センジュが咄とつ嗟さに持ち上げた右みぎ腕うでを貫かん通つうした。

「このまま刺さし貫ぬく！」

　一気に胸まで抉えぐろうとシフリは全体重をかける。

「そうはさせるかッ」

　センジュはナックルランチャーを発射した。右みぎ肘ひじが火を噴ふいて、上空に向かって飛んでいく──ソードに貫かれたまま。

「ぬうッ!?」

　右腕ごと空へ引っ張られて、シフリの体勢が崩くずれた。

「そこォォ──ッ！」

　見み逃のがさず、センジュは左拳で正拳を放ち、シフリの顔面を捕とらえた。

「…………！」

　がくん、とシフリの頭が後方に折れ曲がる。

　シフリは腕を大おお振ぶりしてセンジュの右腕を捨てた。センジュを見ぬままにセンジュを蹴飛ばし、逃げを打つ。

　センジュは追い打ちをかけようとしたが、

「シフリ!?」

　シフリを援えん護ごする衝撃波を、セラフが放ってきた。さすがに近づけず、センジュは飛んで逃げる。

（浅かった……！）

　手て応ごたえの薄うすさに、センジュは内心で悔くいを覚えた。きっちりクリーンヒットさせられれば、シフリの首を吹ふき飛ばせるはずだったが、そうはならなかった。一撃必殺のチャンスを逃のがしたのは、痛い。

「ぬく……ッ！」

　それでも、一定のダメージは与あたえられたようだった。シフリは左手で仮面を押さえている──が、仮面は砕くだけており、ぼろぼろと破片になって床ゆかに落ちていく。

「さすがだな……腐くさってもヴェルダーの改造人間か！」

　思い切り顔を振るって破片を完全に落とし、シフリは頭をもたげた。初めてシフリの素す顔がおが露あらわになる。途と端たん、

「なに……!?」

　センジュとセラフの声がハモった。

　シフリの目元には、大きな醜みにくい傷きず跡あとがあった。

　だが、センジュ達が驚おどろいたのはシフリの傷ではなく、シフリの顔つきだった。

「令……！」

　思わず、センジュはその名を呼ぶ。

　その目元、鼻柱、顔立ち──そこに現れたのは、どこからどう見ても、秋島令の顔だった。

　だが、シフリが令であるはずはない。

　その事実を踏ふまえると、正解はただ一つ。

「……いや、そうじゃない……！」

　驚きよう愕がくのあまり、センジュの全身が凍こおり付く。

「レイ……レイなんスか……!?」

　アイソートにおける秋島令の同一存在にして、センジュの幼なじみ。

　そこに立っているのは、ヴェルダーに殺されたはずの男、リックス・フェルミ・レイだった。
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「いやはや、もう二度と君には会えないものと覚かく悟ごしていたよ」

　そう言いつつ、アミティウムは手を差し伸のべた。

「私は、こうして再び会えるものと固く信じていたがね」

　その手を握にぎり返しつつ、網島は例の悪人めいた笑え顔がおを浮うかべる。

（なんとか任務に成功した……かな）

　機関の人間として初めて与えられた仕事を大過なくこなせたことに、令は胸をなで下ろしていた。

（ま、僕一人の成果じゃないけど）

　すぐ横に立つカラミィ、そしてイルルを見やる。報告のため、イルルも花見州にやって来ていた。

「彼女たちには、いくら感謝してもし足りないよ」

　アミティウムが、令達に顔を向ける。

「私達は、ただやるべきことをやったまでです」

　代表してイルルが言い、カラミィと令は黙だまって頷うなずいた。

　満足げに、網島は一同を見み渡わたした。

「さぞかし疲つかれたことだろう。まずは休んでもらって、詳しよう細さい報告は後日ということで……」

「いや、今のうちに報告したいことがある」

　アミティウムの口調に真しん剣けんさがこもる。

「いいのかね」

「構わない。後日改めて報告書は書くが、言うべきことがある……ハデスが行っている、進行中の作戦について」

　そう前置きし、アミティウムは語り始めた。

「まず結論から言うと、パイロニアの騒そう乱らんはハデスが糸を引いている。これは確定事じ項こうだと言い切れる」

「僕らも天使に襲おそわれましたもんね」

　令が補足説明する。

「どうやらハデスは、この花見州からライターを大量に持ち込んだらしい」

　横手のテーブルに視線を投げる。令が担かついできたケースが、そこに置かれていた。ケースの蓋ふたは開かれ、内部にはライターがみっしりと詰つまっている。

「パイロニアの大多数の人間は、燃素を操あやつることはできるが、着火をすることができない。携けい帯たいしてお手軽に着火できる器具は、彼らにとって喉のどから手が出るほど欲しい宝だ。ハデスはこれを高値で売ばい却きやくすることによって、パイロニアの支配体制を揺ゆさぶりつつ、パイロニアの通貨を大量に得る、という二つの目的を同時に達成している」

「このような器具が、こちらでは安価に売られているのですか」

　一個ライターを取って、イルルは着火した。

「ああ。これはすごい」

「原価は安いし、小型だしね」令が応じる。「でもすぐにガスが切れて、使い物にならなくなるんじゃ？」

「そこも彼らの目の付けどころ」アミティウムが続けた。「燃料が切れれば、また買い込まなければならなくなる。持続的に需要を喚起することで、持続的に収入を得ようとしていたのだろう」

「問題は」網島が言った。「その持続的収入を、ハデスは何に使用しようとしてるか、だが」

「それもわかっている。ハデスはパイロニアで大量に鉱物資源を買い込み、ギアテクトに輸出している」

「ギアテクトか！」

　網島は思わず声を大にした。

「ギアテクトというと」令が言う。「今、センジュとマナが行っている所じゃ……」

「その通りだ」網島は頷いた。「そうか、なるほどな。原料をパイロニアから仕入れて、ギアテクトで加工し、生産物をアイソートに売却する──というルートができているのか」

「ここから先は私の想像になるが……」

　壁かべのそばのホワイトボードに寄り、アミティウムは図を描き始めた。

　三つの丸を三角に配し、それぞれに「花見州」「パイロニア」「ギアテクト」と書き込む。ギアテクトからは外側に線を伸ばし、「ヴェルダー」と書いて丸で囲む。同様にパイロニアからも線を伸ばし、「反乱軍」と書いて丸で囲む。

　花見州からパイロニアに矢印を伸ばし、その線のそばにライターと書く。

　パイロニアからギアテクトに矢印を伸ばし、その線のそばに鉱物資源と書く。

「問題は、ここだ」

　最後にアミティウムは、ギアテクトから花見州に矢印を伸ばした。

「この矢印があれば、三つの世界を股またにかけた三角貿易が成立する。この矢印が存在するんじゃないか、という気がしてならないんだ」

「つまり」カラミィがまとめる。「ギアテクトから花見州へと、何かが流入している、と？」

「ギアテクトと花見州の間に、さらに世界を挟はさんでいる可能性はある。私が主張したいのは、ハデスが各世界をまたぐ貿易態勢を構築しており、その中に花見州も含ふくまれているのではないか──ということだ。ライターを買うにも、原資はいるだろう」

「貿易を介かいして機関の支配地域にダメージを与あたえ、富をハデスが吸い上げる──というのが、この三角貿易の目的かね」

　網島がまとめた。

「はあ……なるほどねえ」

　令はつい感心してしまった。

「単に直接殴なぐり合うだけではないんですね……機関とハデスの戦いっていうのは」

「そういうこと。しかもこの一件、規模的なことを考えると、ハデスの天使数人しか関かかわっていないというレベル。各世界に駐ちゆう留りゆうする者三人、各世界を回り続ける使いっ走りが一人、の計四人でどうにかなると思う」

「そんなところだろうな」

　カラミィの判断に、網島は妥だ当とう性を認めた。

「問題は、何が花見州に流入しているか、というところだな。ものによっては、緊きん急きゆうに対処する必要があるぞ。……何か、心当たりはないか？」

「心当たり……って、例えばどんな？」

　令が聞き返す。

「たとえば、麻ま薬やくとか。何かしら、アンダーグラウンドで売りさばくのが簡単なものだと思うんだが」

「いや……知りませんね。噂うわさにも聞いたことがない」

「ふうむ……」

　網島はさらに何か考える素そ振ぶりを見せたが、

「いや、この場で考えても時間の浪ろう費ひだ。まずは実態調査だな」

　パイロニアから帰き還かんしてきた面々をこれ以上引き留めるのは悪い、とやや強ごう引いんに話を打ち切った。







「……わかった」

　デスク上で発見した書類を読み込み、考え抜ぬいた後、マナは結論にたどり着いた。

「この書類は、仕様書さな」

　そこに記されているのは、花見州──正確には日本で流通している硬こう貨か、百円玉のデータ類だった。その大きさ、厚み、重さ、材質、模様等々、事細かに並んでいる。

　すなわちこれは、百円玉を偽ぎ造ぞうするための仕様書だ。

「ここで偽にせの百円玉を作って、花見州に持ち込もうとしている──ということか……？」

　驚おどろきとともに、マナは改めてデスク上の百円玉を手に取る。

　今ここにあるこれは模も倣ほうすべき作品──つまり本物なのか、あるいは模倣した作品──つまり偽にせ物ものなのか。少なくとも、花見州に居着いて日の浅いマナの目には判別がつかなかった。

　ギアテクトの技術レベルならば、偽にせ金がね作りは十分にあり得る話だ。

「これは、予想外なものを見つけてしまったな……」

　ハデスが偽金を花見州に持ち込もうとしている。これは一大事だ。どの程度の偽金が製作されているのか、既すでに花見州に偽金が流通しているのかどうか、調査する必要がある。ギア・クラウドをただ潰つぶすだけでは済まなさそうだ。

（……いや、だが今は、センジュの加勢に行かなくてはな）

　センジュが搬はん入にゆう口でセラフと戦っていることを思い出した。仕様書と硬貨を回収し、マナは工場長室から飛び出した。




「レイじゃないッスか……！」

　手を伸のばして、ふらりとセンジュは進み出る。

「生きていたの……!?」

　レイの顔は、変わってしまっていた。

　特に、右目周辺には広く傷きず跡あとが残っていた。その部分だけ褐かつ色しよくに変色してしまっている。加えて、右目には瞳ひとみがない。眼球の代わりに、機械の義眼がはまっているようだ。

　けれども、その全体的な顔立ちは間ま違ちがいなく、センジュの幼なじみのレイのものだった。

　だが──

「なんのつもりだ！」

　レイは地を蹴けり、右ソードによる突つきを放った。

「…………！」

　ほぼ無防備だったセンジュは、ソードをかわしきれない。

　剣けん先さきは、センジュの肩かた口ぐちに刺ささった。背中の側まで貫かん通つうする。

　咄とつ嗟さにセンジュは左腕でレイの腕を抱かかえ込んだ。

「何をするんスか、レイ……！」

　至近距きよ離りで、センジュはレイと相対する。

「さっきから何の話だ！」

　レイはセンジュに怒ど鳴なりつけた。

「レイってのは誰だれだ！　誰かと勘かん違ちがいしているのか……？」

　センジュは愕がく然ぜんとした。

　よく考えてみれば、シフリがレイであるならば、センジュの正体に既に気づいているはずなのだ。清せい掃そう員として行動している最さ中なか、センジュは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠かくしていたが、レイならばセンジュの声を知っている。

　しかし眼前のレイは、完全なる他者としてセンジュを認にん識しきしている。演技だとも思えない。

「まさか」センジュはある可能性に気づく。「まさか──記き憶おくを封ふうじられているんスか？」

「……何な故ぜ、そのことを知っている？」

　その言葉に、レイは怪け訝げんな顔をした。

「たしかに、俺には過去の記憶がない……。俺は過去に、何らかの罪を犯おかしたらしい。その罰ばつとして、この傷を与あたえられ、記憶を奪うばわれた。俺の声が妙なのも、その影響だろう」

「それはきっと、あたしを逃にがしてくれた時の傷ッスよ！」

　センジュは訴うつたえかけた。

「レイはヴェルダーで働かされていた科学者だったんスよ。あたしのこの身体からだだって、レイに改造されたんスから。でもレイはあたしを逃がして──」

「適当なことを言うな！」

　が、レイはぴしゃりと言い返す。

「俺が科学者だっただと!?　そんなわけがあるか。工学知識なんて皆かい無むなのに」

「それは、奪われた記憶の中にあるはずッス！」

「なんの証しよう拠こがある！　そもそも、ヴェルダーの裏切り者の言葉なんか信用できるか！」

「……そうですわ！」

　しばしの間ぽかーんとしていたセラフが、おおむねの事情を吞のみ込み、話に介かい入にゆうしてきた。

「あいつの言葉なんか信じちゃダメ！」

　とセラフはレイに力説する。

「あなたの記憶がないのにつけ込もうとする、機関の罠わなですわ！」

「ちょっと待て！」

　センジュがセラフに嚙かみつく。

「なに適当な噓うそ言ってんスか！　罠でもなんでもなくて、レイはあたしの恩人なんスよ！」

「恩人？」

　レイはセンジュを睨にらんだ。

「あんたに恩を売った覚えはない」

「だからそれは、奪われた記憶に──」

「ないものはない！」

　レイは叫さけんで、ソードを抜ぬき、センジュを突き放した。そして、セラフのすぐ横にまで後退する。

「俺はこっちの言葉を信じる。こっちはハデスの人間で、そっちは機関の人間だ」

「それは、……！」

　なおもセンジュは反論しようとした。だが、できなかった。センジュとレイのつながりを示すものなど、何もない。

「セラフ……！」

　怒いかりの視線を、センジュはセラフに向ける。

「フン！」

　セラフはその視線を受け止め、鼻で笑い返した。

「向こう岸にいる人間が何を言ったって、聞こえるものですか。声を届けたいのなら、あなたがこちら岸にきたらどうです？」

　それはつまり、機関を裏切りハデスに来いという意味だ。

「誰がハデスになんて……」

　言下にセンジュは拒きよ否ひしようとしたが、

「そいつは無理だ」

　レイが口を挟はさんだ。

「さっき言ったよな。あんたの首に、俺の大事な物がかかっている、と」

「大事な物……」

　少し考えて、センジュは大きく息を吞んだ。

「……それって、……！」

「そういうことだ。ヴェルダーは俺に約束している。組織の裏切り者、エラト・ジュリエル・センカを見つけ出し殺せば、記憶を返してくれる、ってな」

「…………！」

　何度も、センジュは目をしばたたいた。

「……何スって……？」

「俺の記き憶おくを取り戻もどす、糧かてになってくれ」

　レイは早足に歩き出した。センジュとの距きよ離りを詰つめにかかる。

　押されるようにセンジュは二歩三歩と引き下がった。

　頭の中が真っ白だった。まともに戦える精神状態ではないことを、センジュは自覚していた。

　ソードを振ふり回し、レイは迫せまる。センジュは回かい避ひに専念するが、切っ先はセンジュの作業服を裂さき、かすめ、皮ひ膚ふを抉えぐった。

「はああ──ッ！」

　さらに、横手からはセラフの衝しよう撃げき波はが飛んでくる。

（外れだ！）

　直撃するコースではない、と気づいてセンジュは回避行動を止やめ、踏ふみとどまる。

　予期した通り、衝撃波はセンジュを外れた。代わりにセンジュのすぐそばにある木箱に激げき突とつ、箱を粉ふん砕さいして内容物を爆ばく散さんさせた。

「うあッ!?」

　咄とつ嗟さにセンジュはガードしたが、細かい破は片へんがビシバシ飛んできて、全身を打つ。勢いに負けて、センジュは思わず膝ひざをついた。

「とどめッ！」

　足が止まった一いつ瞬しゆんに、レイのソードが走る。切っ先は正確にセンジュの胸の中央、アイソートエンジンの上へと伸のびた。

　避さけきれない、とセンジュはソードを左ひだり腕うでで受けようとし──

「……センジュゥゥ──ッ!!」

　鉄パイプが、レイ目がけて飛んできた。

「!!」

　反応して、レイはソードを引っ込め、真横に進路を変えた。直後、鉄パイプはレイがいた空間をすり抜け、向こう側の壁かべに突つき刺ささる。

　センジュはパイプの飛んできた方向を目で追った。

　ゆらゆらと炎ほのおのように揺ゆれる人型が、新たな鉄パイプを床ゆかから拾っていた。

「遅おくれて済まなんだ……！」

　くぐもった声とともに、肩かたをつかまれる。

　木目の仮面をかぶったマナが、センジュの肩を助け起こした。

「……霧夏か……」

　命の恩人の名を、センジュは呟つぶやいた。正確には彼女は人ではなく、怨おん霊りようだが。

「よく持ちこたえた」マナが言った。「ここから反はん撃げきするぞ……！」

　霧夏の怨霊はパイプを棍こんのごとくくるくると回し、ぴたりとその先せん端たんをレイに向けた。

「……おや……」

　その時初めて、マナはレイの顔に気づく。

「こいつ、よもやギアテクトのレイか？」

「違ちがう……」センジュは首を振った。「アイソートのレイッスよ……」

「アイソート？」マナは聞き返す。「って、おまえの幼なじみのレイは、センジュを逃にがすために死んだとか、──」

「またその話か」

　チッ、とレイは舌打ちした。

「いい加減にしろ。おまえはその与よ太た話を誰だれ彼かれ構わず言いふらしているのか」

　忌いま々いましげに、センジュを睨にらみつける。

「……どうも、話が飲みこめんのだが」

　センジュとレイ、二人の態度の齟そ齬ごに、マナは首をひねる。

「そりゃそースよね」

　少々込み入った事情を、手早く説明できるかどうか。センジュが算段しようとした時、

「……シフリ！　シフリーッ！」

　事務室方面につながる通路の方から、アミスの声が響ひびいてきた。少し遅れて、搬はん入にゆう口に自身が姿を現す。

「……何をしているのですか！　工場中で作業員どもが暴れてえらいことになっていますよ……！」

「……なに？」

　レイの顔が歪ゆがんだ。

「おっと、気づいてなかったのか？」

　マナはしたり顔を作り、ディスクを取り出して見せつけた。

「工場におる警備ロボットは皆みな、動かなくなっておるぞ」

　その一言で、レイはだいたいのところを理解し、舌打ちした。

「だからシステムを新しくしておけと何度も言ったのに……！」

「シフリ、手伝いなさい！」

　アミスはあくまでも高圧的に命令を下す。

「そいつらをさっさと片づけて、作業員達を鎮ちん圧あつするのです！　早くしないと、納期が延びて違い約やく金きんを払はらわされる羽目になりますよ！」

　ほんのわずかに躊ちゆう躇ちよした後、レイは肩を落とした。

「どうも、潮時らしいな」

　地を蹴けり、ただの一歩でアミスのそばに飛び寄ると──

　ソードを振ふるい、アミスの胸を刺し貫ぬいた。

「な…………!?」

　その場にいる全員が、目を見開いて驚きよう愕がくする。

　特に、アミスは何が起きたのか、にわかには理解できなかった。

　その間にレイは、

「エンジンを回収する……！」

　ぐるりと円を描えがくようにソードを巡めぐらせて、さらに左手を突っ込んだ。

「な、なんのつもりですか……!?」

　ここまできて、アミスはやっと自分の状じよう況きように気がついた。レイの腕うでに手をかけ、作業を止めさせようとする。

　だがここまで来て、止められるはずがない。

「ぬううううんッ」

　レイはアミスの顔面に足をかけた。

「むぐうっ!?」

　妙みような悲鳴を上げるアミス。

　力を込めて、レイはアミスの胸中のエンジンを引き抜ぬいた。

「ああ…………」

　予想外の光景を、センジュはただ呆ぼう然ぜんと見守り続けていた。

　黒く輝かがやくアイソートエンジンが、レイの手の中にあった。駆く動どう用の液体、あるいはアミスの体液で汚よごれてはいたが、原形をとどめている。

　そのまま、レイはアミスを蹴け倒たおした。もはや抵てい抗こうできるはずもなく、アミスはその場に崩くずれ落ちる。

「……ど……どういうことです……！」

　それでも、アミスはレイに向かって腕を伸のばした。

「どうもこうもない」

　レイの声は落ち着いたものだった。人の身体からだから心臓を抉えぐり出した直後の態度とは思えない。

「あんたは工場長として不適任、と判断した。自分の利益のために作業員を使い潰つぶすなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ。目先のことしか考えない人間は、ヴェルダーにもハデスにも不要だ……！」

「そ、そんな……」アミスは反論する。「私はただ、ヴェルダーの注文に応こたえるために、一生懸けん命めい……」

「その言葉は信用できない」

　アミスの腕を、レイは踏ふんづけた。

「俺はただぼけーっとあんたのボディガードを務めていたわけじゃない。あんたの経営者としての能力がいかほどか、見み極きわめていた。適任者だと判断できれば、新工場の工場長として迎むかえ入れるつもりだったが……」

「新工場!?」

　初耳だ、とばかりアミスは声を張り上げる。

「そう。ギアテクトの生産物は優ゆう秀しゆうだが、残念なことにここはスティクスの辺境だ。物資を輸入するのも輸出するのも、かなり手間がかかる。だから、もっと出入りのしやすい世界に工場を新設して、そこにギア・クラウドの人々を移住させようという計画が動いているのさ……ちなみに、既すでに結構な数の人間が移住して、向こう側で働いている」

「いつの間にそんなことを……？　そもそも、人員をどこから連れていっているのですか。ギア・クラウドでさえ人員不足で苦しんでいるというのに……」

「人員不足は、どこの誰だれのせいだと思っているんだ。あんたが気にくわない人間を次から次へと地下送りにしたせいだろうが」

「そういうことか」

　マナが声を張り上げた。突とつ然ぜんのことに、レイとアミスもマナに視線を投げる。

「かなりの数の人間が工場長に逆らい、地下で使い潰されていると聞いていた。だがその割に、儂わしが呼び出すことのできた怨おん霊りようは少なかった。何な故ぜなのか、と思っておったが……実は、地下につながれて死んだ人間など、おらなかったのだな」

　レイはただ肩かたをすくめて、アミスに視線を落とした。

「あんたが地下送りにしろと命じた人々は、みんな新天地に連れていった。全員、ここよりも恵めぐまれた環かん境きようで幸せに働いているよ」

「……くそッ」アミスは悪態をついた。「あなたは最初から、私を利用していたというのですか！」

「『ヴェルダーが』だ」レイは訂てい正せいする。「あんただって、ヴェルダーを利用してハデスでのし上がろうとしたんだろ？　お互たがい様さまだ」

「……おのれェェ──ッ！」

　うめき声を上げると、アミスは最後の力を振り絞しぼり、レイに取りつこうとした。

「一人では死にませんよ！　地じ獄ごくへ道連れですッ」

（……自じ爆ばくするつもりッスか!?）

　センジュは悟さとり、マナを抱かかえて逃にげようとしたが──

「……地獄へは一人で行け！」

　レイは抱えていたエンジンを真上に放り投げた。空いた手でアミスの頭をつかみ、ソードを一ひと振ふりする。

　鋭するどい刃はは、アミスの身体をみぞおちから上下に両断した。

「せッ」

　そしてレイは素す早ばやく足を一振りし、アミスの下半身を宙へと蹴け飛とばす。

　アミスの下半身は軽々と舞まい上がり、はるか離はなれた場所で大爆ばく発はつを起こした。花火のごとく炎ほのおが炸さく裂れつし、少し遅おくれてばらばらと金属の破は片へんが降ってくる。

「俺を自爆に巻き込もうとは、無む駄だなことを」

　泡あわを食うアミスの上半身を投げ捨てた後、レイは落ちてきたエンジンをキャッチした。エンジンが無事なことを確かく認にんしてから、セラフに向き直る。

「ギア・クラウドは放ほう棄きする。おまえはフロッカとディオーラに伝えろ──三角貿易は一時中断だ、とな」

　突然、世界が切り替かわった。

　風景はそのままに、ただその色しき彩さいだけが変化する。空は赤く黄色い奇妙な色に染まり、空からの輝きを受けて搬はん入にゆう口全体にも不気味な光が落ちる。

　スティクスの岸辺──各世界とスティクスとをつなぐ空間の中に、一同は移行していた。

「逃げる気ッスか！」

　センジュが叫さけぶ。

「ここにいる理由は、もはやない。機関の手が伸びてきたのなら、なおさらだ」

　レイはセンジュをにらんだ。

「今日のところはその命、預けておく。だが次に会った時は、必ず殺す」

　そう言うと、レイは跳ちよう躍やくした。その身体は勢いよくまっすぐに空へと飛んでいく。

「待って……！」

　センジュは制止しようとしたが、もう遅おそい。レイの身体からだはスティクスに吞のみ込まれ、消える。

「フフ……」

　セラフが笑い声を立てた。

「どうやら、あの人にくっついていれば、面おも白しろいものが見られそうね？　じゃ、また会いましょう……」

　レイに続きセラフも跳躍、赤く黄色い空に消えていく。

「追うか!?」

　マナがセンジュに伺うかがいを立てるが、

「いや……どこに行くのかわからない以上、それは危険ッス」

　センジュは頭上のハイロウを引っ込めた。

「……それもそうだが……」

　マナもハイロウを消す。

　二人はスティクスの岸辺から出た。赤く黄色い光は消え失うせ、周囲の光景がもとに戻もどる。

（まさか、レイが生きていたなんて……）

　しかし、センジュの胸の内に渦うず巻まくわだかまりが消えることはなかった。よもや、レイがヴェルダーの刺し客かくとしてセンジュの前に現れるだなんて、想像もしていなかった。喜ぶべきなのか悲しむべきなのか、それさえわからない。

「……いや、待て」

　突とつ然ぜんマナが声を上げた。ポケットの中から折りたたんだ仕様書と硬こう貨かを取り出す。

「セラフはおそらく、花見州に向かったのだと思うぞ」

　工場長室でこれらの物品を見つけたこと、おそらくは花見州に偽ぎ造ぞう硬貨が持ち込まれているであろうことを、マナは手早く説明した。

「……となると、できるだけ早く花見州に戻って報告した方がよさそうッスね」

　センジュはそう結論した。

「とはいえ、今すぐギアテクトを去るわけにもいかんな。最低でもサーカシアに言っておく必要はあろう」

　マナの言葉に、センジュは頷うなずいた。

「た……助けて……」

　か細い声が、足あし下もとでした。見れば、下半身を失ったアミスが手を伸のばし、助けを求めている。

「さすがに、エンジンを取られてたら、救いようがないッスよ」

　センジュは肩をすくめて首を振ふった。

「ま……花見州に連れていって、あんたの内部で動いているプログラムとデータを抜ぬき出した後、丁てい重ちように葬ほうむって差し上げるくらいッスかね、あたしにできるのは」

「ああ、こいつ」マナが言った。「全身からミサイルを一いつ斉せい発射しておったぞ。センジュ、そんな機能が欲しいのか？」

「あたし用のミサイルランチャーパーツはもうあるんスけどねー。命中精度が低くて使いものにならないんだ。この人の制御プログラムを導入してみるっスかね」

「…………」

　センジュとマナが言葉を交かわしている間に、アミスの目から光が失せていった。側頭部でひらひらと舞い続けていた髪も、ファンの停止にともない動きを止める。

「……同情する気はないッスからね」

　アミスに最後の一言をかけたのち、センジュは工場内に向かって駆かけ出した。







「令君！」

　令が玄げん関かん先さきで靴くつを脱ぬいでいるところに、令名はダイブを仕し掛かけてきた。

「のわあ!?」

　気がついたら、令名の胸が令の眼前にまで迫せまっていた。為なす術すべなく、令は体当たりを食くらった。

「お帰りなさい！」

　令名は令を抱だき留とめて転てん倒とうを防ぎ、力一いつ杯ぱい抱だきしめた──というか、締しめ上げた。

「怪け我がとかなかった!?　お姉ちゃんずっと心配で、食事も喉のどを通らなかったんだから……！」

「……僕の方は喉から食事が飛び出しそうだよ……！」

　締め上げられて、令は悲鳴を上げた。

「靴を脱ぐの、邪じや魔ま」

　横からカラミィが手を突つっ込み、令と令名を無む理り矢や理り引きはがした。

「僕が責任をもって令を守り通した。心配する必要は何もない」

　自らの身体を二人の間に割り込ませ、令名とにらみ合う。

「あら」

　令名はうわべだけの笑え顔がおをつくろった。

「ご苦労様、カラミィ。あなたも疲つかれているでしょうから、自宅で休んだらどう？」

　遠回しに「さっさと帰れ」と言っていることは、誰だれの目にも明らかだった。

「まだセンジュとマナが帰ってきていないから……」

　無表情のままに、カラミィは言い返した。

「こっちで晩ご飯を食べていけばいい、と晃一朗に言われている。それに、彼女を歓かん待たいしろとも」
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　そして、自分の背後に立っているイルルを紹しよう介かいした。

「……まあ」

　はじめてイルルの存在に気がついて、令名は小さく驚おどろきの声を上げた。

「あの、あの」

　イルルは令に耳打ちした。

「なんかこの二人、いやーな雰ふん囲い気きをこれでもかとばかり醸かもし出しているのですが……」

　令名とカラミィに等しく視線を投げながら、言う。

「だよね」

　令は思わず頷き、耳打ちを返した。

「悪いけど、少し我が慢まんしてくれないかな。大だい丈じよう夫ぶ、二人とも君を嫌きらっているわけじゃない」

　そして、大きなため息を吐はき出した。板いた挟ばさみの身はつらいものだ。

「仕方ないわね」

　くるりと令名は身を翻ひるがえした。

「とにかく、待ってて。もう晩ご飯、できるところだから。すぐ用意するわ」

「もちろん僕の分も……」

「わかってるわよ。食べていけばいいでしょ」

　カラミィの言葉に、令名は面めん倒どうそうに応じる。それからニッと口元を吊つり上げた。

「私の料理の腕うで前まえに感動の涙なみだを流すがいいわ」

「…………むう」

　自信満々な令名の態度に、カラミィは一歩退いた。

「楽しみだね」令が言う。「今日のごはんはなに？」

「新メニューよ。トマトスープ風味の肉じゃが」

　令はその想像図を脳内で思い描えがき、

「……赤く染まったジャガイモ……？」

　愕がく然ぜんとした。自然と身体からだがガクガクと震ふるえ出す。

「なんて顔するの」令名は眉まゆをひそめた。「大丈夫、ゲテモノ料理じゃないから。私が食べられないものを作ったこと、ある？」

「そういう問題じゃないんですけどね……」

　イルルが小声で呟つぶやいた。

「ん？　じゃあ、パイロニアではジャガイモ料理を食べまくったとか？」

　令は首をひねり、どう伝えたものか考えたが、いい言葉は思いつかなかった。

「いや、……ジャガイモを育てまくったんだよね。……一風変わった苗なえ床どこで」




「なかなか、大変だったのね」

　夕食の席上にて、令名は令達の冒ぼう険けん譚たんを一通り聞き終えると、ねぎらいの言葉をかけた。

「でも良かった。令君が無事に帰ってきてくれて」

「任務もどうにかこなせたしね。ホント、二人のおかげだよ」

　令は笑顔をカラミィとイルルに向けた。

「私は、与あたえられた仕事をこなしただけです」

　言いつつ、イルルはトマトスープをすする。

「それにしても、安心した。これで俺も家に帰れるというものさ」

　そう発言したのは、秋島家の食しよく卓たくにさりげなく混じっているカジマーだった。

「そちらもお疲れ様でした」

　令が頭を下げる。

「お礼なんて言う必要、ありませんよ」令名が口を挟はさんだ。「カジマーのせいで変な噂うわさを立てられそうになって、大変だったんだから。なんで私とカジマーがつきあっていることになっちゃうのよ。私は令君しか眼中にないってのに」

「ははは……」

（お姉ちゃんのボディガード任務はさぞかし苦労したろうなあ）

　令はカジマーに同情した。

　当のカジマーはというと、涼すずしい顔をして肉じゃがを食していた。

「お互たがい仕事が済んでめでたしめでたし、だな」

「そうでもない」カラミィが言った。「調べなければならないことがある。異界からの流入物が、花見州に出回っている可能性が高い。何か心当たりはない、令名？」

「心当たり、と言われても、特にないのよねえ。別件で、ハデスが嚙かんでいそうな事件を調べてはいたんだけど……」

　令名はピカソ強ごう盗とうの件を令達に語った。

「それはたしかに、ハデスが嚙んでいそうな感じ」

　カラミィが所感を述べる。

「でも、異世界間貿易の件とからんでいるかどうかと言うと……」

　令はカジマーの顔を見、

「今のところ、関係性があるともないとも判断できないな」

　カジマーが慎しん重ちような意見を出す。

「強盗して奪うばった金でライターを買っているのかもしれない。だが、ギアテクトとゲル山がどう関係してくるのか、俺にはとんと想像がつかん」

「ですよね」令は言った。「聞く限りだと、そのゲル山なる存在がギアテクトの産物だとは思えないし」

「水をかけられてへたれるロボットを作っているようじゃ、そこの技術力も知れたものね」

　令名が小さく息を吐いた。

「ロボットじゃないなら、なんなの」

「あれは……うーん……敢あえて何に近いかと言われたら……式神、かな？」

「式神？　陰おん陽みよう師じが使し役えきするとかいう、アレ？」

「そうそう。ま、似ているところは元が紙ってところだけだけど」

「姿形も、いわゆる式神とはかけ離はなれていたな」カジマーが言い添そえる。「あれはピカソのアトリエのゴミ箱から引っ張り出してきたものには見えても、鬼おにやあやかしの類たぐいでは決してない」

「ただ、誰だれかがゲル山を使役していた、とは思うのよね。式神が陰陽師に操あやつられるみたいに」

「紙切れを人型にして操るハデスの天使が、花見州にいる……ということになるのね」

　カラミィはそう結論づけた。

「あなた達の追いかけているものではないかもしれないけどね」

　令名は意見を差し挟んだが、

「関係ない。花見州にハデスの手が伸のびているとすれば、排はい除じよしなければならない。その件、僕も協力する」

　有う無むを言わせず、カラミィは言い切った。

「いやいや」令名は少し慌あわてた。「あなたにはあなたの仕事が、──」

「協力を拒こばむべきじゃないな」カジマーが口を挟んだ。「こいつは機関の問題、我々みんなの問題なんだから」

「……ムグ……」

　令名は言葉に詰つまった。

「令名は自力で問題を解決しようとしているのさ」

　令達に、カジマーは説明しようとした。

「ちょっとカジマー！　そんなこと……！」

　令名は遮さえぎろうとしたが、カジマーはお構いなしに語る。

「一人で戦えることを証明できれば、俺につきまとわれる必要がなくなる……って理由でな」

「…………」

　カラミィは斜ななめにうつむいて顔を隠かくすと、

「……フッ」

　鼻で笑った。

「笑った！」令名は腰こしを浮うかした。「今笑ったでしょ!?」

　カラミィは顔を上げた。これ以上ないさわやかな表情を浮かべながら。

「全力で協力する。僕達は仲間、友達だもの」

「……あなたの肉じゃがに七しち味み唐とう辛がら子しを一瓶びん盛るわよ？」

「力を合わせようよ、お姉ちゃん」

　呆あきれ気味に令は言った。

「そっちを調べていれば、もしかしたら流入物の件についても何かわかるかもしれないしね」

「えーっと、ほら……令君、新しいゲーム買ったんでしょ？　そっちの方がしたくてたまらないんじゃ、──」

　令名は食い下がろうとしたが、

「早速明日から手伝ってもらうさ」

　カジマーは勝手に話を進めた。

「ＰＰＢのメンバーと一いつ緒しよに、ことに当たるんだ」

「ＰＰＢ？　何それ？」

「あーっと、それはね……」

　勝手に令とカラミィを高校の部活動に入部させたことについて、令名が説明しようとしたちょうどその時、

「……あら。私の携けい帯たいね」

　リビングの方から携帯電話の着信音が聞こえてきた。

　令名は席を立ち、リビングで電話を取る。数十秒間通話した後、

「……大変！」

　慌ただしい足音を立てて戻もどってきた。

「日名子と天慶が、ゲル山の仲間みたいな奴やつを見つけたって……！」

「なんだと!?」

　一人、カジマーが腰を浮かした。

　しかし令達にとっては、令名の言葉はある種の暗号にしか聞こえなかった。途と方ほうに暮れ、令名を見つめる。

　令達を急せきたてるべく、早口に令名は言った。

「事情は行きながら教える！　今すぐに中花見州臨海公園に行くわよ！」







「こっちこっち！」

　日名子と天慶は公園の隅すみの方、銀色のオブジェが林立する区画にいた。オレンジ色の光を放つ街灯の真下に立って、令達を手招きしている。

「ん……？」

　大きな声で呼ばれて、令名は違い和わ感かんを覚えた。

「日名子さん達、ゲル山の仲間を尾び行こうしていたんじゃ……？」

　が、その疑問はすぐに解けた。

　日名子達のすぐそばに、濡ぬれた紙切れのようなものが小さな山をなしていた。

「ああ、その……」

　言いにくそうに、日名子は頭をかいた。

「尾行がばれてしまって、襲おそわれたんだ。それでやむなく……」

　そして、腰にぶら下げている銃じゆうを掲かかげる。

「それは……水みず鉄でつ砲ぽう？」

　令が声を上げる。

「昨日、カジマー君がゲル山に水をぶっかけて撃げき退たいしていたんでね。用意しておいたのさ」

　小型の銃を模した、透とう明めいなプラスチックの水鉄砲だった。中に半分ほど水が残っている。

「実害は、大したことなかったんですけど……」

　天慶が押さえていた左頰ほおを見せる。殴られたような跡あとが残っていた。

「結局、誰だれがアビ島を操あやつっていたのかはわからずじまいです。すいません」

「……アビ島……？」

「私が便べん宜ぎ的に命名した」

　日名子は紙の山を指さした。

「なんとなく女性っぽく見えたから、アビ島ニョン子と呼ぶことにしたのさ。……こいつをこっそり尾行して、使し役えき者を突つき止めるつもりだったんだが……済まんね」

「いえ、先せん輩ぱい方が無事だというだけで、十分ですよ」

　令名は安あん堵どの息を吐はき出した。

「やれやれ」カジマーはオブジェに寄りかかった。「せっかくだから、この場を借りて双そう方ほう紹しよう介かいといこうか」

「それがいい。とは言っても……」

　日名子は手の中でくるくると水鉄砲を回転させ、令の顔に狙ねらいをつけた。

「君が秋島令君だってことは、言われなくてもわかる。令名君にそっくりだ」

　撃うつふりをして、再度水鉄砲を手の中で回し、腰こしにつけたホルスターに収める。

「そして、こちらはセンカ・ザ・カラミティ。公的には深江カラミティと名乗っている」

　カラミィに手を伸のばし、カジマーが紹介する。

「どうも」

　カラミィは小さく頭を下げた。

「そちらの、カラミティ君にそっくりな方は？」

　水を向けられて、イルルはかしこまった。

「センカ・イルル・ラヨシュ、ペルセフォネ・アースへの報告業務のため、花見州に来ております」

「カラミティさんの同一存在なんですね」

　天慶が発言した。それから改まって挨あい拶さつする。

「僕は相馬天慶です。よろしくお願いします」

　日名子は鷹おう揚ように手を振ふった。

「私は日名子美奈子。逢花高の超ちよう常じよう現象研究会、略りやく称しようＰＰＢの会長だ。二人とも、会員として私を支えてくれたまえ」

「会員？」

　怪け訝げんな顔をする令に、令名が説明する。

「あ、実は令もカラミィも、ＰＰＢに入会していることになっているから。やむを得ない事情があって」

「えええ」令は驚おどろきの声を上げた。「なんで勝手にそんな話が……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」日名子が令に声をかける。「私達はペルセフォネ・アースの関係者だ。君の活動を妨さまたげるようなことはしない。むしろ協力するよ」

「いや、それはまあ、いいんですけど……」

　令の反論は尻しりすぼみになった。

「予想通り、ピカソ強ごう盗とうは複数いたのね」

　令名は濡れた紙の山に視線を落とした。

「ということは、さらに三体目四体目が出てきてもおかしくないってことでしょ？　ねえカラミィ、何か心当たりはない？　この手の力を使う世界について」
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「知らない」カラミィは肩かたをすくめた。「戦ったことも、噂うわさに聞いたこともない」

「ま、仕方のないことさ」カジマーが言った。「スティクスに果てはない。俺はそれなりの数の世界を巡めぐっているつもりだが、一パーセントを踏とう破はしているかどうかすら怪あやしいもんだ。知らない力を使う敵は、いくらでも出てくるんだよ」

「それは、──」

　言いかけて──令は、不意に口をつぐんだ。

「…………!?」

　違い和わ感かんに、空を見上げる。

「……？　どうかしたのか？」

「ハイロウが開いた！」

　スティクスの向こうから来客が迫せまっていることを、令の感知能力が告げていた。場所は──

「何!?」

「何ですって!?」

　カラミィと令名が同時に言い、それぞれ令の頰に平手をかました。

「ぶッ!?」

　令は変な声を漏もらした。令の感知能力は、肉体的接せつ触しよくによって、他の天使とも共有できる。咄とつ嗟さに令と感覚を共有しようとすると、必然的にビンタになるのだ。

　一いつ拍ぱくおいて、カラミィも令名も、ハイロウの開く感覚を受け取る。

　そして令と同様、空を見上げた。

「ここに降りてくるの!?」

　令名が叫さけんだ途と端たん、空の色が変じた。赤く黄色い、スティクスの色に。

「しかも……ハイロウが八つ……!?」

　ハイロウの数を、カラミィは正確に数え上げた。

　スティクスの岸辺の空から、八つの光がまっすぐ地上目がけて落ちてきた。八人の天使がレンガ敷じきの地面に膝ひざを着地し、ゆっくりと立ち上がる。

「……まさか……」

　その最前面に立つ天使の姿を見て、イルルが叫んだ。

「フロッカ！　なんでここに!?」

　ああ、と令も声を上げた。そこにいるのは間ま違ちがいない、パイロニアで出会ったフロッカだ。出会った瞬しゆん間かんにイルルが射殺したはずなのに──

　ゆっくりと首を巡らせ、フロッカはイルルの姿を認めた。ニヤリと笑いかける。

「おおっと、こいつはラッキーだ。おまえもこっちに来てたのか──」

　最後まで言わせぬうちに、イルルは吹ふき矢銃じゆうを取り出してフロッカを撃うった。

「──くそッ！」

　さすがにこの不意打ちは予期していたらしく、フロッカはすぐそばにあったオブジェの陰かげに飛び込んだ。放たれた銃じゆう弾だんは、標的を失って海へと飛んでいく。

　それをきっかけとして、フロッカが引き連れてきた天使達が一いつ斉せい射しや撃げきを始めた。

「のわあ──ッ！」

　令達以下全員も、オブジェを盾たてとして隠かくれた。オブジェ群は銃弾を弾はじき、キンキンと高い音を立てた。

「……パイロニアから部下を引き連れてきたのか！」

　オブジェの陰かげからわずかに顔を出しつつ、令は叫んだ。

　一斉射撃もまた、吹き矢銃にて行われていた。よく見れば彼らの出いで立ちは、ウィッテンでよく見かけたものばかりだ。無む駄だにトゲトゲが多く、威い嚇かく的。

「その通りだ！　なめくさった真ま似ねをしてくれた機関の天使カロンどもをぶっ殺すために、スティクスを渡わたってきたのよ！　俺の部下の精せい鋭えい達を引き連れてな……！」

　言い返しつつ、フロッカは舞まい上がった。衝しよう撃げき波はが地面に叩たたきつけられ、周囲に風を巻き起こす。

　その姿は、完全にグリザードの人間のものに変じていた。その背に、セラフと同じ黒い翼つばさが生えている。

「どうして生きている！　おまえはイルルに撃たれたはず……！」

　質問を投げつつ、カラミィはフロッカを銃撃した。

「これが答えだ！」

　フロッカは何かを投げつけた。カラミィの魔ま弾だんはその何かを直撃する。何かはくるくると回転しながら、力無く地面に落ちた。

　街灯の明かりの下でも、その正体は視し認にんすることができた。

「本!?」

　厚い本の表紙、ちょうど真ん中のあたりに、六つの穴が開いていた。

「そいつが俺を助けてくれたんだよ！」

　旋せん回かいしながら、フロッカはカラミィに衝撃波を放つ。

「……こっち！」

　そばにいる令と令名の襟えり首くびを思い切り引っ張って、カラミィは別のオブジェの陰へと身を投げた。

　少し遅おくれてガスッと鈍にぶい音がし──銀色のオブジェが砕くだけた。削けずれたのは四分の一ほど、破は片へんとなって八方に飛び散っていく。

「ちょ……それ困るよ!?」

　令は焦あせった。オブジェが壊こわされたら、遮しや蔽へい物がなくなる。銃撃から身を守る物がなくなってしまったら、死ぬしかない。

「まずあいつに対処しないと！」令は指示を下した。「カラミィはフロッカを落として！　あとカジマーさんは日名子さんと天慶君を安全な場所へ……！」

「任された！」

　カジマーは即そく座ざに返事し、日名子と天慶を守りつつ、オブジェからオブジェへと陰を縫ぬうように後退していった。

「あとは、…………？」

　その時、令は遠ざかっていくハイロウの存在を感知した。

　フロッカ達とともにやってきた八つの光輪のうちの一つだ。オブジェ群の向こう側に潜ひそんでいるのは全部で六人、空を飛ぶフロッカを含ふくめると七人だ。八人目が、高速でこの場から離り脱だつしつつある。

　令は遠ざかるハイロウの方に目をやり──

「……あれか！」

　空を飛んで去っていく人物の姿を認めた。

「あれは……セラフか!?」

　その声にカラミィと令名が反応し、令の視線を追う。既すでにかなり遠くまで行ってしまいその姿は小さくなっていたが、間ま違ちがいない──たなびく金きん髪ぱつと大きな黒い翼は、間違いなくセラフのものだ。

　そのセラフが、カラミィ達には脇わき目めもふらず、どこかへ向かおうとしている。

（……どういうつもりだ？）

　なにか重要な目的のもとに動いているはずだ──因いん縁ねんの敵であるカラミィと顔を合わせることすらしない、ということは。なんとしても追いかけたいところだが──

「左！　左の方から人が来てますッ」

　マウスピースから口を離はなし、イルルが注意を促うながした。

　すぐに令も気がついた──一人だけ、こっそりとオブジェの陰を伝い、こちら側の陣じん営えいに接近している。

「お姉ちゃん！」

　令は令名にタッチし、迫せまる敵の位置情報を伝えた。

「任せて！」

　既に上うわ衣ぎを脱ぬぎ捨てて戦せん闘とう態勢を取っている令名が、背の触しよく手しゆを伸のばした。

「死ねやァァ──ッ！」

　令達の横手から飛び出してきたのは、アイガーだった。手に持つライターを口元に寄せ、今にも息を思い切り吐はき出そうとする。

「遅おそい！」

　それより早く、触手がアイガーの手を捕つかまえ、あらぬ方向に引っ張った。

「おうわッ!?」

　姿勢の崩くずれたアイガーの足に、令名はさらに触手を巻き付け──

「はああ──ッ！」

　アイガーの身体からだごと、前方に投げ飛ばした。

　投げ飛ばした先は、今まさに銃じゆう弾だんが飛び交かっている、敵と味方のどまんなか。

「なにぃ!?」

　突とつ然ぜんアイガーに射線を遮さえぎられ、反乱軍兵士達は一いつ瞬しゆん銃撃を止める。

「…………！」

　その隙すきに、イルルが素す早ばやく銃じゆうを連射した。うち二発がヒットし、反乱軍兵士二人を昏こん倒とうさせる。さらに三人目にも狙ねらいを付けるが──

「野や郎ろう！」

　さすがに、反はん撃げきが飛んできた。素早くイルルは身を隠かくし、弾丸装そう塡てんを行う。

「アイガー！　てめえはこっちで弾たま込ごめだけしてろ！」

　反乱軍兵士の怒ど声せいにアイガーは飛び起き、陰かげに飛び込んだ。動きを見ると、どうやら撃うたれずに済んだらしい。

「あっちはあと四人ですよ！」

「あと四人か……」

　まだ多い、と令は感じた。誰だれか、せめて一人でもセラフの跡あとを追わせたいところだが、戦力を割さくにはまだ早い。何よりカラミィの手が塞ふさがっているのが厳しいところだ。

「なかなかすばしこい……！」

　カラミィは何発も弾たまを撃ち込んでいたが、フロッカの動きを牽けん制せいするのが精せい一いつ杯ぱい、撃ち落とすには至っていない。フロッカが海上を飛んでいるのが、面めん倒どうなところだ。障害物なり壁かべなり、どこかに着弾させればそこから蔦つたを生やしてからめにかかることも可能なのだが、海と空が背景では根を生やす場所がない。

「それよ、どうしたーッ！」

　フロッカは空中で銃撃をかわしながら、隙あらば衝撃波を撃ち返してくる。長期戦になりそうな気配だった。

（さしあたり、セラフはほっとくしかない……！）

　令はそう判断した。今はただ、この場を生き延びることを考えなければならない。




（……あれですわね……）

　大型家電量りよう販はん店てんイージスのビルを発見して、セラフは高度を落とした。

　普ふ段だんはこのビル前の広場に陣じん取どっている、とセラフはディオーラから聞いていた。近くの木立に着地、一いつ旦たん岸辺から通常空間に戻もどり、広場に出る。

　ディオーラは街灯の直下、煉れん瓦がで囲まれた植え込みの前に腰こし掛かけていた。

「……おや、セラフ？」

　ディオーラもすぐにセラフの姿を見つけて、片眉まゆを吊つり上げる。

「定期会合はまだ先だと思ったが。なにかアクシデントでも？」

「その通りです」

　足早に、セラフはディオーラに接近する。

「ギア・クラウドが機関に押さえられました」

「そうかい。でも、ギア・クラウドの生産能力を別世界に移い譲じようするってのは予定通りだろ？」

「ええ……、でも、パイロニアの方にも機関の手が伸びてきています。ライターを根こそぎ奪うばい去られたそうで」

「なんだと」

　ここで初めて、ディオーラの顔が怒いかりに染まった。

「このディオーラが必死こいて買い集めた努力の結けつ晶しようを、奪われただと？」

「文句はフロッカに言って下さい。パイロニアでの責任はあいつ持ちなんですから……」

「パイロニアとギアテクト、両方に機関の手が伸びてきた……？」

　口元を手で隠し、ディオーラは考え込んだ。

「機関の奴やつら、俺達の作戦に気づいたということか？」

「……その通りッスよーッ」

　突然、銀色の硬こう貨かが凄すさまじい勢いで飛んできて、ディオーラの顔面を狙った。

「…………ッ！」

　咄とつ嗟さに反応して、セラフがそれを空中でキャッチする。

「……いったァッ」

　手の平に激げき烈れつな衝しよう撃げきを食くらって、セラフは悲鳴を上げた。キャッチした物を取り落とす──が、地面に落ちるより早く、ディオーラが拾った。

　百円玉だった。

　そして、この百円玉を投げつけてきたのは──

「話はおおよそ理解したッスよ……あんた達が何をしようとしているのか」

　センジュだった。

　広場の向こう側から、センジュがゆっくりとした足取りでディオーラ達の方に歩み寄ってきていた。

「センジュ、随ずい分ぶんな挨あい拶さつですこと……！」

　痛みを散らすべく、セラフは硬貨を受けた手をひらひらさせた。

「あんたらの製作物だから、あんたらに返してやろうと思ってね」

「どうしてここがわかったのですか」

「偶ぐう然ぜん、セラフが空を飛んでいるのを見かけた」

「それはそれは」

　責めるような視線を、ディオーラはセラフに投げつけた。

　センジュはディオーラに目を向ける。

「そちらは？　見たところ、あたしらの同一存在のようッスけど……」

「知らない相手の顔面にいきなり物を投げつけるとは、我が同一存在ながら随ずい分ぶん無ぶ粋すいな輩やからだな」

　ディオーラは胸を張ってセンジュをにらみ返した。

「俺はセンカ・ディ・オ・ラ・レナート！　ピクトグランマ出身の、ハデスの天使だ」

「ピクトグランマ？　初耳ッスね」

　センジュはわずかに首を傾かしげた。

「あいつはセンジュ、エラト・ジュリエル・センカ、アイソートの改造人間」

　セラフがディオーラに言った。

「ギア・クラウドを潰つぶしたのは、あいつですわ」

「アイソート？　ははあ、なるほどね。同じ改造人間を相手にするのは、さすがのシフリも手を焼いたってことか」
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　シフリの名を出されて、センジュはわずかに表情を硬くした。

「となると──このディオーラも、心してかからなければならないようだな！」

　ハイロウを、ディオーラは発現させた。それを見てセラフとセンジュも光輪を頭上に現し、その場は自動的にスティクスの岸辺へと移行する。

「その前に、確かく認にんしておきたいことがある」

　ディオーラを制して、センジュが問いかけた。

「あんた方が行っていたことについて。特に、それとか」

　ディオーラの手の内の百円玉を指さす。

「それ、あんたらが作った偽ぎ造ぞう硬こう貨かッスよね？」

「認めよう。その通りだ」

　ディオーラはあっさりと認めた。

「そもそもの始まりは、ヴェルダーがパイロニアの良質な鉱物を大量に欲ほつしている、っていう話を聞いたことでね。すぐに俺は、パイロニアに花見州のライターを輸入することを思いついたのさ。炎ほのおの力を操あやつりたい平民連中に売りつければ大もうけできるし、機関よりのパイロニアの支配体制も揺ゆるがせられるし、一石二鳥だ。だからシフリに話をつけて、必要な面めん子つを集めて、計画を開始したんだ」

　自じ慢まんげに、ディオーラは経けい緯いを語り続ける。

「一番難しかったのが、ライターを手に入れることでね。安定供給を行うためには、ライターを直接強ごう奪だつするわけにはいかない。騒さわぎを起こせば、機関の目を引く可能性もある。だからこのディオーラが描かきたくもない似顔絵を描いてみたり、我が『作品』に強ごう盗とうをさせてみたり、ってな地味な方法で金をかき集めてみた。が、所しよ詮せん人一人のできることには限界がある。どうしたものか、と迷っている時に、ぱっと閃ひらめいたんだ──ギア・クラウドで偽造硬貨を作ってもらったらどうか、ってね」

「それで百円玉、ッスか」

「その通り。ギア・クラウドの加工技術が優すぐれていることは知っていた。事実、既すでに作品を市場にばらまいているけど、偽にせ金がねがみつかったって話はどこからも聞かれないだろ？」

「……マジッスか」

　しばらくの間花見州を離はなれていたので、センジュにはその話が本当かどうかにわかに判断はつかなかった。が、あり得ない話ではない。

「花見州からパイロニアにライターを持ち込んで、パイロニアからギアテクトに鉱物を売り込み、ギアテクトから花見州に偽造硬貨を流す。美しい形じゃないか。トライアングルという形状は、シンプルでかつ安定的だ」

「ま、三角形を維い持じしていられるのも、ここまでッスけどね」

　センジュはわずかに腰こしを落とし、構えた。

「ギア・クラウドは潰したし、パイロニアにも機関の介かい入にゆうが始まった。そしてあんたは、あたしがこの場でぶっ倒たおす」

「ははッ！　大した大口だな！　おまえにこのディオーラが倒せるものかね！」

　ディオーラは指を三本立てた。

「おまえが勝てない理由は三つある！」

「へえ」センジュは目を細めた。「後学のために、教えてもらおうじゃないッスか」

「まず一つ。おまえの力の程度は、セラフから聞いている。実力的にはセラフよりも劣おとるそうだな」

「…………」

　センジュは何も答えなかった。

「二つ目。この俺の力は、君の力を凌しのいでいる」

「それは納なつ得とくしかねるッスね」センジュは言った。「あんたの力がどれほどのものか、確かめてみない限りは」

「だったら、教えてやろう」

　植え込みを囲う煉れん瓦がに立てかけていたスケッチブックを、ディオーラは取り上げた。

「ピクトグランマの絵え描かきは己おのれの血をインクとし、描いた絵を実体化させることができる」

　髪かみの羽ペンを執とり、インクを取り出して、ディオーラは白いキャンバスに手早く絵を描き始める。

「絵を描くたびにいちいち自分を傷つけるのは面めん倒どうだから、いつもはあらかじめ血を混ぜたインクを使っているがね……」

　一分も経たたず、ディオーラは絵を完成させた。芋いも虫むしの身体からだに大きく裂さけた口、無数の足がくっついた、不気味なクリーチャーだった。

　ぬめり、とそのクリーチャーが身じろぎした。

　芋虫はスケッチブックからはい出してきた。身体の半分以上が外に出ると、べちゃりと煉瓦の床ゆかに落ちる。

「うわ、わわわ」

　そのリアルさ、グロテスクさは、セラフが顔を青ざめさせるほどだった。

「どうだね、このディオーラの作品は！」

　ディオーラは何のためらいもなく芋虫を拾い上げ、センジュ目がけて放り投げた。

「…………！」

　センジュは動どう揺ようした。叩たたき落とすことも可能だったが──

（触さわりたくない……！）

　ほとんど本能的に、センジュは横にジャンプして避さけた。

　芋虫は煉瓦の地面に激げき突とつすると、中身の詰つまった水風船のように破は裂れつした。ただし飛び出してきたのは水ではない──赤く、黒く、黄色い、よくわからないネバネバとしたものだ。

「うわ！　うわーッ!?」

　あまりのグロさに、センジュは不気味な悲鳴を上げてしまった。

「感情を揺ゆさぶられるだろう！」

　センジュの態度に、ディオーラは満足感を覚えていた。

「『作品』には、描き手のイメージを乗せることができる。単純な命令を与えることもできる。これが俺の力だ」

「そースか、そースか」

　動揺してしまったことを悔くいながら、センジュは改めて構え直した。

「たしかにそこは、負けを認めなきゃなんないッスかね。あたしは純真な人間だから、そんなグロいイメージなんて全然想像できないもの」

「三つ目、最後の理由！」

　ディオーラはスケッチブックを折りたたみ、足あし下もとに置いた。

「何な故ぜこのディオーラが、長々と話をしてやったと思う？」

「長話……」

　言われて、センジュははっと気がついた。

　先ほどから、周囲の植え込みががさがさと音を立てていた。風に吹ふかれているからだ、と思って無視していたが──風の音ではない。

「『作品』が位置に着く時間を稼かせいでいたんだよ！」

　その声とともに、センジュの周囲の植え込みが一いつ斉せいに音を立てた。

　植え込みから飛び出してきたのは、さきの芋虫に似た、あやかしの群れ。

　大ムカデ、小鬼、煙けむりのような物、全身鱗うろこの生えた牛──昔の妖よう怪かい絵図から抜ぬけ出てきたような妖怪達が、センジュの後背側から一斉に襲おそいかかる。

　さしものセンジュも、物量に押し潰つぶされる──セラフが確信した、次の瞬しゆん間かん。

「……ぬうううん！」

　センジュは、上着を裂いた。

「……え!?」

　奇き行こうとしか見えないその様子に、セラフが驚おどろきの声を上げる。

　上着の下から出てきたのは、首の裏側で結ぶタイプのシャツだった。背中が大きく露ろ出しゆつしている。

「取っておくつもりだったけど、仕方ないッスね……！」

　肩けん胛こう骨こつが、蓋ふたのようにぱかっと開いた。

　蓋部分はくるりと回転し、内側を空へと向ける。開いた部分から現れたのは、ミサイルランチャーの装そう塡てん口。

「……一斉発射ッ!!」

　センジュのかけ声とともに小型ミサイル群が次々着火、打ち上げられていく。

　アミスの体内に残っていたミサイル制せい御ぎよプログラムを、センジュは花見州に戻り次第速攻で取り込んだのである。プログラムの精度は高く、ミサイル群は次々と妖怪達を捉とらえて爆ばく発はつ、センジュの頭上で凄すさまじい爆音を轟とどろかせた。
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「俺に恥はじをかかせたおまえらは絶対許さねえ……！」

　フロッカは右へ左へ舞まいながら、衝しよう撃げき波はを何発も地上へ撃うち下ろす。

「ただし、この場で殺しはしねえぜ。パイロニアに連れ帰って晒さらし者にしてやらなきゃ気が済まねえ。ケツから口まで杭くいをぶっ刺さして、天日干しにしてやる！」

　その光景を思わず想像してしまい、カラミィは眉まゆをひそめた。

「……バーベキューを食べるのは好きだけど、バーベキューにされるのは遠えん慮りよ！」

　オブジェを盾たてにしつつ、カラミィは撃ち返す。しかしながら、フロッカにヒットする気配はない。それどころか──

「危ない！」

　令がカラミィの襟えりをつかみ、強ごう引いんに引っ張った。

　直後、真横から飛んできた銃じゆう弾だんが鼻先をかすめる。

「…………!!」

　カラミィは慌あわてて身体からだを丸めた。フロッカを追うのに夢中になるあまり、反乱軍の面々の射線に乗り出していたようだ。

「ありがとう、令……」

　感謝の言葉を述べつつ、

（集中できない……！）

　胸中は焦あせりで一いつ杯ぱいになる。上と横、二方向から狙ねらいをつけられている以上、どちらか一方に注力しすぎれば、もう一方に撃たれる。

「近寄るんじゃあない──ッ！」

　接近を試みる兵士に対し、イルルは炎ほのおのブレスを吹きかけた。

「ぬあッ」

　兵士はすぐさま後ろに飛んで逃にげた。直後、炎が煉れん瓦がの地面をなめるように焼く。その熱気に、他ほかの兵士達も身体を引っ込めた。

「ああもう、忙いそがしいですねえ……！」

　その間に、イルルも六連装吹き矢銃に弾たまを込め直す。こっちもどうにか戦線を維い持じするのが精せい一いつ杯ぱい、敵を制圧するにはほど遠い。

「どうすればいいのよ!?　この状じよう況きよう！」

　さしもの令名も、この状況では手も足も触しよく手しゆも出なかった。銃弾の雨の前には、接近することすらままならない。

「私の力を発揮するには、相手が悪すぎるわよッ」

「相手が悪いって言われても……！」

　状況を打破するアイデアは、まったくわいてこない。令は絶望に捕とらわれかけたが──

「……なんだ!?」

　不意に、反乱軍兵士の一人が妙みような声を上げた。

「おお……おわあ!?」

　連れん鎖さ的に兵士達は妙な悲鳴を漏もらした。それを境に、銃じゆう撃げきが令達の方向からあらぬ方向へとシフトする。

「どうした……!?」

　異変に気づき、令はこっそりと顔をオブジェの端はしから出す。

　そして、異変の正体に気がついた。

　反乱軍の隊列に迫せまる一団があった。人のような姿でありながら定型を持たず、炎のようにゆらゆらと揺ゆれる影かげの群れが。

「怨おん霊りようか！」

　ここで初めて、公園内で開いているハイロウの数が一つ増えていることに、令は気づいた。増えたハイロウの方向へと視線を投げると──

「……随ずい分ぶん手こずっているようさの？」

　黄と黒の仮面を被かぶった少女が、わずかに盛り上がった土手の上に立っていた。

「マナ！」

　喜びの声を、令名は上げた。

　怨霊達にとっては、銃弾の雨など痛くもかゆくもなかった。弾が貫かん通つうすることによって幽ゆう体には穴が開き、散っていく。しかし、彼らの前進を妨さまたげるものではなかった。

「うわ、うわああ──ッ!?」

　怨霊達は兵士達の身体に触ふれ、生気を吸い上げる。ドレインタッチを受けた兵士達は生気を失い、次々に膝ひざをつき、吹ふき矢銃を取り落として、その場にうずくまっていく。

「やめろ、やめろよ！」

　最後までアイガーはじたばたと手足を振ふり、怨霊達を追い払はらおうと努力を続けた。しかし、怨霊達は煙けむりのように軽くはない。やがてアイガーもその場にぺたんと倒たおれてしまった。

　とうとう、銃撃音は完全に止やんだ。

「はあ……」

　脱だつ力りよくして、イルルがその場に腰こしを落とした。

「よくわかりませんけど、助かりました……」

「助かったよ、マナ！」

　令が手を振る。

　マナは仮面を外しながら土手から降りてきた。仮面の下から出てきたのは、得意満面の笑えみ。

「この程度、儂わしにとっては朝飯前よ。だが、油断するにはまだ早いぞ……」

　警告して、空を見上げる。

「これで集中できる……！」

　カラミィがマジカルステッキから魔ま弾だんを連射する。

　その言葉の通り、命中精度が上がり始めた。フロッカの身体の正面を狙う弾はさすがに衝撃波で撃うち落とされるが、黒い翼つばさの端はしの方、あるいは足先を狙う弾が、次々と命中する。

「なんだと……!?」

　フロッカは慌て、そして気がついた──地上の部下達が全ぜん滅めつしていることに。

　数秒間呆ほうけた後、

「ここは……逃にげる！」

　即そく断だんした。イタチの最後っ屁ぺのごとく、一発強きよう烈れつな衝撃波を放つと、くるりと百八十度方向転てん換かん、衝撃波を推進力に去っていく。

「っと……！」

　最後の衝撃波を大きく横に飛んで避さけ、すぐさまカラミィは照準をフロッカの背に合わせようと試みる。

　が、三秒も経たたぬうちに、カラミィはマジカルステッキを下ろした。

「どうしたの、カラミィ!?　あいつを逃がしちゃ……！」

　令が声をかけるが、カラミィは首を横に振る。

「必要ない」

　どういう意味だ、と令は訝いぶかったが──すぐに悟さとった。

　岸から一定距きよ離りまで離はなれたところで、フロッカの手から放たれる衝撃波が突とつ然ぜん弱まった。

「……なに!?」

　フロッカは声を上げた。が、衝撃波が勢いを取り戻もどすことはなく──フロッカの身体からだは重力にとらわれる。

「ああああぁぁぁぁ…………」

　やや間の抜ぬけた悲鳴は、水すい没ぼつ音で締しめくくられた。

「……レビまで逃げたのか」

　花見州の外側は、全すべてスティクス・レビに包まれている。レビはスティクス粒りゆう子しの出入りを遮さえぎる壁かべだ。パイロニアとは異なり、地球のレビの下では、取り込める粒子は極きよく端たんに減る。島から離れすぎたことで、フロッカは自分の体重を支えるだけの出力を得ることができなくなったのだ。

「花見州のゲートが狭せまいこと、誰だれからも教えられていなかったみたいね」

　呆あきれ気味に、令名が言った。

「た……助け……溺おぼれる……！」

　フロッカは海面に出たり入ったり、上下を繰くり返しながら、必死に手足をバタバタさせている。

「しかも、泳げないのか……」

「パイロニアでは、水泳の習慣はありませんからね……」

　令が苦く笑しようし、イルルも苦笑で応じる。

「さすがに、溺でき死しさせるのは寝ね覚ざめが悪い」

　カラミィが岸がん壁ぺきに弾丸を三発撃ち込んだ。着ちやく弾だん点から生えた蔦つたは海へと伸のび、絡からまり合いながら水面を進んでいく。

「これなら問題あるまい」

　伸びる蔦を引っ張って、マナが強度を確かめた。

「あいつの始末は、儂に任せてもらおう」

　ハイロウの中から青い面を取りだし、装着する。と同時に、海面に怨おん霊りようが現れた。

「それは……溺死者の怨霊を呼ぶ面かな」

「その通り」マナは頷うなずいた。「今、怨霊達のいる場所が、ゲートの縁ふちだ。フロッカをあそこまで引っ張り込んだら、怨霊達に触さわらせて生気を抜き、抵てい抗こうできないようにする」

「それで問題ない」

　カラミィは承しよう諾だくした。

「それよかカラミィ、おぬしらはセンジュの手助けに行ってくれ。そこで寝ね転ころがっている連中も、儂が面めん倒どうを見る」

　マナは、力無く倒たおれている六人の反乱軍兵士を示した。

「待て……」

　アイガーが、苦しげな息を吐はきながら、腕うでを伸ばした。

「アイガー」カラミィが気づいた。「ここで再会できるなんて、意外。何しに来たの」

「心臓だよ、俺の心臓……」

「心臓……」

　カラミィはわずかに考え込んだが、すぐにぽんと自分の足を叩たたいた。

「ああ。あれ、ウソ」

「ウソ!?」

「あの時の一いち撃げきは、あなたの背中の傷を治してあげただけ。あなたの心臓には何もしていない」

「なん……だと……」

「あなたを説得するために、出任せを言っただけ」

「…………」

　がくり、と腕を落とし、アイガーは気絶した。

　よほどのショックだったんだろう、と令はわずかに同情した。とはいえ、そもそもは令達の命を狙ねらって襲おそいかかってきた輩やからである。それほど心は痛まない。

「センジュも来てるの？」

　令はマナに問いかけた。

「セラフが空をすっ飛んでいくのを見て、そっちを追いかけておる。行ってやってくれ」

「そう言えば」

　精神集中して、令はハイロウの開いている場所を探さぐった。

　すぐに見つかった。おそらくはセラフの物であろうハイロウのそばに、さらに二つハイロウが開いている。

「二つ……？」

　うち一つはセンジュの物だろう。では、残り一つは──

「ハデスの天使か」令はそう結論した。「急ごう。場所は──多分、イージスのあたりだ」

「イージス？」

　カラミィが小さく首を傾かしげる。

「イージスならこっちよ！」

　令名が手招きして、走り出す。令、カラミィ、イルルがその跡あとを追った。







「はああ──ッ！」

　爆ばく風ふうの中から飛び出して、センジュはディオーラに突とつ撃げきした。

「ディオーラ……！」

　ディオーラを守るべく、セラフが矢面に立とうとしたが──

「逃にげるぞ、セラフ！」

　既すでにディオーラはイージス店内目指して駆かけ出していた。

「……なんですって!?」

　意表を突つかれて、セラフの声が裏返った。

「文句は受け付けない！」

　脇わき目めもふらず、ディオーラはイージスの正面入口に飛び込んでいく。

「……そうですかッ」

　二発、セラフは狙いも定めずに衝撃波を放ち、ディオーラについていった。

「逃がさないッスよ……！」

　衝撃波を避さけるのは難しくなかった。大きく迂う回かいしつつ、二人を追いかけようとし──

「グガアアア──ッ」

　突とつ然ぜん、横手から大きな影かげが飛び出してきた。

「ぬうッ!?」

　二本の腕を組み止め、センジュは敵と組み合う。

　センジュの眼前に現れたのは、キュビズム風味の虎とらの顔だった。

　顔も虎、全身を覆おおう毛皮も虎のものだが、その胴どう、腕と足の生え方は、明らかに人間のものだ。

「これがディオーラの『作品』ッスか……！」

　凄すさまじい膂りよ力りよくで締しめ上げられて、センジュはじりじりと押された。上から押さえ込まれるようなプレッシャーに、膝ひざが折れかける。少しでも油断すれば、あっという間に頭を嚙かみ裂さかれてしまいそうだ。

　だが──

「雑魚ざこなんかに構ってらんねえんスよォ──ッ！」

　全力で、センジュは虎人間を突き放した。

　虎人間がたたらを踏ふんだ隙すきに、センジュは地を蹴けって高く飛び上がり──

「はああ──ッ」

　右足を天高く振ふり上げた。

　小さな機械音とともに、右足のアキレス腱けんのあたりから丸まる鋸のこの刃はが飛び出した。直径五センチ程度の丸鋸が三連、ふくらはぎに沿って配置されている。

　センジュは一息に刃を振り下ろした。

「ゴアアッ」

　踵かかと落としを、虎人間は左ひだり肩かたに受けた。丸鋸の切れ味は鋭するどく、肩かたから胸、胴を通って腰こしに達し、股またの間を抜ぬける。

　ものの見事に虎人間は真っ二つになり──

「…………」

　もはや声も上げず、虎人間は左右に分かれて崩くずれた。虎の身体からだは模造紙に戻もどっていき、音も立てずに紙くずと化す。あとに残ったのは、二つに裂かれた虎人間の等身大イラストだった。

「念のため……」

　センジュは模造紙を拾い上げ、千々に引き裂き、ぱっとばら撒まいた。

「急がないと、セラフ達に逃げられるッスね……」

　呟つぶやいて、センジュはイージスの門をくぐった。




　スティクスの岸辺にあっては、基本的に機械は用を為なさなくなる。故ゆえにイージス内の照明は全すべて止まっているのだが、決して真っ暗ではない。スティクスは空間そのものが光を帯びているので、店内も室外同様の光度を保っている。

（個人的には、真っ暗な方が好都合なんスけどね……）

　赤外線センサーの用も為す目を右に左に動かして、センジュは敵の姿を捜さがす。

　スティクスの岸辺は、動物を除く実世界のありようをありのままにトレースする。すなわち、センジュの前に広がっているのは無人の家電売り場だ。隠かくれる場所はそこかしこにある。

（これは面めん倒どう……）

　セラフとディオーラがどこに潜ひそんでいるのか。視し認にんするのは極きわめて難しい。

　ならば、とセンジュは耳を澄すませた。体内に装備されている音感センサーの感度を上げれば、いずれは二人の呼吸音すら捉とらえられるはず──

　予期していたより早く、背後の側に反応を得た。

　素す早ばやく振り向くセンジュ。大きく踏み出して──

「!?」

　誰だれもいなかった。そこは携けい帯たい電話売り場のブースで、人ひと影かげと見えたのは、イメージキャラクターを務めるタレント、道みち倉くらいなみの等身大ポップだった。人の気配はない。

（……気のせい？）

　自分の感覚を、センジュは疑った。たしかに音が聞こえたような気がするのだが──

「ム？」

　センジュはあることに気がついた。

　道倉いなみの片足が、ポップからはみ出して、床ゆかについている。

　間を置かず、もう一方の足も進み出てきた。

「……なにぃ!?」

　ぬるり、と道倉いなみはポップを振り払はらい、その全身を現した。予想外の事態に固まってしまったセンジュ目がけ、携帯電話片手に襲おそいかかる。

　反射的に身体が動き、センジュは前蹴りを放った。

　いなみはあっさりと吹ふっ飛んだ──顔には笑え顔がおを張り付けたまま。携帯電話を展示する棚たなに激げき突とつし、周囲のオブジェをまとめて崩ほう落らくさせる。

「これも……ディオーラの力ッスか!?」

　先の芋いも虫むしと、現象としてはまったく同一だった。異なるのは、元となる絵がディオーラの手て描がきか写真か、という一事のみ。

　いなみは棚の下した敷じきになってしまったらしく、起きあがっては来なかった。じたばたともがいているのが見える──相変わらず、笑顔のままに。

（この近辺に、似たようなポップがあと四つ五つはあったはず……）

　その事実を思い出した時、既すでにセンジュは周囲を囲まれていた。

　手に同じ携けい帯たいを持ち、同じ笑顔を顔に張り付けた、五人の道倉いなみに。




「このディオーラの力は──」

　イージスの四階、オモチャ売り場にて、ディオーラはセラフに説明していた。

「他者の描えがいた絵に一筆描き加えただけでも、コントロール権を得ることができる。それは突つき詰つめて言うと、なんらかの物体として認識しうる絵であればなんであろうと、俺の血を塗ぬりつけてやれば動かすことができる」

「それで、ここに来たのですか……」

　売り場に山積みになっている商品群を眺ながめながら、セラフは呟く。

「俺にとって、ここは宝庫だ。兵隊をいくらでも生み出すことができる」

　ディオーラはインク瓶びんを取り出した。

「だが、一つ一つに筆を入れていくのは面倒だ。ちょっと派手にいってみようか！」

　言って、ディオーラはインク瓶を放り投げた。

「わかりましたよ……っと！」

　小さな衝しよう撃げき波はを放ち、セラフは空中で瓶を砕くだいた。

　インクは空中で盛大に広がり、真下の商品群に雨のごとく降りかかっていった。




「そらあああ──ッ！」

　センジュは道倉いなみにジャイアントスイングを仕し掛かけて放り投げ、もう一人のいなみを巻き込んだ。二人は抱だき合うようにして床に激突する。

　どんなに痛い目にあっても、彼女たちは声を上げない。もともとは絵なのだから、当然ではあるが。しかし一応人の姿ではあるだけに、かなり不気味だ。

　追い打ちを仕掛けようとセンジュは素早く突とつ進しんする──が、その必要はなかった。二人とも胴どうの部分から裂さけていて、もとの絵の状態に戻もどっている。それでも一応、センジュは絵をさらに細かく引き裂き、無力化した。

　全すべてのいなみを黙だまらせたことを確認した後、センジュは周囲を見み渡わたした。

「ディオーラ達は……上スかね」

　一階ではなんの音もしない。売り場は四階まであるはず、とセンジュはエスカレーターを目で捜さがし──

「…………！」

　一番最初に目についたエスカレーターに、何かが現れた。

　一いつ瞬しゆん、蜂はちの群れのように見えた。だが、蜂にしては大きすぎる。

　その上、蜂の割にはフォルムが機械めいていた。

「……ロボット!?」

　身長十五センチほどの小型ロボットの群れが、身の丈たけに合った長さのソードを握にぎり、センジュのもとにわらわらと押し寄せてきた。

「ちょ……何スかこれ!?」

　先頭を切って飛んできたロボットを、センジュは叩たたき落とした。ロボットはあっさりと落ちたが、その陰かげから二体三体と二の手三の手が飛んできて、ソードをセンジュの腕うでに突き刺さす。

「…………！」

　ソードには思いの外強度があった。慌あわててセンジュはロボットを薙なぎ払う。けれども、新たなロボットが次から次へと飛んできては、センジュにまとわりつこうとする。

「これは……！」

　その場で全て撃うち落とそうとする努力は無益と悟さとり、センジュはじりじりと後退、ついには逃にげ出した。

「ディオーラの奴やつ……こんなこともできるんスか……！」

　プラモデルの箱の表紙絵だ、とセンジュは気がついた。オモチャ売り場に山積みにされているであろうプラモデルの箱に血だかインクだかを塗りつけ、動かしているのだ。まるで組み上げられたプラモデルが、アニメの劇中のごとく稼か働どうしているかのようだ。

「見たことがあるッスよ……これ……！」

　マナがやたらとご執しゆう心しんのアニメ、「天空要よう塞さいグリーンアーク」に出てくる、マリンＭエクスプＥローラーと称しようされる機動兵器群だった。

　今、センジュの周囲にまとわりついているのは、接近戦用のＭＥだ。たしかあのアニメには、ミサイルを装備した遠えん距きよ離り専用のＭＥもいたはず──

　と思ったそばから、ミサイルが飛んできた。しかもウジャウジャと。

「ご冗じよう談だん……！」

　背中のバーニアをふかし、センジュは地を蹴けった。空を飛んで回かい避ひ行動を取る──が、ミサイルはきっちりとセンジュを追つい尾びしてくる。

「性能もアニメと一いつ緒しよッスか!?」

　センジュは速度を上げた。ＭＥは簡単に振ふり切れたが、ミサイルはまだついてくる。

「だったら……！」

　大きくセンジュは空中を旋せん回かい、進路を百八十度変え、ＭＥの群れ目がけて思い切り突っ込んだ。

　頭を腕で覆おおいながら、ダメージ覚かく悟ごでＭＥの群れと交こう錯さくする。いくつものソードがセンジュに突つき刺さった──が、どうにか群れを突っ切ることに成功する。

　一いつ拍ぱく遅おくれてミサイルがＭＥ群に突っ込み──大爆ばく発はつを起こした。

「これでどう!?」

　センジュは着地し、後背を振り返る。

　ＭＥにミサイルがぶつかり、連れん鎖さ的に小爆発が発生して、爆風の雲をなした。

　雲が収まったあと、まだ残っていたのは四、五体ほどのＭＥのみ。この程度ならもはや敵ではない。

（ＭＥが上から来たということは、ディオーラも上にいるということ……！）

　勇んでセンジュはエスカレーターに飛びつこうとしたが──今度は、横手に気配が現れる。

「マジッスか!?」

　別のエスカレーターから、ＭＥ群第二陣じんが飛んできた。第一陣と変わらぬ物量で押し寄せてくる。

　再びさっきの方法で殲せん滅めつすべきか、あるいは無視して上階に向かうべきか。判断に迷いつつ、センジュはバーニアに火を灯ともして地を蹴り──

「ぬぐッ!?」

　前面の柱に激げき突とつした。

（しまった……！）

　よそ見が原因の単純なミスだった。センジュは床ゆかに転てん倒とう、白物家電コーナーの通路に叩きつけられる。

「……はッ!?」

　身を起こした時には、既すでに頭上にＭＥが迫せまっていた。その一層上では、遠距離専用ＭＥがミサイルを発射している。

（これは……避さけられない!?）

　逃げる暇ひまはなかった。

　そう悟った瞬しゆん間かん、センジュは右みぎ腕うで表面をスライドさせ、コンソールについている自じ爆ばくボタンを押し込んだ──




　一度目とは比べものにならない大きさの爆ばく音おんが、階下で轟とどろいた。

　爆音はやがて収まり──完全な静せい寂じやくがイージス内を支配する。

「……決着、ついたかな？」

　ディオーラは呟つぶやいた。

「そのよう……ですね」

　セラフが慎しん重ちように同意する。

「確かく認にんした方がいいだろうな」

「アイソートエンジンを回収しましょうか」

　ディオーラの提案にセラフは応じ、二人は階下に降りていった。

　戦いの跡あとを見つけるのは、難しいことではなかった。白物家電コーナーの商品が、あらかたなぎ倒たおされていた。

「ここだここだ」

　ディオーラはコーナーに足を踏ふみ入れた。床には焼けこげた紙し片へんがいくつか散らばっている。爆発に巻き込まれたＭＥのなれの果てだ。

「やった……ようですね」

　セラフがあるものを見つけ、拾い上げる。それは黒く焦こげ、原形をあまりとどめていなかったが、それでも右腕のようなものに見えた。

「これ、多分センジュのパーツですよ」

「なるほど」

　答えつつ、ディオーラは周囲を捜した。が、センジュの他ほかのパーツは見あたらない。

「……まさか、アイソートエンジンごと自爆しちまったのか？」

「ありえますね。敵に渡わたすくらいなら……と」

　センジュの右腕を、セラフはじっくりと眺ながめた。

「これで腐くされ縁えんが一つ消えたかと思うと、少々残念ですね。しかし、シフリはこれで満足してくれるかしら……？」

「さしあたり、どうでもいい。これで今日もまた、このディオーラの作品の優ゆう秀しゆう性が証明されたというわけだ！」

　ディオーラは勝ち誇ほこった笑い声を立てた。

「さて、こいつの仲間に追いつかれる前に去るとするか……」

　裏口から出て行こうと一歩を踏み出した、その時。

　単身者用の小型冷蔵庫の扉とびらがばっと開いて──ディオーラは足首を摑つかまれた。

「……な……」

　何事か、と足あし下もとを見下ろすと──そこには、足首を摑む左手と、まっすぐにディオーラをにらむセンジュの目。

　まずい、と思った時には遅おそかった。

「はああああッ」

　電でん撃げきを、センジュは放った。バン！　と炸裂音が走る。

「んぐゥッ!?」

　全身に激痛が走る。たまらず、ディオーラはその場に崩くずれ落ちた。

「なん……で……!?」

　完全に油断していた。

　そんな小さな冷蔵庫にセンジュの身体からだが入るはずがあるか──という疑問は、すぐに氷解した。

　センジュの身体は、腰こしから下がなかった。

「……ディオーラ!?」

　少し遅おくれて、セラフが異常に気づく。

　センジュの隣となりの冷蔵庫の扉が開き、センジュの下半身が飛び出した。器用に冷蔵庫を両足で挟はさみ込むと、セラフに向かって投げつける。

「ぬあッ!?」

　予想外の攻こう撃げきをかわせず、セラフは冷蔵庫と抱だき合いながら転倒する。

「右腕を爆ばく弾だんにして、ＭＥを全部吹ふき飛ばしたんスよッ」

　センジュは残っている左ひだり腕うでで床を這はい、下半身との合体を試みた。

「ぬぐお……ッ！」

　ディオーラはどうにか意識を保っていた──が、身体が思った通りに動かない。生まれたての子馬のようなおぼつかない動きで、必死に逃にげを打つ。

「セラフ、た、助け……！」

　セラフは冷蔵庫をはねのけて、ディオーラのもとに飛びついた。

「摑つかまって……！」

　ディオーラを抱かかえつつ、センジュに衝撃波を放つ。

「くうっ」

　どうにか合体を果たしたセンジュは、バーニアをふかして床ゆかを滑すべり、衝撃波を回かい避ひした。

　セラフは宙に浮うき、そのままセンジュから離はなれる──が、センジュもすぐに追いかける。

「逃げられますか……？」

　セラフは自問した。ディオーラを抱えている以上、センジュの方が早いに決まっている。さらにセンジュは右みぎ腕うでがない分軽い。容易に追いつかれそうだった。

　とはいえ、ディオーラを捨てて単身逃げるのは、セラフの矜きよう持じが許さない。

「逃げ切る！」

　ディオーラは断言した。電撃を食くらったせいで、ろれつが回らなかったが。

「このまままっすぐ外に飛び出るんだ！　外の絵に俺の血を塗ぬったくる！」

　正面は前面ガラス張りの大窓だった。その向こう側には広場がある。

「わかりました……！」

　セラフはそのまま突とつ撃げき、身体ごとぶち当たって窓を粉ふん砕さい、そのまま外に身を放り出した。

　空中でディオーラはガラスの破片をキャッチして、ためらうことなく自分の手首を切り裂さいた。







　盛大にガラスの砕くだける音が、令達の耳に届いた。

「……イージスの方!?」

　三つのハイロウのうち二つがイージスから飛び出したらしい、と令は感知していた。センジュはその二人のうちの一人なのか、あるいはイージスの中に残っている方なのか──

　程ほどなくして、一行はイージス前の広場にたどり着いた。

「あれを……！」

　令名がイージスを指さす。

　前面の大窓が砕け、ガラスに大穴が開いていた。破は片へんはその直下に散らばっている──が、破片の中に人の姿はない。

　ちょうどその時、割れた大窓の内側にセンジュの姿が現れた。

「令……！　セラフ達は!?」

（ということは、先に出て行ったのがセラフと……その連れか？）

　二つのハイロウはイージスの横手に回り込み、令達から離れようとしている。

「あっちだ──」

　その方向を指さそうとして──令は、妙みような現象を視し認にんした。

　イージスの前面には、三枚の広告垂れ幕が下がっている。一枚は傭よう兵へいの活かつ躍やくを描えがく洋物テレビドラマのＤＶＤの広告、一枚は道倉いなみが携けい帯たいを手にした姿、そしてもう一枚はファイナルデスブリンガーⅣの主人公、勇者アークスの絵。

　それらが一いつ斉せいに揺ゆれたかと思うと──まるで垂れ幕が出入り口であるかのように、描かれた三人が抜ぬけ出てきた。

「な……なんだこりゃーッ!?」

　身長は見たところ六～七メートル。道倉いなみは携帯電話を持っているだけだが、勇者アークスは中世風の鎧よろいと剣けんで完全武装し──そして、洋画の人物は超ちよう巨きよ大だいなマシンガンを両手に抱えていた。

　令の悲鳴に反応したか、巨きよ人じん達は一斉に振ふり向いて令達を視認し、動き始めた。

「……散って！」

　カラミィの声を合図に、令、令名、イルルは思い思いの方向に飛んだ。直後、四人がいた場所に巨きよ大だいな銃じゆう弾だんが着弾、豪ごう快かいに煉れん瓦がの地面を抉えぐって、破片をまき散らした。

「のあああ──ッ」

　逃げ遅れた令が、破片を浴びかける──が、高速で降りてきたセンジュが令をさらいあげた。

「大だい丈じよう夫ぶッスか！」

「大丈夫！　ありがとう……！」令は返礼した。「あれは一体……!?」

「あたしらの同一存在の仕し業わざッスよ。絵に血を塗ると動かせる、って力みたいッスね！　とはいえ、こんなでかいのも動かせるとは……！」

　地上で、カラミィとイルルが反はん撃げきを開始していた。次々と銃弾を撃うちまくる──が、巨大な身体からだに対してはあまりにも無力だった。三体ともまったく意に介かいさず、アリを踏ふみ潰つぶそうと迫せまり来る。

「くうッ」

　地面に身を投げて転がりつつ、カラミィは地面に銃弾を撃ち込む。蔦つたが真上に伸のび、傭兵の膝ひざに巻き付いた。が、傭兵が足を持ち上げると、蔦はブチブチと音を立てて切れる。

「拘こう束そくできないのなら……！」

　今度は、本体目がけて弾たまを撃ち込む。弾は脇わき腹ばらに入り、そこからジャガイモの芽が飛び出した。けれどもその生長は遅おそく、傭兵の身体に根を広く張るには至らない。

「……これも無理……!?」

　対象が生気を持たないのなら、植物を撃ち込んでも生気を吸い上げることはできない。そう悟さとって、カラミィは次の一手を考えあぐね──

「……あうっ!?」

　後退中、カラミィはベンチに思い切りぶつかってしまった。ベンチの背を乗り越こえ、後ろ側に背中から落ちてしまう。

　そこへ勇者が、刃は渡わたり四～五メートルはあろうかという剣を振り下ろし──

「カラミィ！」

　令名がカラミィの足を触しよく手しゆでつかみ、強ごう引いんに引っ張り上げた。直後、剣は地面と嚙かみ合った。

　カラミィの身体はゴムで引っ張られるように飛んでいき、令名のそばに着地する。

「何してるの、カラミィ！」

　上着を脱ぬぎ捨てた臨戦態勢で、令名は叱しつ咤たする。

「すまない」

　カラミィは頭を下げるが、令名は気にした風もなかった。

「私には、こんなことしかできませんからね」

　いかに令名の触手が頑がん丈じようでも、さすがに巨人達に対たい抗こうするのは難しい。言う通り、転てん倒とうした仲間をすくい上げるより他ほかに、できることはなさそうだった。

「それより水ですよ、水！」令名は叫さけぶ。「こいつらがゲル山やアビ島と同じ力で動いているのなら、水が弱点なはず！」

「水？」カラミィは首を傾かしげる。「何な故ぜ水？」

「知りませんよ、そんなこと……！」

「そうか！」

　地上に降りたセンジュが声を張り上げた。

「紙に描いた絵だから、水に濡ぬれると弱くなるってことッスか!?」

「なるほど！」

　令は納なつ得とくした。が、すぐに別の疑問がわいてくる。

「でもあれは店の外に垂らしている幕だから、防水加工くらいされてるんじゃ……？」

「ならば、とりあえずやってみて確認だな」

　突とつ然ぜんの声に令はドキリとした。見やれば、すぐそばにカジマーが立っていた。

「日名子と天慶は実世界に戻もどしている。安心してくれ……！」

　と言いつつカジマーは飛び出して両腕を前方に構え、

「はああああ──ッ！」

　気合いを放ち、両手から水を噴ふん射しやした。

　右手からの水が傭兵を、左手からの水が勇者を捉とらえる。

　傭兵と勇者はカジマーに気づき、踏み潰そうと近づいてくる。その歩調に──衰おとろえる様子はない。

「……無む駄だか!?」

　そう判断を下し、カジマーは放水を中止、後退した。巨きよ人じん達はますます歩く速度を上げ、弱まるところを知らない。

「ちょっと！　なんのために出てきたんですか!?」

　令名が罵ば声せいを上げた。

「今日はちょっと調子が悪いのさ！　こんな日もある！」

　カジマーの返事は、負け惜おしみ以外のなにものでもなかった。

「防水シートに水をかけても意味ないもんな……！」

　令は思案を巡めぐらせ──カラミィに声をかけた。

「カラミィ！　マジカルステッキ大、撃てる!?」

　さきの誘ゆう拐かい事件の最終局面においてカラミィが持ち出した大たい砲ほうのことを、令は思い出した。あれにはビルを貫かん通つうするだけの威い力りよくがあったが──

「撃てるけど、一発きり」カラミィは即そく答とうした。「三体同時に巻き込む自信はない」

　あの時、大砲を撃った直後、カラミィはがくりと崩くずれ落ちた。一発撃つだけで、かなり体力を消しよう耗もうするらしい。一体を撃げき滅めつできても、二体残ることになる。三体が一列に並ぶなどという僥ぎよう倖こうでも巡って来ない限り、大砲も切り札にはなり得ない。

　三体の巨人を一列に並べる方法はあるだろうか、と令は考えかけたが、

「いや……いやいや、もっとシンプルに考えた方がいい」

　頭を振ふって考えを追い払はらい、イルルに顔を向けた。

「イルル！　こいつらに直接火を吹ふきかけるってのはどう!?」

「火ですか!?」

　イルルは道倉に追い立てられながら吹き矢銃を撃うち続けていた。それでも令の声に気づくと、

「やってみます！」

　足を止めて息を大きく吸い込み、

「ふあああ──ッ」

　力一いつ杯ぱい炎ほのおを吐はき出した。

　高く掲かかげた道倉の足が、炎に煽あおられる。

　程ほどなくして、足に火がついた。

「ふうう──ッ！　ふああ──ッ！」

　連続してイルルは炎のブレスを吐く。

「援えん護ごする！」

　カラミィが道倉の足あし下もとに弾たまを撃ち込み、蔦つたを生やして、巨人にまとわりつかせる。強度は先ほどのものと大して変わりない──どころか、細く弱そうに見えた。だがそれ故ゆえに、簡単に燃え始める。

　時を置かず、道倉の右足が凄すさまじい勢いで炎えん上じようし始めた。とうとうバランスを崩して倒たおれ、隣となりにいた傭よう兵へいをも巻き込む。

　燃える道倉に体当たりをかけられ、傭兵もなぎ倒された。と同時に火が燃え移り、道倉と一いつ緒しよに炎の山と化す。焼けた部分から垂れ幕の布に戻っていき、上じよう昇しよう気流に巻き上げられて散り散りに空に飛んでいった。

「いいぞ！　あとは勇者だ！」

　ただ一人、勇者は炎を避さけ、イルルから逃にげようと後退していた。

「任せて下さい……！」

　勇者も焼しよう却きやく処分にすべく、イルルは距きよ離りを詰つめにかかる。

　決着は時間の問題かと思われた──が、勇者が意外な行動に出た。

　突然反転すると大きく踏ふみ出して、手に持つ剣けんを一ひと振ふりしたのである。

「…………!?」

　意表をつかれたイルルは、避けきれなかった。剣の切っ先に引っかけられ、吹き飛ばされる。そして、街灯上部にしたたかに打ち付けられた。

「センジュ！」

　令の要よう請せいに応じ、センジュが飛んだ。街灯にぶつかって落ちてきたイルルの身体からだを空中でキャッチし、令の元に連れ帰る。

「イルル！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　令は声をかけたが、イルルの反応は芳かんばしくなかった。ハイロウが出たままである以上意識はあるようだが、朦もう朧ろうとしている。

「……うう……」

　口から漏もれ出るのは、意味のないうめき声ばかりだった。

「これ以上は、無理っぽいな」

　カジマーが見立てを下した。

「でも、どうするの」令名がせっぱ詰まった声で言う。「イルルなしでアレを倒せるの……!?」

　勇者は大おお股またで迫せまりつつある。イルルを叩たたいて形勢逆転、と判断したようだ。

「だったら、次はあたしの左腕を自じ爆ばくさせるッスかね」

　センジュは左腕を突つき出した。

「今右手がないんで、誰だれかに自爆ボタンを押してもらって、なおかつ投げてもらわなきゃならないんスけど……」

「……ちょっと待って、みんな……」

　その言葉に、全員が令に視線を集める。

　令は、魅み入いられたようにイルルのハイロウをじっと見つめていた。

（これは……）

　イルルのハイロウの内側には、赤く黄色いスティクスの流れが見える。天使達の力の源、スティクス粒りゆう子しが渦うず巻まいているのだ。

　その流れが、令に何かを訴うつたえかけているように思えた。

（僕に、こうしろと……？）

　本能的に、令の手が伸のびていた。

　伸びていく先は──イルルのハイロウ。

　令は手を大きく広げて、イルルのハイロウをつかみ取った。

「…………!?」

　令以外の全員が、驚おどろいた。ハイロウが手づかみできるだなんて、考えたこともなかったからだ。

　だが、令はイルルのハイロウをつかみ取り、イルルの頭上から退けると──自分の頭上に乗せた。

　ハイロウは、令の頭の上に浮ういたまま、安定した。

「これは……!?」

　目を見開いたまま、カラミィはハイロウを注視する。

「…………」

　何も答えずに、令は迫り来る勇者を見上げた。

「僕がやる」

　短く言い置いて、令は飛び出した。

　令の姿を見て、勇者は剣を振ふり下ろす。

「うあ、うわわ」

　巨きよ大だいな剣が頭上から降ってくるというド迫はく力りよくにビビりながらも、令は横手に身を投げて直ちよく撃げきを回かい避ひした。

　そして地を打った剣に向けて、

「ふはああああ──ッ」

　炎ほのおを吐はき出した。

　炎はすぐに剣へと燃え移った。
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「あれは、イルルと同じ力ッスか……!?」

　センジュは驚きのあまり、放心の表情を浮かべていた。

「あんなの、見たことも聞いたこともないッスよ……!?」

「……原初世界出身者の力は、普ふ通つうの天使とは異なる」

　比ひ較かく的てき冷静な声で、カジマーは言った。

「この期ごに及およんで、令が眠ねむっていた力を目覚めさせたようだな。こいつは驚いた」

「それにしても、光輪を奪うばうだなんて……」

　令名は自分の頭上のハイロウをつかみ取ろうとしていた。しかし手はスカスカと通り抜ぬけるのみ、輪に触さわることすらできない。

「ふはああ──ッ！　ふううう──ッ！」

　令は足あし下もとから炎を煽あおり、勇者を焼きにかかる。しかしながら、令が吐く炎の勢いは、イルルのそれよりはるかに弱かった。自然と令は勇者に接近することになり──

「危ない！」

　センジュが悲鳴を上げた。

　勇者が剣けんを振りかざし、令の脳天に振り下ろそうとした。

　しまった、と令が気づいた時には、剣はすぐ頭上にあった──

「令君！」

　が、寸前、令名が触しよく手しゆを伸ばして令の足を巻き取り、あらぬ方向へ投げ飛ばした。

「ぬああああッ!?」

　いきなり視界が回転し、悲鳴を上げる令。

　その令を、センジュが空中で直接キャッチする。

「……センジュ!?」

　少しの間をおいて、令は何が起きたのかやっと理解する。

「一人でムチャはいけないッスねー」

　センジュが令を戒いましめる。

「ゴメン」

　謝りつつ、令は指示を下した。

「このまま、あいつの周りを回って！　上から火をかける！」

「了りよう解かいッス！」

　言われるまま、センジュは勇者の頭部周辺をぐるぐると回り始めた。

　勇者はセンジュと令を追いかける──が、センジュはひたすらに勇者の後頭部側へと回り込み続ける。

「ふはあ──ッ！　ふはあ──ッ！」

　そして令は炎のブレスを吐き続ける。勇者の頭全体が炎えん上じようするのに、さほど時間はかからなかった。

「あと一息……！」

　とどめを刺さそうと、令は大きく息を吸い込んだ。が、

「その必要は、ないッスよ」

　センジュが空域離り脱だつを開始した。

　一体何が、と令は思ったが、すぐにその意図を理解した。センジュが方向転てん換かんし、令の視界がぐるりと回転する。その視界の隅すみを、マジカルステッキ大を肩かたに担かついだカラミィの姿が通り過ぎた。

「発射！」

　かけ声とともに、光の奔ほん流りゆうが砲ほう口こうからあふれ出して、勇者の胴どう体たいを貫つらぬいた。

「…………！」

　あっさりと、勇者の胴どうは千切れ飛んだ。自立することができなくなり、その場に崩ほう落らくする。頭と下半身、二つの炎が一つの山となって、煙けむりを上げる。勢いが激しくなったのは一いつ瞬しゆんのこと、見る間に炎は弱まっていった。

　やがて、三人の巨きよ人じんは完全に燃え尽つきた。

　センジュとともに、令は着地した。センジュの手が離はなれると、令はその場にへたり込んでしまった。

「はあ、はああ……うう」

　背を丸め、咳せき込む。何度も大きな呼吸を繰くり返したせいで、喉のどが痛くなった。

「令君！」

　令名が令のそばに駆かけ寄る。

「……大だい丈じよう夫ぶ……ちょっと喉が痛くなっただけ」

　咳せきを繰り返しながら、令は笑え顔がおを返した。

「それより、カラミィの方を」

　言って、カラミィを見やる。マジカルステッキ大を撃うった反動で、カラミィはその場に倒たおれ込んでいた。

「大丈夫でしょ。前撃った時も、すぐに元気になったし」

　令名は言い捨てたが、令は首を振ふった。

「お姉ちゃん……」

「……わかってますよ」

　触手を伸のばして、令名はカラミィを引き寄せ、立たせた。

「……どうにかなった」

　カラミィはげっそりとしていたが、その瞳ひとみには強い意志の光が灯ともっていた。

「これは……？」

　カラミィは令の頭上のハイロウを触ろうとした。が、指はスカスカとすり抜ける。

「なんなんだろう？」

　けれども、令が手を伸ばすと、光輪はその指の間に挟はさまれた。

「直感的に『触さわれる』って思って、やってみたらこうなった。……としか、言いようがないよ。それより……」

　周囲を見み渡わたして、令は肩を落とした。

「セラフともう一人のハイロウ、消えちゃった。もう、どこに行ったかわからないや」

「それは……仕方がない。こちらには怪け我が人もいることだし……」

　カラミィは背後を振り返る。見やると、イルルがセンジュとカジマーに支えられながら歩み寄ってきていた。

「イルル！」令が声を上げる。「大丈夫なの!?」

「大丈夫、とは言い難がたいですが……」

　苦しげながら、イルルは笑みを見せた。

「死ぬほどではありませんよ……」

「とはいえ、手当は急いだ方がいいッス」

　センジュが指し摘てきし、カジマーも言い添そえる。

「公園の方で、マナも待ってるしな」

「そういえばそうだ。ほっときすぎると、またどやされるかな」

　令はマナのことを思い出し、小さく笑った。とりあえず、今日も生き延びることができたようだ。







「色々とお世話になりました」

　日曜日の昼下がり、イルルはペルセフォネ・アースの広い中庭で、令達に別れの挨あい拶さつをした。

　イルルはペルセフォネ・アースの救護室にて、一晩を過ごした。タイミング的には最高だったといえる──治ち癒ゆ能力者、アミティウムが居合わせていたのだから。昨晩の弱りぶりはどこへやら、今は完全な健康体となっていた。

「発火装置の供給源を絶てたことですし、これでもう反乱軍など恐おそるるに足らずです。ありがとうございました」

「こちらこそ」令は頭を下げ返す。「イルルがいなかったら、大変なことになってたよ。特に昨日の晩とか。それより、君のハイロウは、──」

「それは大丈夫ですよ」

　イルルはハイロウを発現させ、頭上に顕あらわした。

「一晩寝ねたら、元通り出し入れできるようになりました。火を吐はく力にも、衰おとろえたところはありませんし」

「ならよかった。君の力を取り上げてしまったんじゃないかと思って、心配だったんだ」

　令も、足あし下もとにハイロウを発現させた。途と端たん、周囲の景色がスティクスの岸辺へと変化する。

　イルルのハイロウが戻もどった一方で、令もハイロウを自由に出し入れできるようになっていた。

「あら」イルルは驚おどろいた。「令も、着火能力を操あやつれるようになったのですか」

「そうなんだけど……それだけじゃない。マナ」

　隣となりにいるマナに呼びかけると、

「ほれよ」

　マナは自分の頭上のハイロウの中から黄と黒の仮面を取り出し、令に手て渡わたした。令はそれを受け取り、被かぶる。

　すると、令の隣に炎ほのおのような人型が現れた。

「うわ」またもイルルは驚く。「これは……怨おん霊りよう？」

「そうなんだ」

　令は仮面を外した。怨霊は姿を消す。

「どうやら、誰だれの光輪でも取り上げることができるらしい。おまけに、入手した相手の力を使えるようになるみたいなんだ」

「それはすごい。万ばん能のうの力じゃないですか」

　イルルは素す直なおに賞賛した。

「そうでもないぞ。力が使える、とは言っても儂わしらとは練度が違ちがう。儂ならほれ、この通り」

　受け取った仮面を、マナが被る。再び怨霊が現れた──が、その数は先ほどよりはるかに多い。

「それに、力を使し役えきするために道具がいる場合も多いしね」令も言い加える。「仮面はもちろん、カラミィの力を使うには銃じゆう──じゃなくてマジカルステッキがいるし、センジュやお姉ちゃんみたいに、身体からだの機能に依い存ぞんするものはそもそも使いようがない」

「なるほど」イルルは納なつ得とくした。「……と言うところをみると、昨晩のうちに試ためしたんですか」

「その通りだ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔を、マナは見せた。

「この男、嫌いやがる儂らを無む理り矢や理り押さえつけては、乙女おとめの一番大切なものを強ごう引いんに奪うばい去りよって、それはもう一騒そう動どうだったのだ」

「ちょっとマナ」令は慌あわてた。「誤解を招くような言い方はやめてくれ！」

「今、何か一言でも間ま違ちがったことを言ったか？」

「いや……別に間違ってはいないけど……」

　令の声は自然と小さくなった。

　一騒動だったのは、紛まぎれもない事実だ。マナは「理り屈くつは納得できるが、光輪を奪われるのは生理的にイヤ」と最後まで抵てい抗こうしたのである。一方で令名は嬉き々きとして実験に協力し、「光輪以外のものを奪ってくれてもいいのよ」とか言い出す始末。まさしく大おお騒さわぎだった。

「そう言えば、カラミィ達とはもう会った？」

　令は話題を切り替かえた。カラミィはフロッカ以下の面々を監かん獄ごく世界──捕ほ虜りよとしたハデスの天使を住まわせる世界だ──に送り込むため、センジュは酷こく使しした体の検査のため、先にペルセフォネ・アースに来ている。

「ええ。中で挨拶してきました。すいませんね、最後までお手数かけてしまって」

「迷めい惑わくをかけたのはフロッカ達であって、イルルじゃないよ。それにお姉ちゃんも、機関の仕事ができるって喜んでいるようだし」

「ならいいんですけど。……あ、そうだ」

　イルルは背負ったカバンの中から、吹ふき矢銃を一本取りだした。

「これ、記念にプレゼントします」

「僕に、ですか」

　マウスピースと一いつ緒しよに、令は鋼鉄の棒を受け取る。

「適当なサイズの弾たまさえあれば、令にも撃うてるはずです。それでは、機会があればまた会いましょう」

　イルルは手を振ふって、跳ちよう躍やくした。その姿はすごい速度で上じよう昇しようしていき、上空のスティクスの流れの中へと消えていく。
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　イルルが完全に消えるまで見送ってから、令とマナはハイロウを引っ込めた。瞬しゆん時じに周囲の景色が実世界へと戻もどる。

「……行ってしまった」

「ま、会いに行こうと思えば会いに行けるであろ」

「そうだね」

　マナに答えつつ、令は吹き矢銃の銃じゆう口こうをのぞき込んだ。口径は案外小さい。パチンコ玉でも詰つめてやれば、ちょうど良さそうだ。

「ところで、それはなんなのだ？」

　マナも吹き矢銃を見つめていた。

（そう言えば、マナはほとんどパイロニアのことを知らないんだった）

　そう思い出して、令は吹き矢銃をマナに手渡した。

「これは吹き矢風に使う銃なんだよ。鉄の弾をこめてフッと吹いてやると、すごい勢いで弾が飛び出る。肉を貫かん通つうして骨を砕くだくくらいの威い力りよくが出るんだ」

　しばしの間、マナは無表情のままに吹き矢銃をあれこれといじっていたが、

「……フッ」

　呆あきれたような吐と息いきを漏もらし、令に吹き矢銃を返へん却きやくした。

「たしかに儂は、先せん鋭えい化した科学技術とは縁えんのない、田舎いなかめいた世界出身だがな。こんななんの変へん哲てつもない筒つつが殺傷能力を持つなど、ありえん話だと悟さとるくらいの知ち恵えはある。人をからかうのは止やめろ」

　言い切ると、マナは令に背を向け、一人で立ち去った。

「……一言たりと間違ったことは言ってないんだけど……」

　令は呟つぶやいて、マナの背を追った。




「問題は無さそうよ」

　センジュのメンテナンス担当、坂さか下したはセンジュにそう告げた。

「それは良かった」

　センジュは呟いた──が、その顔には愁うれいがたたえられている。

「あんまり嬉うれしくなさそうね」

　その気配を察して、坂下が問いかける。

「え？　いや、そんなことないッスけど……」

　そうセンジュは答えたが、どこか上の空だった。

　ふう、と坂下は一つ息を吐はき出した。

「メンタル面は、ハードウェアやソフトウェアと違ちがって、直接直すことはできないものねえ」

「……すいません」

　センジュは頭を下げた。

　ギア・クラウドからどうにか生せい還かんすることはできたが、任務に成功したかどうかは判断しかねるところだ。ハデスの影えい響きよう力を断たち切るという目的は達したが、シフリ──レイは、ギア・クラウドの生産力を他世界に移い譲じようすると語っていた。ヴェルダーの部品調達能力は一時的に落ち込むだろうが、ほどなく復活することだろう──新たな下した請うけ工場を探さぐり出し、叩たたかない限り。

　それより重要なのは、レイの存在だ。

　レイは記き憶おくを取り戻すため、センジュを殺そうとしている。その記憶には、レイ自身がセンジュをヴェルダーから命がけで逃のがしたという事実が含ふくまれているはずなのに。

（ま、これがヴェルダーのやり方ッスよね……）

　裏切り者には死より重い罰ばつを下す。そこに今いま更さら、驚おどろきはない。

　ただ、センジュの心の、迷いは深い。

（次にレイに出会った時、あたしはどうすればいいんだ……？）

　いくら考えても、答えは出てこなかった。




「日曜日も出勤とは、大変ですね」

　ペルセフォネ・アース内の喫きつ茶さ店てんにて、令名は網島に言った。

「私にとっては、会社の方がホームグラウンドみたいなものさ」

　網島はまたしてもスポーツのたとえを持ち出した。

「ははあ。つまり自宅ではアウェイ扱あつかいを受けているってことですか」

　日名子がツッコミを入れる。が、網島は余よ裕ゆうの程ほどを見せてフッと笑っただけだった。

「君達の協力で、また一つハデスの野望をくじくことができた。礼を言う」

「いえいえ、当然のことをしたまでです」日名子が言った。「将来私がペルセフォネ・アースでやるべきことを、前まえ倒だおししているに過ぎませんって」

「フッ」網島はまた笑った。「君が大学を卒業するのを待ってるよ。それまでに、父親を説得することだ」

　わずかに、日名子は顔を曇くもらせた。

「網島さんからうちの父親を説得して頂けると、ありがたいんですけど」

「それは君の家庭の問題だ」網島は答えた。「所属選手を抱かかえておくか外に出すか判断するのは、球団側の専権事じ項こうだ。成人して、フリーエージェント権を得ることだな、まずは」

「……そうですか。フリーエージェント宣言したら、拾ってくれますよね」

「それは約束する。君ほど機関の仕事に熱心な人間は、あまり多くない」

　一定の言げん質ちを得られた、と判断し、日名子は満足した。

「私もお願いがあるんですけど……」

　令名がおずおずと口を開く。

「話はカジマーから聞いてるよ」

　網島は先回りして言った。

「君も機関のエージェントとして働きたい、と。ま、当方人手はいくらあっても足りないし、その申し出は嬉しい」

「じゃあ、──」

「とはいえ、天使に目覚めたばかりで日の浅い君に単身で動いてもらう、というのは、少々無理があるな」

「そんな。私は、──」

　令名は反論しようとしたが、網島は手を伸のばして制した。

「たしかに、君の触しよく手しゆの力は優すぐれている。でも、今回の事件で感じたんじゃないのかな──敵の天使の持つ力によっては、手も足も出なくなる、って。この場合『触手も出ない』とすべきかもしれんが」

「…………」

　その通りだったので、令名は黙だまり込んだ。

「大切なのは、チームワークだ」網島は語る。「クォーターバック一人では何もできない。ポケットを作るオフェンスラインや、敵てき陣じんに深く切り込むレシーバーがいて、初めてタッチダウンパスは成立する」

「あの」令名は控ひかえめに言った。「アメフト用語で喩たとえられても、よくわからないのですが」

「つまり、君もチームに加わって、見習いから始めろということ。先輩の下で経験を積んでくれ」

　そう言って、網島は窓の外を指さした。令名はその示す先を視線で追って、

「……わっ」

　窓外から店内を見つめるカラミィを見つけた。




「なんでこんなところにいたんですか」

　網島、日名子と別れた後、カラミィと令名は揃そろって家路についた。

「フロッカ達を監かん獄ごく世界に送ってきた。その帰り」

「そうですか」

　しばらく二人は無言のまま歩き続けたが、

「……聞きたいことがある」

　不意にカラミィが切り出した。

「深江千夏という人物は、一体どのような人間だったのか」

「深江千夏？」

　半年前に亡なくなった幼なじみの名前を持ち出され、令名はわずかに驚いた。

「千夏も天使として機関で働いていた、と聞いているけど。会ったこと、ないの？」

「片手の指で足りる回数程度には、会った。性格についてよく知るほどの接せつ触しよくはなかった」

「ふうん。聞いてどうするの」

　逆に聞き返されて、カラミィは目を伏ふせた。

「どうもしない。ただ……令が、時々僕越ごしに千夏を見ているような気がする。令にとって千夏はそんなに大きな存在だったのか、疑問に思った」

「……そうね。令にとって、千夏は本当に大切な人だったのよ」

　令名にとっても、千夏は幼なじみだ。三人でよく遊んだことを、今でも時々思い出す。

「まわりの男の子達にいじめられていた令を、私と千夏と二人してかばってあげていたものよ。でも、令はそのことを負い目に思っていた。『僕がお姉ちゃんや千夏を守らなきゃならないのに』ってよく言ってたから。そのうち高校に上がって、令もいじめられなくなって、今こそ恩を返す時だ──と思っていたら、千夏がいなくなった。大きな心の傷になっているのだと思うわ」

「……随ずい分ぶん、令の心に立ち入ったことを断言する」

　カラミィは指し摘てきしたが、令名は怯ひるまなかった。

「そりゃそうよ。私と令君は双ふた子ご同然に暮らしてきたんですもの。ぽっと出のあなた方とは年季が違ちがうわ」

　勝ち誇ほこったような笑えみを見せたが、すぐに引っ込める。

「とはいえ、あなた方が来てくれたおかげで、その……令君も元気を取り戻もどしたような気がする。借りっぱなしになっていた恩を返す時が来た、って」

「……僕達がそれを受け取っていいの？」

「くれるものはもらっておくべきじゃないの？　令にしても、千夏の恩を抱かかえたままじゃ、どこにも進めないのよ」

「…………」

　カラミィは考え込む。

「あなた達は別のセンカであって、深江千夏じゃない。同一視されるのを嫌いやがる気持ちはわかるけど、少しだけ我が慢まんして。いずれ千夏に返すべき恩よりも、あなた達に返すべき恩の方が大きくなるはずだから」

　とまで言って、令名ははっと正気に戻ったような顔をした。

「……って、なんで私があなたにアドバイスなんかしているのかしら」

「弟の身を案じる姉としては、ごく当然の行こう為い」

　カラミィはニッと笑った。

「そのアドバイス、肝きもに銘めいじることにする」

「なしなし今のなし！　令君には私一人がいれば十分なの！　そもそも令君と私は弟と姉じゃなくて、一人の男と一人の女なのよ……！」

　慌あわてて令名は前言を翻ひるがえしたが、出た言葉を引っ込めることは不可能だ。

　憑つき物が落ちたような表情を浮うかべ、カラミィは家路を急いだ。




「お疲つかれだった、みんな」

　夕食の席上、秋島晃一朗は食しよく卓たくを囲む面々にねぎらいの言葉をかけた。

「こうして全員で一いつ緒しよに晩飯を食べられるだけで、うれしいね。しかも結果を出してくれて、私としては嬉うれしい限りだ」

「三角貿易に関かかわっておった奴やつらを全員捕つかまえておれば、もっとうれしかったのだがな」

　シチューを啜すすりながら、マナが自省気味に言う。

　結局の所捕まえられたのはフロッカのみ。セラフ、ディオーラ、シフリといった面々は逃にげ切り、姿を消した。いずれまた新たな作戦行動をひっさげ、機関の敵として現れることだろう。

「完全を求めることは難しい」晃一朗は首を横に振ふった。「偽にせ金がねの件が発覚しただけでも、十分な成果だ。本格的な流入が始まる前に食い止められたのは幸いだったと言い切れる」

「でも、ハデスはまた同じことをやって来るかもしれないッスよ？　連中、第二のギア・クラウドをどこかに作っているんだから」
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　センジュが指摘する。

「そうかもしれん。だが、敵の手をあらかじめわきまえておけば、対処のしようもある」

「偽金の件、二つほど気になっていることがあるんだけど……」

　令は父に質問した。

「今回の偽金って、見る限り、本物とは区別がつかなかったんだけど……見分けられるの？」

「肉眼ではかなり難しい。だが、精査するとわずかに模様が異なる。手工業で一枚一枚彫ほっているんだから、まあ当たり前だがな。だがその割には恐おそるべき再現度だ。ギアテクトの技術力はものすごいな」

「もう一つ質問が」令は続けた。「なんでハデスが百円玉を偽ぎ造ぞうしようとしたのか、すごい疑問なんだけど」

「……どういう意味？」

　カラミィが尋たずねる。

「この国には、五百円玉という硬こう貨かがある。名前から想像つくと思うけど、百円玉の五倍の価値がある」

「そんな自明のことを説明せんでもよろしい」

　マナがいらだたしげに言った。

「でも、五百円玉のサイズは百円玉より二回り程度大きいくらいだ。ちょっと手間はかかるだろうけど、五百円玉を作った方が効率はいいだろうに」

「その件に関しては、報告が入っている」晃一朗が言った。「ギア・クラウドの資料室から、五百円玉の偽造に関する書類も出てきたらしい。ただ、そちらはまだ試作にも手をつけていなかったようだ。百円玉の偽造に成功してから五百円玉に取りかかるつもりだったみたいだが……」

「五百円玉は、偽造が多いからじゃないの？　ハデスとは無関係に」

　令名が思いついたことを語る。

「五百円玉は、この世界でも有数の高額硬貨だもの。偽造硬貨が見つかったってニュースはちょくちょくあるし、それだけ警察も警けい戒かいしてるでしょ」

「問題はそこだよ」令は令名を指さした。「五百円玉の偽造は警戒される、だから比ひ較かく的てき警戒が薄うすいと思われる百円玉を偽造した。そのロジックは理解できるよ。でも、なんで『五百円玉の偽造は警戒される』という事実を、ハデスの人間が知ってるの」

「それは……」

　言われて、令名は返答に詰つまった。

「言われてみれば、そうですね」

「なるほど、理解した」

　晃一朗は何度か深く頷うなずいた。

「花見州の人間ならば、その事実を知っている。つまり、その事実をハデスに教えたスパイが、花見州にいる、と言いたいのか」

「可能性として、だけどね……」

　さきの誘ゆう拐かい事件でカジマの存在が明らかになった。が、潜せん入にゆうしているスパイが彼一人であるとは限らない。花見州の事情に通つう暁ぎようすべく、できるだけ目だった動きをしないようにしつつ、ひたすら情報をハデスに流している輩やからがいないとも限らないのだ。

「ま、いるんだろうな」

　晃一朗はすぐに認めた。

「……意外とあっさりとしてますね」

　令名の言葉に、晃一朗は笑えみを見せた。

「スパイなんて、完全に排はい除じよできるものじゃない。ハデスが送り込んでくるんだから。大切なのは、スパイどもに重要な情報を渡わたさないことだよ。……もちろん、極力スパイを排除すべく努力するのも大切だがね」

「まあ……今いま更さら僕が指し摘てきすることじゃないとは思ってたけど」

　令は自じ嘲ちよう気味に言ったが、晃一朗はむしろ令を褒ほめた。

「いや、おまえがそういう認にん識しきを持っているのは大事だ。ハデスとの戦いは信義もへったくれもない。万ばん事じに対して疑ってかかること、それがスティクスで長生きするための秘ひ訣けつだ」

「それはとても大事」カラミィが言い添そえる。「僕も常に色々なものを疑ってかかっている。長生きしたいから」

　そして、シチューの具材を、じっくり視認して確かめるふりをする。

「あら」令名はにっこりと笑った。「私の作ったシチューを疑っているのなら、別に食べなくてもいいのよ？」

「今のは冗じよう談だん。令名の料理は、この世せ知ち辛がらい世の中において、無条件で信しん頼らいできるものの一つ」

　感情を込めずに言い切ると、カラミィは急いでシチューをかきこんだ。

（この二人は……仲良くなりつつあるんだろうか……）

　いや、なりつつあるに違ちがいない、と令は思った。期待を込めつつ。







　東花見州の隅すみに立つ高級分ぶん譲じようマンション、シーサイドガーデン花見州の屋上は、空中庭園になっている。都会の真ん中でありながら、片田舎いなかのような風景に包まれて時を過ごすことのできる、一見地味でいて贅ぜい沢たくな場所だ。マンション最上階の住人が個人で所有する、いわばプライベートガーデンである。

　土曜日の深夜、空を飛ぶ二つの人ひと影かげが、この空中庭園に降りてきた。

「ここには来たくなかったが……仕方ねえ……」

「仕方ないでしょう。お互たがい、怪け我がしてるんですから……」

　ディオーラとセラフだった。

　つい先ほどセンジュに痛い目に遭あわされたばかりの二人は、お互い支え合いながら庭園を歩き、下階へ降りる階段室を目指す。

　が、たどり着くより早く、階段室の扉とびらが開いた。

「……来ると思っていたよ」

　姿を現したのは、相馬天慶だった。

「だったら話が早はええ……」

　半ば崩くずれ落ちるように、ディオーラは腰こしを下ろした。

「治してくれないか。さっきから、身体からだがまともに動かないんだ……」

　ディオーラの手首には、ごく適当に包帯がまかれていた。加えて、センジュの電でん撃げきによるダメージがいまだに抜ぬけきっていない。

「いいよ、治すよ。セラフさんもね。ただその前に、ディオーラさんには言っておくことがある」

　笑顔を浮うかべたまま、天慶は自分の右頰ほおをつついた。そこにはガーゼが当ててある。

「これ、ディオーラさんの作品にやられたんだ」

「マジか！」ディオーラは声を上げた。「俺のせいじゃねえって。天慶、俺の作品が俺の意思とは関係なく動くことくらい知ってるだろ!?」

「知ってる。でも、ディオーラさんの責任だよね？」

　笑みを絶やさぬままに天慶は近づき──ディオーラの頰を殴なぐった。

「!!」

　もろにパンチを食くらって、ディオーラは無様に倒たおれ込んだ。その隣となりでセラフが目を剝むく。

　ただ一人、天慶は感情を乱さずにいた。ディオーラの肩かたに手をかけ、引き上げる。

「……この野や郎ろう……！」

　ほとんど本能的に、ディオーラはハイロウを発現させた。

「ちょっとディオーラ！　何を……！」

　セラフが慌あわてる──が、天慶はあくまでも冷静だった。

「そんなことをしても無意味だよ」

　手を伸のばすと、ひょいとディオーラのハイロウを奪うばい取る。

「…………!?」

　驚おどろくディオーラの視線を受けながら、天慶は自分の頭上に光輪を載のせた。

「僕が、単なる治ち癒ゆ能力者だと思っていた？　そうじゃないんだ。僕は原初世界の出身者で、この通り天使の光輪を取り上げて、力を使し役えきすることができる。治癒能力は、数ある力のうちの一つに過ぎない」

　す、と右手を掲かかげる。反射的にディオーラは身をよじったが、

「じっとしていて」

　天慶は、ディオーラの頰に軽く手を当てた。

　手を通して、ディオーラの頰から全身に暖かみが伝わる。頰だけではなく、全身に巣くう慢まん性せい的な痛みが、噓うそみたいに消えていった。

　手を放した時には、ディオーラは全快していた。天慶はディオーラの手首の包帯を解き、傷がきれいさっぱり消えているのを確認した。

「これでよし。フフ」

　続けて、天慶はセラフを治しにかかった。

「どうして……」治癒の力を受けつつ、セラフは問いかける。「この力、自分自身には使わないのですか？」

「ああ、これ？」天慶は右頰を指さした。「表向き、僕は単なる一いつ般ぱん市民ってことになっているもの。いきなり傷が治ったらおかしいでしょ？　自然に任せているんだ」

　ほどなくしてセラフも全快した。立ち上がって、痛むところはないか確かく認にんすべく軽く身体を動かす。

「しかし、今回はさんざんだったね」

　天慶は肩をすくめつつ両手を広げた。

「せっかく軌き道どうに乗りかけていた三角貿易が台無しだ。成果といえば、アミス工場長の排はい除じよくらいかな……」

「責任取れっていうのかよ」

　挑いどみかかるような調子で、ディオーラが言う。

「いや、そんな。罰ばつを与あたえるって名目であなた方を拷ごう問もんにかけるのも楽しそうだけど、あまり意味がない。引き続き、僕の指揮で動いてもらうよ」

「……次の策があるというのですか」

「まだ温めている段階だけどね。でも、色々やるよ。実績を挙げて、上の奴やつらに示してやらなきゃならないんだから、僕の力を」

　セラフの問いに、天慶は自分の胸を叩たたいて見せた。

「僕には、ハデスの王になるという夢がある。花見州の潜せん入にゆう工作員などという今の身分に留とどまり続ける気など、毛頭ないからね」

　そして、夜空を見上げる。天慶の想いに呼応するように、天の星は強い輝かがやきを放っていた。
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　六むつ塚づかです。

『ムゲンのセンカ２』をお届けします。




「最近残ざん虐ぎやくファイト成分が足りないかなあ」などと感じておりまして。

　デビューしてそろそろ五年、ライトノベル作家としてのスキルはそれなりに身につけたつもりですが、それと引き替かえにただ丸くなってしまっていたらまずいよなーとも思うのですよ。タマラセの頃ころに無意識に発はつ揮きしていた個性をこの頃忘れてやしないか、とか。

　というわけで今回は、前巻のハーレム路線を引き継つぎつつ残虐ファイト成分を押し込む、といった内容になっております。この二者の混こん淆こうがいかなる化学反応を示しているかは、本文でお確かめ頂きたく。




　ちょっと話の舞ぶ台たいに関する補足説明でも。

　令れい達が生活している場所、花はな見み州じま人工島群は大おお阪さか港こう、主に南なん港こうをモデルにしております。

　大阪湾わんには夢ゆめ洲しま、舞まい洲しま、咲さき洲しまといった人工島が浮うかんでいます。このうち夢洲と舞洲はいわゆる大阪北ほつ港こうに、咲洲は大阪南港に所属します。北港エリアにはかのユニバーサルスタジオジャパンなどがあります。

　これらの人工島開発がもっと大規模になり、一個の自治体として成立するに至った──というのが『ムゲンのセンカ』内における設定です。実際の夢洲、舞洲、咲洲は大阪市の一部ですが。




　僕は南港の雰ふん囲い気きが好きなので、時々ぶらぶらと散歩するためだけに南港に乗り込んだりします。地面がどこまでも真っ平らで空が広く、海も近いのがステキ。おととし引っ越こしをしようとした時には「南港に住んだろか」と真しん剣けんに検討したものです。賃ちん貸たい物件が見つからなかったのであきらめましたけど。

　ともかく、この一種独特な雰囲気は物語の舞台として使ってみたい、ということで花見州は生まれたのです。

　紙し幅ふくが尽つきたのでこの辺で。

　また次の巻でお会いしましょう。





六塚 光　　


















カバー・口絵・本文イラスト／真田鈴

カバーイラスト仕上げ／アライ

カバー・口絵・本文デザイン／元良志和
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